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第一話『出会って即プロポーズ!?』




　秋の訪れを感じ始める九月上旬。私は都内で有名な超一流ホテルに来ていた。

　和と洋の要素をうまく取り入れた、落ち着きのあるロビーのラウンジ。学生時代、友達と『こういうとこで女子会したいね』なんて話をしたりして、いつかは訪れたいと思っていた憧れのホテルだ。

　けれど決してこんなかたちで訪れたいわけではなかった。

　いつになくオシャレをして、ガッチガチに緊張しているお父さんとやってきたのは、ホテルの最上階にあるレストラン。案内された先は東京都内が一望できる、見晴らし抜群の個室だった。

「失礼します」

　ドアが閉められると、先にきていた彼が緊張でいっぱいの私とお父さんの元へ、ゆっくりと歩み寄ってきた。そして私の前で立ち止まると、吸い込まれそうな瞳を向けたまま耳を疑うようなことを言い出したのだ。

「僕と結婚しましょう、今すぐにでも」と――。




＊　＊　＊




「皆さーん！　お茶が入りましたよ、休憩にしましょう」

　十五時過ぎ。声を張り上げて言うと、工場内のみんなは手を休めた。

「いやー、いつもすまないね杏あん子ずちゃん」

「杏子ちゃんが淹いれてくれるお茶が、世界で一番うまいよ」

　順番に配っていくと、みんな同じ決まり文句を言う。五十代のベテラン社員、森もりさんと田た山やまさん中心に。

「もー、口だけはうまいんだから。そんなこと言って、本当は奥さんのお茶が一番おいしいと思っているんでしょ？」

　冗談には冗談で返すと、みんなゲラゲラと笑い出す。

　ここは都内の外れにある、『水みず谷たに製作所』。自動車部品の製造、納品をしている小さな製作所で、従業員数二十名のいわゆる町工場だ。

　経営者は私の父親。創設者である今は亡きお祖じ父いちゃんの跡を継いだ二代目だ。

　そんな小さな町工場でたったひとりの経理事務員として働く私、水谷杏子。今年で二十五歳になる。

　身長百五十五センチ。私が幼い頃亡くなった、母親譲りのフワフワ天然パーマ髪がトレードマーク。思春期の頃は友達のサラサラストレート髪に憧れて、何度ストレートパーマをかけたことか……。

　しかし強力なくせっ毛は、ストレートパーマをかけても数日で元通りになってしまい、いつしかサラサラストレート髪になることを諦めた。ロングのフワフワ髪は仕事中シュシュでまとめている。

　よくみんなに「トイプードルみたい」なんて言われて、からかわれたりしている。……絶対に似ていないはずなのに。

「杏子、手伝う」

「え、いいのに」

「いいから」

　お茶菓子が載ったお皿を強引に奪っていったのは、うちの従業員であり私の幼なじみでもある田た宮みや海かい斗と。同い年の二十五歳。

　家が隣同士で、幼い頃からよくうちの製作所に出入りしていたこともあって、すっかり部品作りの楽しさに目覚め、高校を卒業と同時に働き始めた。筋がいいようで、お父さんと同世代が多い我が製作所では期待のホープだ。

「杏子も少し休めよ、お前だって働いているんだからさ」

「ありがとう」

　自分も疲れているくせに、いつもこうして人を気遣う。海斗は本当に優しい。

　それでいてイケメンの部類に入る整った顔立ちをしているし、背も百八十センチ近くもあってスラッとしている。以前、タウン誌の【街角イケメンコーナー】で取り上げられたほどだ。

　そんな相手が幼なじみで好きにならないの？って昔からよく聞かれてきたけれど……これが不思議とならないんだな。

　私も恐らく海斗も、兄妹みたいな感覚だから。小さい頃からなにをやるにもいつも一緒で、そばにいるのが当たり前だった。恋愛感情っていうより家族愛みたいなものの方が強いんだと思う。だけど、周りはそう思わないようで。

「相変わらずふたりは仲がいいなぁ」

「もう結婚しちまえばいいのに」

　海斗の隣に座り他愛たわいない話をしていると、お決まりのからかい文句が聞こえてきた。

「また始まった」

　耳にタコができるほど聞いている言葉にげんなり。それは海斗も同じようで、苦笑いしている。

　従業員のほとんどが、私たちが幼い頃から勤めている人ばかり。幼なじみで幼稚園から高校までずっと一緒。おまけに海斗の勤め先がうちとくれば、勘違いされても仕方がないのかもしれない。

　しかし私たちの間には、恋愛感情の『れ』の字も出たことがない。なにより海斗には愛する彼女がいるのだから。

「杏子、いつも通り無視な」

「了解」

　小声で言葉を交わし、聞こえないフリをしてお茶を啜すする。

　最初の頃は言われるたびに否定してきた。でもいくら否定しても、みんな私たちが付き合っていると信じて疑わない。ただの照れ隠しだと思われているのだ。

　海斗の彼女は私の親友でもある、佐さ川がわ亜あ優ゆ。亜優とは中学生のときに知り合い、仲良くなった。

　高校も三人一緒で、ふたりとも中学の頃からずっと両想いだったくせに、なかなか告白しないでウジウジしていて。なんと付き合い始めたのは高校の卒業式の日だった。

　やっと付き合い始めたはいいけれど、亜優は地方の大学への進学が決まっており、卒業後は戻ってこずに向こうで就職。そのためずっと遠距離恋愛中だ。すぐには帰ってこられない距離で、会えるのは年に数回だけ。

　それでもうまくいっているふたりは、本当にお互いのことを好きなんだと思う。そして信じ合っているのだろう。羨うらやましくなる、まさに理想のカップルだ。

　だけど海斗にそんな相手がいるとは知らないみんなに、海斗には彼女がいると言っても信じてくれないのだ。ならもういっそのこと、好きに言わせておこうという結論に至り、なにを言われても沈黙を貫いている。

「社長も安心でしょ？　海斗が杏子ちゃんと結婚して跡取りになってくれたら」

「そうだよなぁ、俺たちも安心だ」

　とんだ大誤算な話をして盛り上がるみんな。いつもだったら社長であるお父さんも、一緒になって大盛り上がりするところなのに、なぜか今日は浮かない表情。

「どうしたんだろう、お父さん」

　不思議に思い、ポツリと漏らすと、気づいた海斗も呟つぶやいた。

「本当だ、いつもだったら社長も一緒になって喜ぶところだよな」

「うん」

　些さ細さいな変化にお互い気づき、首を傾げる。

「社長のことだから、また杏子に内緒でやった競馬で負けたりしたんじゃないか？」

　冗談めかして海斗は言うが、あり得る話で顔が引きつる。

「えぇー、勘弁してほしい。毎日必死に生活費を切り詰めてやり繰りしているのに」

「社長、好きだもんな競馬」

　そうなのだ、お父さんは大の競馬好き。もちろんお小遣いの範囲で遊ぶ程度だけど、たまにお小遣いの前借りをすることがあるほどのめり込んでしまうときもある。

「いいじゃん、競馬くらい。破産するほどつぎ込んでいるわけじゃないんだからさ。大目にみてやれよ」

「それはそうだけどさ。面白さがわからない私にしてみれば、もったいなくて。競馬に使うくらいなら、おいしいものを食べたいって思っちゃうじゃない？」

　すると海斗は「杏子らしいな」なんて言いながら笑うが、私は笑えない。

　正直、製作所の経営はギリギリ黒字程度。なるべく貯金に回して備えておきたいところだ。でも日々お父さんが頑張っているのは誰よりも一番近くで見ている。海斗の言う通り大目にみるべきなのだろうか。

　頭を悩ませている間に休憩時間は終わり、みんなが仕事に戻った後、私も片づけを済ませ、自分の仕事に取りかかる。仕事が終われば、次は自宅の家事が待っている。

　母親は私が十歳のときに病気で他界。以来、家のことはほとんど私がやっている。製作所の敷地内にある３ＤＫの一軒家が私とお父さんの自宅だ。

　この日も帰宅後すぐ洗濯物を取りこみ、お風呂を洗って食事の準備に取りかかる。

　お父さんが帰宅したら先にお風呂に入ってもらい、その間に夕食の準備を終え、いつものようにふたりで向かい合って座り、手を合わせた。

「いただきます」

　今日の夕食は作り置きしておいた餃ぎょう子ざで作ったスープと、麻マー婆ボー豆どう腐ふときゅうりの浅漬け。日々節約メニューだ。

　テレビから流れてくるお笑いコンビの漫まん才ざいを見て笑いながら、餃子スープの出来に満足していると、なぜかお父さんは箸を置き、神妙な面持ちで口を開いた。

「なぁ、杏子……ちょっといいか？」

「えー、なに急に。今、面白いところだから後でもいいかな？」

　好きなお笑いコンビが出ていて、正直お父さんの話を聞く余裕はない。するとお父さんはため息を漏らした後、「じゃあ食事後に」と言い、また黙々と食べ始めた。

　なんてことのないいつもの日常。話はどうせ大したことないだろうと思い、食後すぐに片づけをしてからお茶を淹れて居間に戻ると、お父さんはテレビを消した。

「杏子、さっきの話だが……」

「あぁ、うん。なに？」

　きっと、競馬に負けちゃったからお小遣い前借りさせてくれ、かな？

　そんなことを考えながら、ふたり分のお茶が入った湯ゆ呑のみをテーブルに置くと、お父さんは淹れたてのお茶をズズッと啜る。そしていつになく真剣な表情で聞いてきた。

「正直に答えてくれないか？」

「急になに？　正直に答えてくれって」

　てっきりお小遣いの前借りだと思っていた私は、目をパチクリさせてしまう。

　お父さんはいったいなにを知りたいというのだろうか。

　変な緊張がはしる中、お父さんは覚悟を決めたように口を開いた。

「本当に海斗くんとは、父さんたちが言っているような関係ではないのか？」

「……は？」

　まさかここで海斗とのことを聞かれるとは夢にも思わず、間抜けな声が出た。そんな私にお父さんは表情を変えず、繰り返し言う。

「だから海斗くんとは、その、本当に付き合っていないのかと聞いているんだ」

「付き合っていないのかって……」

　突然真剣な顔でなにを言い出すかと思ったら……。呆あきれて深いため息が漏れた。

「あのさ、お父さんとみんなには悪いけど、何度も言っているように私と海斗は付き合っていないから。……跡取りとかそういうのを期待しないでね」

　お父さんを指差し、言葉に棘とげを生やして言うと、てっきり落ち込むとばかり思っていたのに、安心した顔を見せた。

「そうか。ならよかった」

「え、よかった？」

　いつもみんなと一緒に、私と海斗が結婚して製作所を継ぐことを望んでいたのに？

　らしくないお父さんの発言に戸惑っていると、次に驚くべきことを言い出した。

「海斗くんと付き合っているのに、杏子にお見合いさせることになってしまい、どうしようかとヒヤヒヤしていたんだ。付き合っていないなら本当によかった」

「……え、なに？　お父さん今、なんて言った!?」

　一瞬固まってしまったが、すぐにとんでもないワードに声を荒らげた。

「だっ、だから海斗くんと付き合っていなくて安心したと……」

「その後よ!!」

　声を遮さえぎり言うと、お父さんは怯おびえたように肩をすくめた。

「えっと……お見合い？」

　疑問形で言ったお父さんに唖あ然ぜんとなる。

　お見合いって、もしかしてもしかしなくても、私の……だよね？

「ちょっと待って！　お見合いってなに!?　いきなり意味がわからないんだけど!!」

　テーブルをバンッと叩き抗議をすると、お父さんは身体をのけ反らせた。しかしおずおずと身体を戻し、苦笑いしながらその理由を話し出す。

「いや、その……お前も知っているだろ？　うちの部品の納入先を」

「もちろん『ミナミ自動車』だってことくらい知っているよ」

　うちで製造している部品を百パーセント納入している大取引先のミナミ自動車は、国内最大手の自動車メーカーで、世界各地に拠点を有している。

「その『ミナミグループ』の会長様からお達しがあってな」

「グループの会長って……創業家の？」

「あぁ」

　ミナミグループとは、ミナミ自動車を筆頭に十五社からなる。中でもミナミ自動車創業家である南家は求心力があり、絶対的な存在。

「なんでも会長のひとり息子である、現副社長の結婚相手を探しているらしくて」

　ひとり息子の存在は知っている。以前、ワイドショーの【華麗なる一族】みたいなコーナーで取り上げられていた。メディア映えする容姿だった気がする。

「会長も今年で六十五歳になるし、二十八歳になる息子の将来を心配されているようでな。なのにその息子はまったく結婚に興味がないようで」

　ちょっと待って。この話の流れからして、もしかして私のお見合い相手って……。

「まさか私のお見合い相手が、その副社長とか言わないよね？」

　顔を引きつらせながら聞くと、お父さんは気まずそうに頬を掻かいてヘラッと笑った。

「驚くなかれ、そのまさかなんだ」

　信じがたい話に絶句。だって普通に考えてあり得ないじゃない。あの雲の上のような存在の人と私がお見合い!?

「いやいや、なにかの間違いじゃないの？　そもそもどうして私なんかがそんな人のお見合い相手に？」

　頭の中が混乱して早口で聞くと、お父さんは事の経緯を話してくれた。

「さっきも言ったように、突然会長からお達しがあったんだ。息子の嫁候補はグループの関係者がいいと。そこで下請けのうちにも話がきたわけだ。父さんも、どうしてうちにまで？って思ったさ。会長の息子さんにお似合いのご令嬢は選より取り見取りいるだろうし。……だからその、適当に杏子の成人式の写真を出したんだ」

「成人式の写真って……嘘でしょ!?」

　クラッとなる。だって成人式の写真といったら、あの写真でしょ？

　私の中で、成人式の写真だけは正直、この世から抹殺したいものだった。それというのもヘアセットを頼んだ美容室のお姉さんが、私に似合う髪型にしてくれると言ってやってくれたわけだけれど……。

『フワフワの髪を最大限に生かしたヘアスタイルです！』と自信満々にセットされた自分の姿を見て絶句した。まさにトイプードルのような髪型だったから。

　両耳の上にアップされたフワフワ髪。みんなは「可愛い」って褒めてくれたが、私はせっかくの成人式だからこそ、大人っぽい髪型にしてほしかった。お祝いに駆けつけてくれた製作所のみんなにも「トイプードルみたいで可愛い！」なんて言われちゃったし。

　だから私は一生残る成人式の写真が、大嫌いだった。それを送っただなんて……。

「お父さんってば最低。どうしてあんな写真を人様に見せたりするのよ！」

　涙声で抗議をすれば、お父さんは負けじと反論してきた。

「だから出したんだろ？　可愛いけど正直子供っぽい写真だったしな。あれを見て杏子を気に入ることはないだろうと高を括くくっていたんだ」

　失礼なことを言われているとは感じつつも、それよりも気になることがある。

「ってことは、もしかしてあの写真を見て……？」

　あまりにも信じられないことで言葉が続かない私に、お父さんは深く頷うなずいた。

「そのまさかなんだ。息子さんは杏子のあの写真を見て気に入ったようで、ぜひ息子とお見合いさせてほしいと、会長の秘書を通して連絡があったんだ」

「嘘、でしょ？」

　あのトイプードルそっくりな私の写真を見て？　冗談じゃないの？

　しかし冗談ではないようで、お父さんは話を続けた。

「杏子宛に見合い当日用の服一式まで届いたし、嘘でもないようだ」

　そう言うと、お父さんは居間の隣の自分の寝室から大きな紙袋を持ってきた。

「これって……」

　お父さんから受け取りまじまじと見てしまう。それは、ブランドものに疎うとい私でさえ知っている有名なブランドショップの袋だから。

「なんでも息子さんが杏子に選んでくれたようだ」

　言葉が出てこない。なにかのドッキリではないだろうか。

　ミナミ自動車からしたら、うちの製作所は下請け中の下請け。そこの娘である私にこんな高価なものを送り、お見合いしたいだなんて。

「もう一度聞くが、杏子……本当に海斗くんと付き合っていないし、他に彼氏がいるわけではないんだよな？」

「悲しいことにそうだけど」

　むしろ生まれて二十五年、誰とも付き合ったことがない。幼少期に好きな人がいたことはあるが、片想いで終わった。それからは家のことで手いっぱいで、恋愛をしている暇なんてなかったもの。

　するとお父さんは大きな咳払いをし、いつになく真面目な顔で話し出した。

「これは我が製作所の存続に関わる問題でもあるんだ。もし杏子が断ったりしたら、うちの製作所がどうなるか……お前にもわかるだろ？」

　もう子供ではない。考えればわかる。姿勢を正し、お父さんに再度尋ねた。

「あのさお父さん、本当に間違いじゃないんだよね？」

　女性が放っておかないほどカッコイイ人だったと思う。なのになぜ私？

　腑ふに落ちず、疑問が増す私にお父さんは深く頷いた後、神妙な面持ちで言った。

「本当だ。お声がかかった以上、受けないわけにはいかない。……腹を括ってくれ」

「腹を括れって……」

　あまりに突然すぎる話に、すぐには「わかったよ、お見合いする」なんて言えない。

　テレビから陽気な笑い声が聞こえてくる中、お父さんは急に開き直ったように話し始めた。

「な～に、実物のお前と会ったら、向こうから断ってくるさ！　よく考えてみろ、相手は世界のミナミグループの御おん曹ぞう司し様だぞ？　そんな方が実物の杏子と会っても気に入ると思うか？」

　娘に向かってなんて失礼なっ……！　だけど、悔しいことにお父さんの言うことはもっともだ。

「そうだよね、それに会って向こうから断ってくれれば、なんの問題もないよね」

「そうだとも！　向こうが杏子を気に入らなければいいだけの話なんだから。まぁ、実際会ったらそうなるだろ」

　ゲラゲラ笑うお父さんにイラッとするものの、本当に気に入られなければいいだけの話。一度会えば向こうから間違いなく断ってくるはず。

　そこにいきつくと、お父さんの言うように私は腹を括った。

「わかったよ、お見合いするよ。そうすればすべて丸く収まるんだよね？」

　ヤケ気味に言うと、お父さんは何度も首を縦に振った。

「もちろんだとも！　副社長の顔を拝んで豪華な料理を食べて帰ってこよう」

「そうだね、滅多にない機会だもんね！」

　ふたりとも変なテンションになり、笑ってしまった。

　そうだ、きっと副社長も会長である父親に口うるさく言われてヤケになり、適当に選んだお見合い写真が私だったのだろう。会えば向こうから断ってくるはず。だったら開き直ってお見合いとやらを楽しんでくるべきだ。そう思っていたんだけれど……。




＊　＊　＊




「写真を見てあなたしかいないって思ったんです。これは運命だと」

「え……えっ!?」

　まるで王子様のような風ふう貌ぼうの彼に、やたらキラキラさせた目で言われて頭の中は大パニック状態。そんな私の事情を知る由もない彼は、甘い瞳を私に向けるばかり。

　私が運命の人？　なにかの間違いじゃないの!?

　何度も目を瞬またたかせ、彼を見つめることしかできずにいた。










第二話『最低なお見合い相手』




「初めまして、南みなみ泰たい三ぞうと申します」

「きょっ、恐縮です……！」

　写真やテレビでしか見たことがない南会長から名刺を受け取るお父さんの手は、尋常じゃないほど震えている。

　なんせミナミグループのトップから名刺をもらっているのだから。

　人生初のお見合いは、お互いの父親の名刺交換からスタートした。

　うちのお父さんは五十三歳。南会長は六十五歳。しかしお父さんの方が年上に見えるほど南会長は若々しい。ダンディで素敵な人だ。

　だが、そんなダンディな南会長より気になるのは、私の目の前に座る彼、お見合い相手の南颯そう馬まだ。なぜかジッと見つめられたままなんですけど……。

　視線を感じながらも彼を直視することができず、さっきからチラチラと様子を窺うかがう。一瞬でも目が合うと彼は嬉しそうに顔を綻ほころばせるから、変にドキドキして困る。

　一応お見合い相手だし少しでも知ってからいこうと思い、ネットで彼を検索すると色々な情報が出てきた。

　その情報によると身長百八十二センチ、ジム通いをしているようで見た目以上に逞たくましい身体をしているとか。キリッとした切れ長の目に二重瞼と筋の通った高い鼻。黒の短髪は清潔な印象を与えてくれる。

　大学在学中に経営学をしっかり学び、その間に留学経験があり語学堪能。幼い頃から勉強していて今では四ヵ国語を話せるらしい。

　大学を卒業後は営業やグループ会社での下積み時代を経て、昨年二十七歳の若さで副社長に就任。さっそく経営手腕を発揮しているとか。そういえば頻繁に彼がメディアに取り上げられるようになったのは、昨年頃からだ。

　頭に叩き込んできた彼の情報を思い出している間にも感じる視線。

　恐る恐る視線を上げると、すぐさま目が合う。するとやっぱり彼は嬉しそうに目を細めたものだから、慌てて視線を落とし、ひたすら並べられているナイフやフォークを見つめた。

　なんなの、この人！　どうしてずっと見てくるわけ？　それにさっきのは本気!?

　頭をよぎるのは、会うなり開口一番に言われたまさかの『僕と結婚しましょう、今すぐにでも』という、まるでプロポーズの言葉。

　やはりこのお見合いはドッキリじゃないだろうか。

　思わずカメラが回っていないかと、周囲をキョロキョロと見回してしまう。

「ささ、堅苦しい挨あい拶さつはこのへんにして、今日はゆっくり食事を楽しみましょう」

　そう言って南会長がドア付近に立っていたウェイターに目で合図を送ると、すぐに料理が運ばれてきた。それは盛り付けさえも芸術的でおいしそうな料理ばかり。

　フレンチレストランと聞いていたから、それなりにテーブルマナーをお父さんと予習してきたが、実際に本物の料理を食するとなると緊張する。それでもなんとかお父さんとふたり、目配せしながら食べ進めていった。

　お見合いは当人同士……ではなく、父親同士の会話だけで進んでいく。

　最初は緊張でガッチガチのお父さんだったけれど、南会長がとても気さくで話しやすい人だから、一時間も経てばすっかり打ち解け、うちで製造している部品について嬉しそうに説明している。

　ずっと仕事の話ばかりしているし、これはもしや、南会長発案のドッキリ企画？　彼もただ私を見つめてくるだけで、話しかけてこないし。

【会長が行く！　下請け会社の実情を知ろう！】とか、【会長プレゼンツ！　現代のシンデレラ体験】とか。

　よくバラエティー番組で見るようなコーナー名を考えていると、さっきまで楽しそうにお父さんと話をしていた南会長は、「さて、と」と言って、急に立ち上がった。

「水谷さん、あとは若い者だけにして、私たちは下のラウンジで話の続きでもしませんか？」

「え？」

「え？」

　南会長の提案に、お父さんと見事に声がハモッた。

　だってこれからデザートと食後の珈コ―琲ヒーが運ばれてくるのに、まさかここでいきなりそうくるとは、夢にも思わなかったから。

　もちろんお父さんは当然逆らえるはずもなく、すぐに「そうですね」と言いながら立ち上がった。

「杏子さん、今日はお会いできて嬉しかった。杏子さんが私の娘となる日を楽しみにしております」

「あっ……ありがとう、ございます」

　娘って……！　いや、お見合いっていったら将来を見据えて当たり前なのかもしれないけど、飛躍しすぎた話に思考が追いつかない。

「颯馬、ちゃんと杏子さんを家まで送って差し上げなさい」

「わかってるよ」

　彼の返事を聞き、南会長は満足気に顔を綻ばせた。

「では杏子さん、近々またお会いしましょう」

「は、はい」

　返事をしながらも思いがけない急展開にお父さんを見ると、「頑張れ」と小声で言った。

　いや、頑張れじゃないよ！　頑張れないよ!!

　もちろん口に出すことはできず、最後までお父さんにすがる思いで視線を送るものの、上機嫌な南会長とふたり、個室を出て行ってしまった。

　思わずふたりが出て行ったドアを見ながら、途方に暮れる。

　先ほどまで会長とお父さんの声で賑にぎやかだったのに、室内はシンと静まり返る。

　タイミングよくふたり分のデザートと珈琲が運ばれてきてホッとしたが、すぐにまたふたりっきりになってしまい、ひたすら視線を泳がせるしかない。その間も彼はずーっと私を見つめたままだから。

　居心地の悪さが限界に達し、珈琲の芳かぐわしい香りが鼻をかすめる中、思い切って自分から切り出した。

「あのっ！　なにかのドッキリですか!?」

「……え」

　最初からずっとにこやかな表情だった彼が、途端に切れ長の目をキョトンとさせた。

「でっ、ですから、さっきのその……プロポーズとか、ドッキリの演出で私を驚かせるために仰ったんですよね？」

　疑いめいた目で見ると、彼は慌てた様子で口を開いた。

「ちょっと待って、どうしてそうなるわけ？　第一ドッキリでいきなりプロポーズなんてするわけないだろ？」

　いやいやいや！　むしろドッキリだからこそ、初対面でいきなりプロポーズできちゃうんじゃないの？

「そうなりますよ！　だって私たち、今日が初対面ですよね？　なのにプロポーズされたら誰だって疑います！」

　はっきり言うと、彼は信じられないと言いたそうに目を瞬かせた。

「言っただろ？　写真を見てあなたしかいないと思ったからだって。どうして信じてくれないんだ？」

「それが信じられないからです！　私、どこにでもいるような顔ですよ？　とりわけこれといった特技などもないですし……」

　きっと彼の周りには、もっと素敵な女性がたくさんいるはず。普段からそんな女性と接する機会も多いでしょ？　なのにあの写真を見て気に入ったと言われたって、信じられるわけないじゃない。

　真意を探るようにジッと見つめると、彼は真顔のままサラッととんでもないことを言い出した。

「なにを言ってるんだ？　キミは僕が今まで出会った中で、最高に可愛い女性だから。世界中の誰よりも一番魅力的だ。見合い写真を受け取った日から今日まで、何度眺めてきたことか……」

　次々と出てくる信じられない話に、目を瞬かせてしまう。

　すると彼は前のめりになり、長い腕を伸ばした。次の瞬間、大きな手が私の頬にそっと触れた。

「信じてくれた？」

「……っ！」

　甘い声で問いかけてくるとか反則だ。破壊力抜群で思いっきり後ろにのけ反ってしまった。心をかき乱され、声が出ず口をパクパクさせることしかできない。

　すると彼は、そんな私を見て満足気に頷いた。

「うん、信じてくれたようで嬉しいよ」

　なっ、なんでそうなるの!?　私、そんなこと一言も言っていないし！

　なにより話を聞いて、ますます信じられないんだけど！　この人の目はおかしいんじゃないだろうか。私が可愛い？　世界中の誰よりも魅力的!?

　歯が浮くようなセリフのオンパレードに撃沈寸前になる中、目の前に座る彼は、珈琲を啜りながらどこか照れくさそうに話し出した。

「正直僕はこの歳になっても、人を好きになるって感情がわからずにいたんだ」

　意外な話に驚きを隠せない。だって見るからにモテそうだし、華麗なる一族だもの。恋多き人生だったと思うじゃない？

　しかし違ったようで、彼は眉尻を下げて話を続けた。

「今まで誰かを好きになったことはなく、なにより恋愛というものに興味がなかった。幼い頃は勉強が楽しくて仕方がなかったし、大人になっても覚えることは山ほどあったからな。実際今も、仕事のことで頭がいっぱいの毎日を送っている」

　見た目からは想像できない本音に、なんて言ったらいいのかわからなくなる。

　正直、女性関係は派手で遊び慣れているんだろうと思っていたから。

　カップから立ち昇る珈琲の湯気を眺めていると、彼は小さく息を漏らした。

「そんな僕が仕事以外のことで、こんなにも興味を持ったのはキミが初めてなんだ」

　顔を上げると、真剣な瞳で私を見る彼と視線が合ったその瞬間、胸がトクンとなる。

「これが誰かを好きになる気持ちなんだと思った。だからプロポーズした。……僕と一緒になってほしいから」

　彼はまだ、恋する気持ちを知らない。ただ、今まで感じたことのない感情を私に抱いたという理由だけでプロポーズをするなんて、めちゃくちゃだ。

　そうわかっているのに、王子様のような彼にストレートな愛の言葉を言われたら、ドキドキしてしまう。

　出会っていきなりプロポーズなんて、まるでおとぎ話のシンデレラのようだもの。

　なにも言えずにいると、彼は痺しびれを切らしたように口を開いた。

「やっぱりまだ信じられない？　……僕の気持ち」

「それは……」

　言葉が続かない。素直に言えばもちろん信じられないが、真剣な瞳を向けられると、それが言えなくなる。

「早くに母親を亡くしたと聞き、親近感を抱いたんだ。僕も同じだから。それに家のことを幼い頃からやり、父親の仕事を手伝うために勉強をして働いているところにも僕と似ている部分を感じた。なにより職場でのキミは生き生きとしていて、笑顔が素敵で……」

　まるで普段の私を知っているような口ぶりに首を傾げてしまう。すると彼はハッとし、慌ててスーツの内ポケットからスマホを取り出した。

「これを見てくれる？」

　向けられたスマホの画面に映る画像を見て、ますます困惑する。

「……えっと、これは？」

　画像は愛らしいトイプードルだったから。

　なぜこのタイミングで犬の写真？　しかもトイプードルだなんて。

　幼い頃から何度かふわふわの髪のせいで、「トイプードルに似ているよね」って言われていた。成人式の写真は軽くトラウマになっているほど。

　トイプードルに罪はない。しかし犬は好きだけどトイプードルだけは好きになれないのだ。それなのに彼は、嬉しそうに「可愛いでしょ？」と言ってくる。

「この子は僕が中学生の頃から飼っていたんだけどね。先月、死んでしまってね」

「……え？」

　思わず声を上げると彼は大きく瞳を揺らし、スマホの画面を眺めた。

「この子だけはいつも僕の味方だった。……僕にとってとても大切な存在だったんだ」

　あまりに悲しそうに話すものだから、私まで胸が痛くなる。

　私も三歳の頃、捨て犬を拾ってきて飼っていた。しかしうちに来る前から持病がある子で、治療を続けたが三年後に死んでしまった。その三年間は、片時も離れずずっと一緒だった。家族の一員となっていたから、死んじゃってしばらくはずっと泣いていたほど。だから彼の気持ちが痛いほどわかる。

　しんみりとした空気が流れる中、「でも……」と言うと、彼は私を見つめた。

「そんなとき、父が縁談話を持ってきたんだ。そろそろ身を固めろと言われ、たくさんの見合い写真を渡されたよ。いずれ会社のためにも結婚しなくてはいけないとわかってはいたが、どの人の写真を見てもなにも感じなかった。だけどキミの写真を見て一瞬で心を奪われたんだ」

　一呼吸置き、彼は首を捻ひねるようなことを言い出した。

「それに名前を見て運命だと思ったんだ。結婚するなら、この子しかいないって」

「名前、ですか？」

　聞き返すと、彼は大きく首を縦に振った。

　どうして名前？　水谷杏子なんて、どこにでもいそうな名前だと思うんだけど。

　そんな私の疑問に答えるように、彼はにっこり笑顔でとんでもないことを口にした。

「キミのふわふわの髪といい、つぶらな瞳といいそっくりで驚いたよ。……あんずと」

　いきなり呼び捨てにされてドキッとしたものの、嫌な予感がする。

　見せられたトイプードルの写真。そっくりだという私の髪とつぶらな瞳。もしかして……。

「まさかこの世界に、名前まで同じのあんずそっくりな女性がいるとは夢にも思わなかったから。なのに出会えた。これはもう運命だって思うだろ？」

「だろ？」って同意を求められても、「そうですね」なんて言えるわけがない。

　つまり彼が私にプロポーズしたのは、飼っていた愛犬と同じ名前でそっくりだったからということ？

「あの……」

　それが理由だと信じたくなくて、恐る恐る問いかけた。

「ん？　なに？」

　甘い声で言われたって、もうときめくことなどできない。だって……！

「私とお見合いをしようと決めたのは、その……亡くなった犬と私がそっくりだったから……ですか？」

　私とお見合いしたいと言ったのも、プロポーズしてきたのも、そんな理由だと信じたくない。

「あぁ、またあんずに会えた気分だよ。あっ、そうだ。キミのことを『杏子』と呼んでもいいか？」

「……っ！　いいわけありません!!　勝手に呼び捨てにしないでください！」

　にっこり微笑んで言う彼にカッとなる。勢いよく立ち上がり、大きな声で否定すると彼は驚き私を見上げてきた。

　冗談じゃない。なにその理由。おまけにいきなり『杏子と呼んでもいいか？』だなんて……！

　考えれば考えるほど怒りが込み上げてきて、拳こぶしをギュッと握りしめた。

「申し訳ありませんが、今回のお話は謹んでお断りさせていただきます」

　断られることがよほど予想外だったのか、彼は呆然と私を見上げたままだ。

「失礼します」

　居続けたら、延々とイラッとするようなことを聞かされそう。そんなのごめんだ。

　バッグを手にドアの方へと向かっていく。

「待って、送るから」

　ワンテンポ遅れて、背後から彼の声が聞こえてきた。立ち止まり振り返ると、慌てた様子で立ち上がってこちらに向かってくる彼にきっぱりと伝えた。

「けっこうです。……どんなに育ちが良くたって、人のことをバカにするような人に送っていただきたくないので。はっきり言わせていただきますが、あなたは人として最低です！　愛犬に見た目が似ていて、名前も同じだから結婚したいだなんて……。しかしお見合いという貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました」

　いっさい彼を見ることなく再度頭を下げて、個室を後にした。さすがに追いかけてくる気配はない。

　レストランを出て、エレベーターに乗り込む。階数表示が下がっていくのを眺めている間も、頭の中ではさっき彼に言われた言葉が駆け巡る。

　あんな人の言葉に、ときめいてしまった自分が憎い。

　一階に着き、エントランスを抜けて外に出る。少し歩いて立ち止まり、振り返り見上げるとそびえ立つ豪華なホテル。

　王子様みたいな彼と最上階のレストランで食事をしていたのが嘘みたい。気分はまるで、魔法が解けて現実世界に戻ってきたシンデレラだ。

　前を向き、再び歩を進めていく。

　生まれたときから御曹司っていう環境で育ったから、あんな頭のネジが一本抜け落ちたような感覚を持っちゃったのだろうか。

　どこの世界に死んだ愛犬と似ているからという理由だけでお見合いして、プロポーズまでしちゃう人がいるのよ。

　そもそも最初からドッキリだと疑っていたほど、あり得ない話だった。下請け中の下請け会社の娘である私なんかとお見合いしたいだなんて。どうせ会ったら断られるだろうって思っていた。実物を見たら、向こうから断りを入れてくるだろうって。

「……あっ」

　重大なことに気づき、足が止まる。

　変な人でも相手は大取引様のひとり息子。おまけに次期社長。だからお見合いして、向こうから断ってくるのを待とうとしていたのに、私……あの人になんて言った？

「自分から断っちゃった、よね？」

　サッと血の気が引いていく。

「いっ、いや！　でも悪いのはあっちだし……！」

　そうだよ、向こうが悪い。それに追いかけてこないということは、私と死んだ愛犬のあんずとは、全然違うと思い知ったのかもしれない。私、けっこう強気に言ったし。

「でもまさか腹いせにうちとの契約を突然切ったりしない……よね？」

　そんな不安がよぎるけれど、そこまで嫌な人だとは思いたくない。

　失礼で変な人だけど、なんていうか……純粋な人でもあるのかなって思うし。それに言ってしまったものは仕方がない。

　考えることを放棄し、楽観的に考える。

　今さら戻って、さっきのは違いますなんて言えない。なにより、あれよあれよという間にあの人と交際が始まったりしたら……？　考えただけでゾッとする！　向こうは私を愛犬代わりに思っているような人だよ!?

　そんな人と恋愛なんてできるはずない。お父さんだって話せばわかってくれるはず。

　それに可愛げのないこと言って帰ってきちゃったんだもの。溺愛していたあんずとは違うと気づいて、彼の気持ちも冷めたんじゃないの？

　自分の都合のいいように考えながら、バス停に向かっていく。

「あと五分、か」

　時刻表でバスの到着時間を確認した後、ふともう一度ホテルを見上げる。

　本当、いい経験になったよね。あんな豪華な料理を食べられて、素敵な服やバッグ一式用意してもらえて。

　あ、そういえばこの洋服、彼が選んでくれたって言っていたよね？

　淡いピンクのシフォンワンピースと、ヒールの高くないサンダル。上品なレースがあしらわれたクラッチバッグ。正直、私の好みドスライクなものばかりで、なんてセンスのいい人なんだろうって思った。

「お礼、言いそびれちゃったな」

　それだけは後悔するが、もう二度と会うことがない人。ううん、会うことが叶わない人だ。そう思うと、やっぱりさっきまで夢の世界にいたような錯覚に陥おちいりながら、到着したバスに乗り込んだ。

　一応ちゃんとお見合いはしたわけだし、きっと向こうからも断ってくるはず。このまま日常の生活に戻るだけだ。そう思うとホッとする。

　そのままバスで最寄り駅へと向かい、電車を乗り継いで家路に就いた。

　明日からまた仕事を頑張ろうと気持ちを改めて。










第三話『御曹司に振り回される』




　小さな事務所内。カタカタとキーボードを叩く音だけが響き渡っている。データを保存すると、両手を上げてグンと身体を伸ばした。

「疲れた」

　いつもの日常。当たり前の日々を今日も私は無事に過ごしている。

　彼とのお見合いの日から二週間が過ぎた。

　あの日、自宅に着くとお父さんはまだ帰宅しておらず、とりあえず家のことをしながら夕食の準備をしていたら、上機嫌で帰宅したお父さんは私の姿を見て、幽霊でも見たように驚いてこう言った。「どうしてもういるんだ!?」と。

　どうやら夜遅くに帰ってくると思っていたらしい。そんなお父さんに事の経緯を話すと、顔面蒼そう白はく。

「うちの会社もおしまいだ」とか、「退職金みんなに払えるだろうか」なんてことを、ブツブツ呟いていたけれど、そんなお父さんの心配を余よ所そに、今のところ「契約を打ち切る」といった連絡はない。

　そんな日々が一日、三日、一週間と過ぎていくとお父さんも安心したのか、今では「やっぱり住む世界が違う男はダメだな。杏子にはもっといい男がいるぞ」なんて、調子のいいことを言っている。

　別に私が振られたわけではないのに、さも私が振られた体ていで言ってくるから、腑に落ちないところもあるが、正直安心した。私の態度に彼が怒って、契約打ち切りだなんて言われたら、本気でどうしようかと考えていたから。

　それこそお父さんじゃないけど、みんなへの退職金とか、これからの生活とか。

　椅子の背もたれに寄りかかりながら考え事をしている間に、パソコンの画面は真っ黒になっていて、自分の姿が映し出された。

　今日はいつにも増して髪がまとまらず、耳の下で二本に結んでいるんだけれど……。その姿をまじまじと眺めてしまう。

「トイプードル……か」

　まさかのお見合いの決め手がトイプードルに似ているからだなんて、少なからずショックだった。

　マウスを動かし、ネット検索で〝トイプードル〟と打ち込むと、たくさんの愛らしいトイプードルの画像が出てきた。

「……全然似てないじゃない」

　ひとりごち、頬を膨らませた。

　むしろ私と似ているだなんて、トイプードルに失礼だ。似ても似つかないもの。

　私はこんなに愛くるしい顔をしていないし、ただヘアスタイルが似ているだけな気がするんだけど。それなのにあの人は私のことを「可愛い」なんて言っちゃって。

「目が悪いんじゃない？　全然可愛くないから」

　しかし口ではそんなことを言いながら、内心ではちょっと……ほんのちょっとだけ嬉しかった自分がいる。迷いなく「可愛い」なんて言われたら、女の子なら誰だって嬉しいって思うものじゃない？

　マウスを動かしながら、ひたすら愛らしいトイプードルの写真を眺めていると、急に背後から声が聞こえてきた。

「トイプードル？」

「ギャッ!?」

　静かな事務所内に突如聞こえてきた自分以外の声に肩が跳ね、色気のない声が出る。すぐに振り返り見ると、私の声に驚いた顔をして立っていたのは海斗だった。

「っもー、びっくりさせないでよ」

「悪い、別に驚かせるつもりはなかったんだけど。……俺、普通に入ってきたし」

　顔の前で手を合わせて謝りながらも、再び海斗は聞いてきた。

「だけどなんでトイプードル？　犬を飼いたいのか？」

「ううん、違うの。ただちょっとその……そう！　可愛い犬に癒いやされたいなって思って見ていただけ」

　早口でまくし立てて画面をデスクトップに戻すと、海斗は「ふ～ん……」と納得していない顔をしている。

「俺はてっきり、また誰かにトイプードルに似ているって言われて、気にして見ていたのかと思ったんだけど」

　うっ……！　さすがは海斗。鋭い。

　だけど海斗はもちろん、会社のみんなにもお見合いしたことを内緒にしてある。

　その相手があのミナミグループの御曹司で、私とお見合いした決め手がトイプードルに似ていたからだなんて言ったら、びっくりするだろうな。

　考え込んでいると海斗は、深いため息を漏らした。

「お前最近ボケッとし過ぎ。時計を見ろよ」

「時計？」

　言われるがまま事務所の壁に掛かっている時計を見ると、十五時を回っていた。

「嘘っ！　もうこんな時間!?」

　ギョッとする私を見て、海斗は呆れて言う。

「そうだよ、いつまで経っても来ないから俺が呼びにきたの。それとお茶の準備はしておいたよ。先輩たちみんなもう休憩している」

「……ごめん」

　これにはただ謝ることしかできない。お茶の準備は私の仕事だ。みんなに振る舞うことも。それをすべて海斗にやらせてしまったんだもの。

「なぁ。……社長もだけど最近の杏子、おかしいぞ」

　探るような目を向けられ、ギクリと身体が反応する。

「さっきみたいにボケッとしている時間が多いし、仕事も抜けが多い。社長も少し前からなにか考え込んでいるようだし、ふたりともなにかあったわけ？」

　探るような目から、心配している目へと変化していく。

　海斗はいつもそうだ。昔から私の些細な変化に気づき、こうしてなにかと気にかけてくれている。

　あれっきり向こうから連絡がないんだもの。お見合いのことなんて忘れるべきなのに、いつまで引きずっているのだろうか。おまけに海斗に余計な仕事をさせて、心配までかけちゃうなんて。

　気持ちを入れ替え、笑顔を取り繕つくろった。

「ごめんね、変な心配かけて。私もお父さんも別になにもないから大丈夫！　なにかあったら、ちゃんと海斗に相談するから」

　そう言うと納得してくれたのか、海斗は小さく息を漏らした。

「じゃあさっさと行こうぜ。先輩たちが待ってる」

「うん、ありがとう」

　先に歩き出した海斗の後を追って事務所を出た。

　いい加減お見合いしたことは忘れよう。もう二度と会うこともない人なのだから。

　それからみんなと談笑しながら休憩を取り、残りの業務にあたった。




「杏子ー、シャンプーの詰め替えってどこにあるんだ？」

　この日の夜。いつものようにお父さんに先にお風呂に入ってもらっている間に、夕食の準備を進めていると、浴室の方から声が聞こえてきた。

「洗濯機の上の棚だって前にも言ったよね？」

　聞こえるように大きな声で言うと、少しして「ごめん、あった」と返ってきた。

　この会話のくだりを今まで何度してきたことか。シャンプーはもちろん、リンスもボディソープも同じ場所にあるっていうのに、毎回同じことを聞いてくるんだから。

　味み噌そ汁しるの味を確認したところで、少しおかずが少ないことに気づく。

「ちょっと物足りないよね、これだけじゃ」

　冷蔵庫の中を確認すると、パックに入ったままのたまごが目に入った。

　そういえば先週、特売だからって仕事終わりの海斗にも来てもらって、お父さんと三人で三パック買ったんだっけ。みんなのお茶うけにパウンドケーキでも作ろうかなって思っていたけれど、結局作らなかったんだ。

「そうだ、だし巻きたまごでも作ろうかな」

　たまごを三つ取り出し、冷蔵庫のドアを閉めた。

　お父さんの大好物だし、もう一品にちょうどいいよね。

　そう思い、手早く作り終えたところで、来客を知らせるインターホンが鳴り響いた。

　時刻は十九時過ぎ。こんな時間に我が家を訪ねてくる人は滅多にいない。いるとしたらしつこい新聞勧誘員くらいだ。

　だったらお父さんに出てもらいたいところだけど、今は上機嫌で鼻歌を口ずさみながら入浴中。さすがに裸で出てとは言えない。

　ガスの火を止め、恐る恐る玄関へと向かう。

　昔ながらの古い我が家には、インターホンはあるものの、相手が確認できるドアホンはない。玄関に向かって「どなたでしょうか？」と尋ねると、意外な相手の声が返ってきた。

「杏子、久しぶり。南です」

　私のことを「杏子」と呼ぶ男性の南さんなんて、たったひとりしか思い当たらない。だからこそ、混乱する。

　どうして南さんがここに？　いや、そもそもなぜうちを知っているの!?　なっ、なにより今さらどうして!?

　頭の中は「どうして」ばかりで埋め尽くされていく。

「……杏子？」

「あ、すみません！」

　再び名前を呼ばれ、咄とっ嗟さに返事をし慌てて下ばきを履いた。

　どうして彼が急に尋ねてきたのかわからないが、返事をした以上居留守は使えないし、ドアを開けないわけにもいかない。

　それでもドアノブに手をかけたまま、開けるのを躊ちゅう躇ちょしてしまう。だって相手は南さんで、会うのは二週間前のお見合い以来。あんな最悪な別れ方をしてしまったのだから。それに私、けっこうズケズケと色々言っちゃったし。

　きた理由はわからないが、彼がドアの先にいる以上開けるしかない。文句を言われたら、土下座でもなんでもしてやろうじゃないの！

　半ばやけくそでドアを開けると、そこには仕事帰りなのかスーツ姿の南さんが立っていた。

　勢いよくドアを開けたからか、彼は驚き目をパチクリさせるけれど、私の姿を捉えるとふわりと笑った。

「久しぶり、杏子。やっと会えて嬉しいよ」

「……えっ」

　会うなり言われた言葉にドキドキして、ドアを開けた状態で固まってしまう。

「元気だった？　風邪引いたりしていないか？」

「は、はい……」

　次に聞かれた普通の質問に面食らいつつも返事をすると、南さんは安心した顔を見せた後、家の中から匂ってくるお腹が鳴りそうな香りに鼻をスンスンさせた。

「なんかいい匂いがする」

「あ、それはたぶんお味噌汁やたまご焼きの匂いかと」

　咄嗟に答えると、彼は間かん髪はつ容れずに言った。

「もしかして杏子が作ったのか？」

「そうですが……」

　てっきりお見合いを断ったことに対して、なにか言われると思っていた。でも怒っている様子は見られないよね？　ではいったいなぜ彼はうちを訪ねてきたのだろうか。

　戸惑っていると、彼は私との距離を縮めて目を輝かせた。

「食べさせてくれ」

「……えっ!?」

　食べさせてくれって、残り物で作った料理を？　と、とんでもない！　だって南さんは普段からお見合いの席で食したような、豪華な料理ばかり食べているんでしょ？

　そんな人に和洋中お構いなしの、あり合わせメニューを食べさせられないよ。

　しかし相手は取引先の御曹司。どう断ればいいのかと頭を悩ませていると、お風呂から出たばかりのお父さんが気づき、いつもの調子で腰にタオルを巻いた状態で様子を見にきた。

「おーい、杏子どうした？　またしつこい新聞勧誘か？」

「ちょっ……！　お父さんっ！」

　現れたお父さんをすぐさま止めるものの、時すでに遅し。ばっちりタオルを巻いただけの状態のお父さんは、南さんと対面してしまった。

　まさか南さんが訪ねてきているとは夢にも思わなかったお父さんは、驚きすぎて微動だにしなくなる。南さんも南さんで、いきなりタオル一枚で現れたお父さんに目を白黒させている。どうしたものだろうか、これは。

　頭が痛くなり、額を手で押さえた。

「えっと……すみません、入浴中に突然お伺いしてしまい」

　ぎこちない笑顔で言った南さんに、お父さんはハッと我に返り、タオル一枚ですかさず「お見苦しいものをお見せしてしまい、申し訳ありませんでしたーっ！」と、スライディング土下座したのは、言うまでもない。




「杏子、この黄色い塊はいったいなに？」

「……はい？」

　あれから南さんを招き入れ、私の手料理を食べたいと主張する彼にお父さんと困惑しながらも、でき上がっていた料理をテーブルに並べたわけだけど……。綺き麗れいに箸を手にした南さんから興味津々に聞かれた質問に、私とお父さんは信じられなくて顔を見合わせた。

「えっと……颯馬さんは、たまご焼きをご存知ない、のでしょうか？」

　恐る恐るお父さんが聞くと、南さんは目を輝かせる。

「これ、たまごなんですか？」

　たまごって……そこから聞くの？

「正確にはたまごで作った、だし巻きたまごですけど」

　補足すると南さんは「これが？」と、再度尋ねてきた。

　どうやら私が思っている以上に南さんは、とんでもないお坊ちゃま暮らしを送ってきたようだ。身分の違いをたまご焼きひとつで思い知らされた。

「あの……食べたいと言ってくれたのはありがたいんですけど、はっきり言って南さんのお口に合うとは思えないのですが」

　おずおずと言うと、すぐにお父さんも首を何度も縦に振る。

「その通りです！　こんなもの、颯馬さんに食べさせるわけにはいきません」

「ちょっとお父さん、それは言いすぎじゃない？」

　きっぱり断言するお父さんに、たまらず突っ込んだ。

　こんなものだなんて、あんまりじゃないだろうか。これでも料理にはそれなりに自信はあるのに。でも、南さんのお口に合うとは到底思えない。やっぱり食べるのは遠慮してもらうべきだよね。

　そう思っている間に南さんは箸を伸ばし、だし巻きたまごを取ると好奇心いっぱいの目をして口に頬張った。

「あっ……」

「あぁっ!!」

　思わずお父さんと声をハモらせた。

　だ、大丈夫だろうか。「なんだ、このマズい料理は！」なんて言って怒らない？

　ビクビクしながらお父さんとふたりで南さんの様子を窺っていると、ごくんと飲み込んだ後、目を丸くした。

「おいしい。杏子は料理上手だな。こんなにうまいものは生まれて初めて食べたよ」

「へっ……？」

　うっ、生まれて初めて食べた？　……嘘でしょ？

　箸を持ったまま茫然となる。

「もう一個食べてもいいか？」

「あ……はい、いくらでも」

　その後もあまりに南さんが「おいしい」と言って食べてくれるから、でき合わせのおかずしか用意できず、申し訳ない気持ちになる。

「うまかったよ。ごちそうさまでした」

　食べ終えるとしっかり両手を合わせるものだから、恐縮してしまう。

「いいえ、むしろすみません、こんなものしか用意できず」

　申し訳なさそうに謝るお父さんに、南さんは手を左右に振った。

「とんでもないです！　むしろ感謝したいくらいです。こんなにおいしい食べ物がこの世にあったとは……。僕には、まだまだ知らない世界がたくさんあるようです」

「はぁ……」

　オーバーな物言いに、なぜか居たたまれない気持ちになる。

　南さんの相手はお父さんに任せて、お盆に載せた食器を手に立ち上がり、キッチンへと運ぶ。

　どうしよう、いつもだったらお父さんとふたり、食後に熱いお茶を飲むのが日課だけど、今我が家にあるのはスーパーの特売で購入した安い茶葉だけ。これを南さんに出したらまずいよね。

　食器を流し台に入れながら、なにか高級な飲み物はなかったか思い出そうとしていると、いつの間にやってきたのか、横には南さんが立っていた。

「杏子、なにか手伝えることはあるか？」

「わっ!?」

　オーバーに反応して後退りすると、彼はすぐに「ごめん」と謝ってきた。

「驚かせるつもりはなかったんだ。ただ、なにか手伝えることはないかと思って……」

　まるで叱られた子供のようにシュンとなられると、なにもしていないのに悪いことをした気分だ。

「えっと、ただ洗うだけなので大丈夫ですよ。終わったらお茶を淹れるからと、お父さんに伝えてもらってもいいですか？」

　そう言うと途端に彼はパッと表情を明るくさせ、「任せてくれ」と言って居間へと戻っていった。その背中を見送りながら、なんとも言えぬ感情に覆おおわれていく。

　なんだろう、彼は。どこか抜けているというか、憎めないというか……。

　袖を捲まくり、食器を洗っていく。

　お見合いのときもどこかズレている人だと感じたが、今日はますます感じてしまう。

　そういえば南さんはどうして急にうちにきたの？　あんなに最悪な別れ方をして、おまけに二週間なんの音沙汰もなかったのに、突然我が家を訪ねてきたのはなぜ？

「もしかして油断させておいて、帰り際に契約打ち切りを告げるため……とか？」

　自分で言って、サッと血の気が引く。

　え、もし本当にそうだったらどうしよう！

　蛇口をしめて手を拭き、居間の様子を覗き見る。すると南さんはお父さんと一緒にお笑い番組を見て笑っていた。

　あぁ、お父さんってばすっかりリラックスしちゃっている。でも南さんも楽しんでいるようだし、私の考えすぎだろうか。

　不安が拭ぬぐえぬ中、残りの食器をすべて洗い終え、言ってしまった手前お茶の準備をして居間へ戻ると、すぐに南さんは気づき「お疲れさま」と声をかけてくれた。

　心の内が見えない彼の言動に戸惑いながらも腰を下ろす。

「えっと……ものすごく安い茶葉で淹れるお茶ですが、飲みますか？」

　安いを強調して聞くと、彼はすぐに頷いた。

「杏子が淹れてくれるならぜひ」

　照れる様子も見せず言う彼に、こっちが恥ずかしくなる。

　だけど本当に私に対して、怒っていないのだろうか。それとも怒っているからこそ優しくして油断させておいて、私をどん底に突き落とすようなことをするつもり？

　葛藤しながらも、三人分のお茶を淹れてそれぞれ前のテーブルに置いた。

「颯馬さんのお口に合うかはわかりませんが、食後のお茶はおいしいので、よろしかったらどうぞ」

　お父さんに促されて南さんは「いただきます」と言い、ズズッと飲んだ。

　茶葉に罪はないけれど、相手はきっと世界中のおいしいものを食してきたであろう南さんだ。まずくて吐き出したりしないだろうか？

　そんな心配を余所に、「おいしいです」と笑顔で答えた南さんを見て安堵し、私とお父さんもお茶を飲んで一息つくと、見計らったように彼が口を開いた。

「あの……」

　表情はガラリと変わり、真剣な面持ちを見せる南さんに一気に緊張がはしる。

「はっ、はい」

　それはお父さんも同じようで、声が上うわ擦ずった。

　あぁ、やっぱり予感的中でうちとの契約解消を通告されるのだろうか。

　不安しか頭をよぎらない中、南さんはまず私を見た後、お父さんに目を向けた。

「杏子さんとのこと、なのですが……」

　彼が改めて私を『さん』付けで呼ぶと、急にお父さんは両手と首を左右に振った。

「そんな杏子さんだなんて……！　どうぞお気軽に杏子でも、あんこでもお好きにお呼びください！」

　とことん緊張しているお父さんは、的外れなことを言い出した。

　そもそも『あんこ』ってなに？

　心の中で突っ込んでいると、南さんは困惑しながらも「では、杏子と呼ばせていただきます」と前置きしたものの……。

「あっ、二週間前はお忙しい中お会いしてくださり、ありがとうございました」

　なぜかこのタイミングでお見合いの話を持ち出して、今さらながら頭を下げた彼に、頭の中でズコッという効果音が鳴り響いた。

　どうしてこのタイミング？　普通、我が家にきて最初に言うことじゃないの？

「いいえそんなっ！　それはこちらの方です！　こんな娘とお忙しい中お会いしてくださり、誠に!!　誠にありがとうございました！」

　南さん以上に深々と頭を下げるお父さん。

　気のせいかな？　さっきからお父さん、何気に私のことディスッてばかりいない？

　妙な苛立ちが募つのる中、顔を上げた彼はやっと本題を切り出した。

「二週間もご連絡できず、申し訳ありませんでした。お見合い直後に仕事でトラブルが発生してしまい……。対応のために海外へ行っており、ご連絡できませんでした」

　そうだったんだ。じゃあ私の言動に怒っていたわけではないの？

「そうだったんですね、それはそれはお疲れさまでした！」

　どこまでもオーバーなお父さんに、南さんは困ったように微笑んだ。

「いいえ、仕事ですから」

　そう言うと彼はふわりと笑い、私を見つめた。

「でも仕事中、ずっと杏子のことが頭から離れてくれなくて、ちょっと大変でした」

「……えっ」

　予想外な言葉に胸が高鳴る。

　いや、だってそんなことを言われたら誰だってドキドキしちゃうじゃない。

　気恥ずかしくなり、彼の視線から逃れるように目の前にある湯呑を見つめた。するとお父さんが困惑した様子で南さんに尋ねた。

「えっと……あれ？　杏子のことはお気に召さなかったのではないのですか？」

　すると彼はすぐに否定するように首を横に振った。

「とんでもないです！　むしろお会いしてお話をさせていただき、ますます杏子と結婚したい気持ちが強くなりました」

　なっ、なにそれっ！　私と結婚したい気持ちが強くなったって、嘘でしょ？

　どうやったらあのお見合いで私のことを気に入っちゃうわけ!?　そっ、それともやっぱりこれは彼の復讐かなにかなの？　そうでなければおかしすぎる！

　あの日、自分が彼に放った言葉は今もしっかり覚えている。

『どんなに育ちが良くたって、人のことをバカにするような人に送っていただきたくないので。はっきり言わせていただきますが、あなたは人として最低です！』

　な～んて生意気なことを言っちゃったよね!?

　仕返しではないとしたら……南さんはもしや、究極のドＭなのだろうか。

　恐る恐る彼を見ると、愛しそうに目を細め私を見るものだから、思いっきり顔を逸らしてしまった。

　だめだ、全然わからない！　南さんが今、なにを考えているのかが。

　しかし困惑しているのは、私だけではない。

「え、ですがあの、杏子はその……お見合いの日、大変失礼なことを言ってしまったと思うのですが……」

　私から事情をすべて聞いているお父さんもまた信じられないと言いたそうに、しどろもどろになりながらも尋ねると、彼はクスリと笑った。

「失礼なんかじゃありませんよ。もっともなことを言ってくださり、とても感動しました」

「はい？」

　これにはさすがに声を上げてしまうと、すかさず隣に座っていたお父さんが、慌てた様子で「バカッ！」と突っ込みを入れてきた。だが、「はい？」と聞き返したくもなる。

　だって私、ただ彼を罵ののしっただけで感動させるようなことなんて、なにも言っていないのだから。

　すると南さんはますます笑みをこぼし、口元を手で覆いながら話を続けた。

「お恥ずかしい話ですが、幼い頃からなにかと甘やかされて育てられてきまして。杏子のように叱ってくれる存在はいませんでした。なのでとても新鮮で嬉しくなってしまって」

　そう言うと彼は、優しい顔をして私を見つめた。

「杏子、あの日は言いにくいことをはっきりと言ってくれてありがとう」

「……えっと」

　これはいったいどう返せばいいのだろうか。

　返事に困っていると、南さんは再び真剣な面持ちでお父さんをジッと見た。

「水谷さん……いや、お義と父うさん」

「おっ、お義父さんっ!?」

　予想外の呼び名に咄嗟に自分を指差すお父さんに、南さんは表情を変えることなく続ける。

「僕はぜひとも杏子さんと、結婚を前提にお付き合いさせていただきたい所存です」

　そう言うと南さんは土下座し出したものだから、お父さんとふたり、慌てふためく。

「そっ、颯馬さんっ！　頭を上げて下さい!!」

　お父さんの言葉に私も何度も首を縦に振る。しかし彼は一向に顔を上げてくれない。

「必ず杏子さんにも僕と結婚したいと思っていただけるよう努力いたします。その際には僕を杏子さんの結婚相手として認めてください」

　あまりの急展開に頭がついていかない。私は夢でも見ているのだろうか。

　あの南さんが私との結婚を望んでいて、我が家で土下座をしているなんて……っ！

「そんな滅めっ相そうもございません！　うちの娘なんかでよろしければ、いくらでも持っていってください!!」

　とんだ展開にお父さんはネジが一本外れたかのように南さん同様土下座をし、人をモノ扱いする始末。

　お父さんの話を聞いて、頭を上げた南さんの顔は安心していた。

「ありがとうございます。では杏子に僕と結婚したいと思っていただけるよう、精進いたします」

「ははー！　ありがたいお言葉っ……！　誠にありがとうございますっ！」

　江戸時代の殿様の家来のような言動を取るお父さんに、顔が引きつる。しかし頭の中は混乱状態のまま。

　南さんは正気なの？　本気で私と結婚したいと思っているの？

　疑念は増すが、にこにこ笑う彼の真意を読み取ることができない。とはいえ、どれもすべて演技をしているようには見えなかった。……だとしたら本気、なの？

　契約を切ると言われたらどうしようとばかり考えていたけれど、これはこれで非常に困る。正直私、南さんのことを好きになれる自信がないもの。

　そもそも住む世界が違いすぎるし、王子様みたいな人だけど、ちょっと今まで出会ったことがないタイプの人で、惹ひかれる気がしない。でも――。

　ジッと見つめていた私に気づいた彼は、優しく微笑んだ。眩まぶしい笑顔に胸がギュッと締めつけられて苦しい。

　思わず胸を押さえると、南さんは立ち上がり、私の隣に腰を下ろした。

　えっ！　な、なに？

　身構える私に向かって伸びてきた大きな手は、そっと私の頭に触れた。

「そんなわけだから杏子、これから覚悟してね」

　頭を撫でながら笑顔で宣戦布告をされた瞬間、かあっと身体中の熱が上昇していく。

　いやいや、覚悟もなにも私は南さんと結婚するつもりも、付き合うつもりも、好きになる予定もございませんから！

　なんてことはもちろん、「失礼なことを言うんじゃないぞ」と言うように、目で訴えかけてくるお父さんを前にしては言えるはずもなく……。

　ただひたすら笑顔を引きつらせるばかりだった。










第四話『初デートで知る彼の意外な一面』




「杏子、その服でいいのか？」

「いいもなにも、お父さんが選んだんだよね？」

「バッグとサンダル、おかしくないよな？」

「店員さんに選んでもらったんだから、問題ないよ」

「お前、いつもと顔同じじゃないか？」

「失礼なっ……！　これでもいつもの倍以上しっかりメイクしたんだから！」

　休日の朝八時。父娘おやこでまるでコントのようなやり取りを繰り返すこと、軽く一時間。まだ出かけてもいないというのに、私はすっかり疲れ切っていた。

「あぁ、やっぱり心配だ。お前が颯馬さんに失礼なこと言って怒らせたりしないか」

　今度は家の中でウロウロし出したお父さんに、いい加減うんざりする。

　するとお父さんはなにか閃ひらめいたのか足を止め、名案だと言わんばかりのドヤ顔でとんでもないことを言い出した。

「父さんも変装してデートについていくっていうのはどうだ？　杏子がピンチに陥ったらすかさず助っ人に入るぞ！」

　とんだ提案に呆あっ気けにとられる。

「お父さん、いい加減にして。ひとりで大丈夫だから」

　どうして休日の早朝から、お父さんとこんなに揉もめてしまっているのか。それはつい数日前、南さんがいきなり我が家を訪ねてきた日の夜に遡さかのぼる。
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「あっ、杏子どうするんだ！　いつの間にか大変なことになっているぞ!?」

　南さんが立ち去ると同時に、玄関先でお父さんは落ち着きを失い、パニック状態に陥った。そして私にジリジリと詰め寄ってくる。

「言われなくても、さっきまで一緒にいたんだから知っているよ！　……それに一番びっくりしたのは私だから」

　両手でお父さんの身体を押し退のけ、スタスタと居間へ戻っていく。中央のテーブルには湯呑が三つあり、先ほどまでこの空間に南さんがいたことを意味している。つまりさっきのことは夢ではないってこと。

　緊張が解け、身体中の力が抜けたかのようにその場に座り込んだ。頭をよぎるのは、南さんに言われた信じられない言葉の数々。

「本気……なの？」

　ポツリと声を漏らすと、後を追ってお父さんが居間に駆け込んできた。

「それで杏子！　どうするつもりなんだ!?」

　思いがけない事態を考える時間も与えてもらえず、お父さんは私の隣に腰を下ろすと、再び詰め寄ってきた。

「帰りがけに誘われたじゃないか。……今度の日曜、デートに」

「私が答える間もなくお父さんがＯＫして、行くはめになっちゃったからね」

　ギロリと睨みを利かせ、声に棘を生やして言うと、お父さんは口を結んだ。

　そうなのだ、お父さんの言う通り実は帰りがけ、スマートに誘われたのだ。

『今度の日曜日、どこかに出かけよう』と。おまけにメッセージアプリのＩＤが書かれた名刺を渡されて。

　握ったままの名刺を見つめてしまう。

『詳しいことはあとで連絡したいから、ここに杏子の連絡先を送ってくれる？』って言われたけれど、どうしよう。

　デートなんてとんでもない！　なのにお父さんが勝手にＯＫするから、今さら行けないとは言いにくい。そのくせ南さんが帰った途端、我に返り「どうするんだ？」なんて言うんだもの。こっちは大迷惑だ。

「しっ、仕方ないじゃないか！　向こうは大取引先の御曹司だぞ？　どういうわけか杏子を気に入っていると言われたら、杏子を差し出すしかないだろう」

　言い訳するお父さんに、イライラが募る。

「モノみたいに簡単に差し出すとか言わないでよ。第一私の気持ちは？」

　責め立てるものの、お父さんも引き下がらない。

「もちろんお前の気持ちも大切にしたいさ。だが考えてみろ。颯馬さんのご機嫌を損ねたら俺たちだけではない、従業員みんなを路頭に迷わせることになるんだぞ？」

　うっ……！　それを言われると、なにも言えなくなる。

「それに相手が颯馬さんだからこそ安心してお前を差し出せるんだ。はっきり言って杏子、今の状況はまるで現代版シンデレラだと思わないか？」

　熱く語られたって、こっちは顔を引きつらせるばかりだ。

「なにが現代版シンデレラよ。私は別にシンデレラになりたいわけじゃない。普通の人と普通の幸せを感じられる結婚ができれば充分だから」

　そうはっきり言うと、お父さんは急に狼狽うろたえ出す。

「まぁ……杏子の気持ちはわかる。だが親心とは複雑なものでな。今までたくさん苦労をかけた分、お前には本当に幸せになってほしいんだ。金銭的な面でも、な」

「お父さん……」

　初めて聞くお父さんの本音に、胸が熱くなる。

「杏子を大切にしてくれるなら、颯馬さんは文句のつけようがない相手だよ。母さんが生きていたら、きっと同じこと言うと思うぞ？　母さん、シンデレラが大好きでな。王子様のような颯馬さんを見たら一目で気に入っていたと思う」

　やだな、しみじみとお母さんの話までされちゃったら、なにも言い返せなくなるよ。

　お父さんの言う通り、お母さんはちょっぴりメルヘンチックな人だった。幼い頃、よくシンデレラやおやゆび姫といった、お姫様が出てくる童話を読んでくれた。そんなお母さんから言われた言葉が今でも忘れられない。

『いつか杏子にも、素敵な王子様が現れるといいね』

　お母さんが今も生きていてこの場にいたら、きっとお父さんと同じことを言うんだろうな。『杏子ってば、現代版シンデレラみたいだね』って。

　お母さんのことを思うといつも泣きそうになる。目頭が熱くなり、鼻と口を両手で覆った。するとお父さんは諭さとすように優しい声色で話し出した。

「出会って間もないし、もう少し颯馬さんのことを知ってから今後のことを考えてみてもいいんじゃないか？　杏子も颯馬さんのことを好きになるかもしれないだろ？　そうなれば会社は安泰。娘は日本一の幸せ者になれるんだ。万々歳じゃないか」

「万々歳って……」

　お父さんってばずいぶんと簡単に言ってくれる。

　だけど本当に私は南さんのことをよく知らないんだよね。それは南さんも同じで、彼は私のことをなにも知らないだろう。それなのに結婚を切り出すなんて、ちょっと神経を疑う。

　でも一緒に過ごす時間を積み重ねていけば、私がどんな人間で、自分と合うかどうかも知ってもらえるはず。そうなれば向こうからこの話はなかったことに……と、断りを入れてくるかもしれない。

「とりあえず今度の日曜日、南さんと会ってこようかな」

　ふたりで会って話をして、初めて見えてくることもあると思うから。

　そんな思いで言うと、お父さんは目を輝かせた。

「うんうん、一度会ってみなさい！　何回か会ってみて、今後のことを決めればいい。……しかし断るなら向こうから断ってもらえるよう、そこはうまくやるんだぞ？」

　急に神妙な面持ちになってなにを言うのかと思えば……。お父さんに呆れてしまう。

「よーし、そうと決まれば父さんも協力しよう！　まずは見た目で化けて惚ほれさせるんだ!!」

　拳をギュッと握り、ひとりやる気満々のお父さんを尻目に、今日わざわざ訪ねてきてもらったお礼も兼ねてのメッセージを彼に送信した。
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　そんなわけで今日を迎えたのだが、お父さんはひとり空回りしている感が否めない。

　でも、服装に関してはショップの店員さんに見立ててもらったから大丈夫だと思う。

　デートの定番、膝下の紺色のフレアスカートと淡いピンク色のカットソー。上にはトレンチコートを羽織り、ヒールのないミュールと、スパンコールがさり気なくあしらわれた黒のバッグで行くつもりだ。

「杏子、時間は大丈夫か？　確か九時に家の前まで迎えにきてくれるんだよな？」

「うん、そうだけどまだ八時半だから。あと三十分あるよ」

　十分前に外に出ればいいだろう。それなのにお父さんは心配なのか、ソワソワして落ち着かない様子。

「そうか？　颯馬さん、意外と早くくるかもしれないぞ？」

「まさか。どんなに早くても十分前でしょ」

　それよりもあと三十分後には彼と会うのだから、少し心を落ち着かせておかないと。いきなりふたりっきりになって、緊張しないかな？　そもそも話が噛み合うだろうか。

　なにかと南さんの言動に振り回され、腹を立てたりもしたが、相手は取引先の御曹司ということを忘れないようにしないと。

　そんなことを考えている間も、お父さんは居間の中をウロウロ。そしてよほど心配なのか、「ちょっと見てくる」と言って、玄関に向かい外へ出ていった。

「あっ、ちょっとお父さん!?」

　これではどっちがデートに行くのかわからない。しかしこうして私が冷静でいられるのは、お父さんのおかげかも。私の代わりに緊張してくれているから。

　そういえば南さん、今日はどこに行くつもりだろうか。

　迎えにくる時間だけがメッセージで送られてきて、それ以外メッセージのやり取りをしていない。この前も言っていたが、ずっと仕事が忙しかったのかもしれない。

　そう思うと貴重な休日に会ってもらうのが申し訳ないな。

　自分で会うことを決めたくせに、いざ会うとなると色々と考えてしまう。

　いつもなにかあればすぐ海斗に相談していたけれど、今回ばかりは相談できずにいるから余計そうなのかもしれない。

　お父さんがいないと部屋の中はシンと静まり返っていて、私まで落ち着きを失う。じっとしていられず立ち上がったとき、勢いよく玄関のドアが開いてすぐにお父さんの慌てた声が聞こえてきた。

「あっ、杏子っ！　大変だっ!!」

　大慌てで駆け寄ってくると、肩を上下させながら何事かと驚き固まる私に言った。

「颯馬さんが、すでにいらっしゃっている」

「……え、嘘でしょ？」

　時間を確認するとまだ八時三十五分。それなのにもうきているの？

　信じられず呆然とする私の背中を、お父さんは玄関に向けてグイグイ押す。

「嘘だと思うなら自分の目でたしかめてきなさい。ほら、早く」

　あっという間に玄関まで追いやられ、バッグを押しつけられた。そしていつになく真剣な瞳を向けて言った。

「いいか？　楽しんでくることが大前提だが、くれぐれも……！　くれぐれも粗相のないようにな」

　念を押されると一気に緊張感に襲われる。

「わかってる、そこはちゃんとうまくやるから」

「本当だな？　父さん、杏子を信じているからな！」

　たかがデートひとつでオーバーなやり取りだと思われそうだが、私がこれから一日デートをする人は、そういう相手なんだ。気まぐれだろうが、物珍しさだろうが、一緒に過ごす以上は粗相のないように気をつけないと。

「じゃあ行ってきます」

「健闘を祈る」

　まるで戦に出るような送り出し方をされ、小走りで敷地内にある駐車場へ向かうと、そこには見慣れない黒のワンボックスカーが停まっていた。

　たぶんあれが南さんの車だよね？

　勝手な想像だが、御曹司が乗る車イコール高級車だと思い込んでいた。

　だけど休日のこの時間にうちの会社を訪れる人はまずいない。ということは、南さんで間違いないんだよね？

　確信が持てず様子を窺っていると、私に気づいたのか彼が運転席から降りてきた。

「おはよう、杏子」

「あ、おはようございます」

　ワンテンポ遅れて挨拶を返し、慌てて駆け寄っていく。しかし助手席に回った初めて見る私服姿の南さんが目に入ると、歩くスピードは落ちていく。

　黒のロンＴにチェックのシャツ。ブラウンのチノパンにスニーカーといった、とてもラフな服装。スーツ姿も凛々しくて素敵だけど、私服だと印象が違う。髪を下ろしているせいか、爽やかで表情もいつもより柔らかく見えるというか……。

　そんなことを考えながら助手席のドアを開けてくれた彼の前で足を止めると、南さんは私をまじまじと見てにっこり微笑んだ。

「今日の杏子、すごく可愛いな」

「っ！　それはっ……!!　ありがとうございます」

　慣れない褒め言葉にたじろぎながらもお礼を言うと、南さんは可お笑かしそうにクスクスと笑う。

「どうぞ」

「すみません、ありがとうございます」

　スマートな振る舞いに、まだ一日は始まったばかりなのにドキドキしっぱなしだ。

　ドアまで閉めてくれると、南さんも運転席に乗り込み、すぐにエンジンをかけた。

「じゃあ行こうか」

「はい、よろしくお願いします」

　お互いシートベルトを締めると、南さんは車を発進させた。

　今日は朝から雲ひとつない青空が広がっていて、絶好のお出かけ日和だと思う。そんな日に南さんはどこへ行くつもりだろうか。

　一応どこへ行っても大丈夫な服装できたけれど……。まさか大自然の中でアスレチックとか言わないよね？

　相手はちょっと自分とは常識がズレている南さんだ。あり得そうで不安になり運転する彼に聞いてみた。

「あの、今日はどちらに？」

「それは着いてからのお楽しみ」

「お楽しみ、ですか？」

「うん。まずは駅に向かって、そこに車を停めて電車で移動しよう」

　電車で移動？　本当にどこへ行くつもりだろうか。

　不安に駆られる私を乗せて、最寄り駅付近にあるパーキングへ向かっていった。




「え、ここ……ですか？」

　あれから電車に乗って降り立ったのは上うえ野の駅。そして南さんに導かれて着いた先は上野動物園だった。

　意外な行き先にポカンとなる。すると南さんが不安げに聞いてきた。

「もしかして動物は苦手だったか？」

「あ、いいえ！　大好きです、動物」

　慌てて答えると、彼はホッとした顔を見せた。

　意表を突かれたものの、安心した。堅苦しい場所だったらどうしようと気を揉んでいたから。

「チケット買ってくるから待ってて」

「あ、でも……！」

「デートなんだから今日は全部僕の奢おごり」

　お財布を出そうとした私を止めて、南さんは窓口に並ぶ列の最後尾に向かった。

　ここは素直に甘えちゃっていいんだよね。

　そう思い、戻ってきた南さんとともに動物園の中へ入ると、日曜日ということもあってなかなかの混雑具合。

「やっぱり混んでいますね」

「うん、びっくり。それに入場料も安くて驚いたよ」

　園内マップを見ながら話す南さんにある疑問が浮かぶ。

「もしかして南さん、上野動物園にくるのは初めてだったりします？」

　すると南さんは苦笑いを浮かべた。

「あ、やっぱりバレた？　実は僕、動物園自体くるの初めてなんだ」

「初めてって……嘘ですよね？」

　信じられなくて思わず聞き返してしまった。

　だって動物園なんて、幼い頃必ず行く場所だよね。家族で行かなくても、幼稚園や小学校低学年の遠足で行ったりするものじゃないの？

「残念ながら本当。だから楽しみだし、初めての場所にこうして杏子と一緒にこられてすごく嬉しい」

　な、なにそれ。そんなことを言われたら、胸がギュッと締めつけられて苦しくなる。

「行こうか、まずはパンダかな」

　そう言うと南さんはナチュラルに私の手を握って歩き出した。

「え、みっ、南さんっ!?」

　手、手っ!!　手が触れています！

　大きな手に引かれ、戸惑いを隠せない。そんな私とは対照的に南さんは平然としていて、「デートなんだからいいでしょ？」なんて言ってくる。

　そりゃデートといえば手を繋ぐことは鉄板なのかもしれないけど、恋愛初心者の私にはハードルが高い。なにより相手は南さんなのだから。

　しかし私の事情を知る由もない南さんは、パンダの展示ブースへ歩を進めていく。

　もしかして今日はずっと手を繋いでいるの？　こんな状況じゃ動物園を満喫なんてできそうにない……と、思っていたんだけど……。

「うわぁ、可愛い」

「ちょうど笹を食べているところでよかったね」

「はい！」

　上野動物園には子供の頃何度か訪れたことがあったが、お母さんが亡くなってからは一度もきていなかった。パンダを見るのも久しぶりで自然とテンションが上がる。

　他にもゾウやキリン、ゴリラといった動物を見たり、可愛い小動物と触れ合ったりして癒され、いつの間にか楽しく満喫していた。




「けっこう園内は広いな。さすがに疲れた」

「はい……」

　ベンチに並んで腰掛けた私たちは、お互い疲れた顔をしていた。

　人も多く、なかなか人気の動物を見るのには苦労したけれど、見るたびに南さんと「可愛いですね」と言い合ったり、動物が意外な動きを見せると笑い合ったり。

　出会って三回目にして、初めて彼と普通に話すことができたかもしれない。

「だいたい見て回ったし、そろそろ次の場所に行こうと思うんだけど、いいかな？」

　腕時計で時間を確認する南さんにつられて私も園内にある時計を見ると、時刻は正午を迎えようとしていた。

「大丈夫です。それにほとんど見ちゃいましたし」

「じゃあ行こうか」

　先に立ち上がると、南さんはすかさず手を差し出した。

　さっきまでずっと手を繋いでいたとはいえ、やはり緊張してしまう。首を傾げながら「ん？」なんて言われちゃうと余計に。

「すみません」

　少しだけ震える手で差し出されたままの大きな手に触れると、すぐに彼はギュッと握りしめた。

「どういたしまして。まずはお昼ご飯食べに行こう」

「……はい」

　一緒に動物を見ただけなんだけどな。少しだけ南さんのことを知ることができた気がする。年上なのに、一緒になって動物を見ては「可愛い」「格好いいね」と共感してくれて、同じ目線で楽しんでくれて。

　感覚がズレていて、合わないと思っていたけれど……本当は違うのかな？

　少し胸がソワソワして、落ち着かない私の手を引いて彼が次に向かった先は浅あさ草くさ。

　まずはご飯を食べようとなり、入ったお店はもんじゃ焼きとお好み焼きが食べられる飲食店。

　どうやら南さんはお好み焼きも、もんじゃ焼きも食べるのが初めてのようで、料理を注文するとすぐに運ばれてきたコテやはがし、取り皿を興味深そうに眺めた。

「よかったの？　僕が選んじゃって」

「はい、特に嫌いなものはないので」

「これでお好み焼きをひっくり返して、こっちでもんじゃ焼きを食べるんだよな？」

　子供のようにコテとはがしを両手に持ち、興奮気味の彼を見たら思わず噴き出してしまった。

「アハハッ。南さん、お好み焼きやもんじゃ焼きも初めてなんですね」

　声を上げて笑いながら言うと、南さんは恥ずかしそうに目を逸らした。

「……実はそうなんだ」

　ボソッと呟くものだから、また笑ってしまった。

「私ももんじゃ焼きは久しぶりなんです。まずはこれを見て予習しておきましょうか」

　私がテーブルの端にあった、お好み焼きともんじゃ焼きの焼き方が書かれた説明書を手にすると、南さんは興味津々。注文したものが運ばれてくるまで、ふたりして焼き方を頭に叩き込んだ。

　デートが決まったときから、食事をする場所が一番心配だった。お見合いのときのように一流ホテルだったら、テーブルマナーに気をつけないといけないし。

　だけど南さんが連れてきてくれたのは、下町風情が残るもんじゃ焼き屋。店内はテーブル席が五つと、座敷が二席しかない小さなお店。

　店員も気さくな人で、うまく焼けない私たちを見兼ねて教えてくれたり、南さんは人生で初めてお好み焼きをひっくり返したり。

　もんじゃ焼きは熱いから気をつけてくださいって言ったのに、南さんってば欲張ってたくさんの量を頬張り、舌を火傷しちゃって。緊張もドキドキもなくなり、終始楽しい食事の時間を過ごした。

　昼食後は浅せん草そう寺じへ行き、お参りをしておみくじを引いて。その後は仲なか見み世せ通りをふたりでぶらぶら。できたてのせんべいや人形焼きを食べたり、日本らしい土産ものが並ぶ店内を眺めたりしていたら、時間はあっという間に過ぎていった。




「杏子、今日はどうだった？　楽しめたかな？」

　帰りの電車の中。席は埋まっていて、南さんとふたりでドアに寄りかかっていると、恐る恐る私の様子を窺いながら聞いてきた。そんな彼に口元が緩む。

「もちろん楽しかったです。最初から最後までずっと」

　素直な気持ちを伝えると、南さんは心底安心した顔をした。

「よかった。……僕も楽しかったよ。全部が初めての経験だったから」

　そう、なんだよね。南さんは上野動物園ももんじゃ焼きも浅草も、すべてが初めてだった。そんな場所を選んでくれたのはなぜだろうか。

「あの、どうして今日回ったところに行こうと思ったんですか？」

「え？」

「……正直、意外だったので」

　思ったことを口にすると、南さんは気まずそうに頭を掻いた。

「実は、さ。……今日のプラン、友達と一緒に考えたものなんだ。ここに行けば、間違いなく杏子が喜ぶって言われて」

「そうだったんですか」

　彼の周りにも庶民的な感覚の人がいるんだ、なんて失礼なことを考えながら、その友達に感謝する。だって今日一日、本当に楽しかったから。

　最寄り駅に着き、改札口を抜けて南さんと肩を並べてパーキングへと歩いていく。

「最初はさ、友達にこのデートプランを勧められたとき、絶対杏子は喜ばないと思った。でも、友達に絶対喜ぶからって後押しされて。……不安だったけど、友達を信じてよかったよ。杏子の可愛い笑顔をたくさん見られて幸せだった」

　サラッと言われた言葉に胸をギュッと鷲わし掴づかみされ、たまらず足が止まる。

　南さんはどこまで本気なのだろうか。私のことを可愛いなんて言ったり、結婚したいと言ったり。冗談でも、からかっているわけでもないんだよね？

「杏子？」

　足を止めた私に気づいた南さんは、戻ってきてくれた。そして「もしかして疲れちゃった？」と心配する。

「すみません、なんでもないです」

「それならいいけど。疲れたなら言って。おんぶでもお姫様抱っこでもしてあげる」

「大丈夫です！」

　おんぶにお姫様抱っこだなんてとんでもない！

　全力で拒否すれば、彼は「残念」と言いながらクスリと笑う。

　南さんとは絶対ソリが合わなくて、好きになるはずないと思っていたのにな。

　今日一日同じ時間を過ごしただけで、印象が大きく変わった。隣にいても、住む世界が違う人だと感じないほど楽しくて、なにより心地よかった。異性にこんな感情を抱くのは初めてだ。

　帰りの車内でも、変に南さんを意識してしまう。何度も「疲れていないか？　眠かったら寝てていい。着いたら起こすから」と優しく気遣われると余計に。

　私を気に入ってくれた理由に『死んだ愛犬に似ていた』というような人だよ？　そんな人を意識してしまうなんて。

　動揺している間に自宅がある製作所敷地内の駐車場に着いた。時刻は十八時過ぎ。辺りは薄暗い。

　今日一日が、あまりに楽しかったから南さんと別れるのがちょっと寂しい。もっと話をしたい。……もう少しだけ一緒にいたい。

　沸き起こった信じられない感情に、慌ててシートベルトを外した。

「あの、今日は本当にありがとうございました」

　お礼を言ってすぐさま車から降りようとしたけれど、腕を掴まれて引き止められた。彼を見れば真剣な目を向けられていて息を呑む。

　切れ長の目に見つめられると吸い込まれそう。それにこうして至近距離で改めて見ると、王子様のようにカッコよくてドキドキする。

　胸の高鳴りを必死に抑えていると、南さんの大きな手が優しく私の手を握った。たったそれだけのことで驚くほど心臓が飛び跳ねる。

「みっ、南……さん？」

　どうしよう、胸が苦しくて声が震える。

「杏子、今日は本当にありがとう。一日一緒に過ごして、ますます好きになった」

　艶つやっぽい声で囁ささやかれ、身体中の熱が上昇していく。

　南さんは本当に私のことが好きなの？　愛犬に似ていて、今までに出会ったことがないタイプだから、恋していると勘違いしているだけではないのだろうか。

「これからも杏子に好きになってもらえるよう、頑張るから。……だからまた時間ができたら会ってくれる？　今日みたいにふたりで楽しい時間を過ごしたい」

　彼の気持ちは彼にしかわからない。じゃあ私は？　私は南さんに対してどんな感情を抱いている？　考えたら答えは簡単に出た。

「……はい」

　返事はひとつだった。私もまた会いたいと思っている。彼の気持ちは彼にしかわからないけれど、自分の気持ちならわかる。……私、また南さんと会いたいって思っている。

　トクントクンと鳴る胸の鼓動。熱い眼差しを向けられ、鼓動の速さは増していく。

　静かな車内。交わり合う視線。握られていた手は離され、躊躇ためらいがちにそっと私の頬に触れた。

「杏子……」

　愛しそうに私の名前を呼ぶと、ゆっくりと縮まる距離。ドキドキし過ぎて心臓が止まりそう。

　どうしよう、このままじゃ私……南さんにキスされちゃう。

　それなのに顔を逸らすことも、彼の身体を押し返すこともできない。

　どうして？　私、このまま南さんとキスしてもいいと思っている？　答えが出ない。でも今の私には拒否することができないよ。

　ゆっくりと近づく彼の整った顔。そのスピードに合わせるように瞼を閉じた……んだけど。あ、あれ？

　いつまで経ってもその瞬間が訪れない。その代わり優しく頭を撫でられた。

「こうして杏子に触れていると、飼い犬のあんずを撫でていたときみたいに安心するよ」

　か、飼い犬って……！　あぁ、やっぱり南さんは第一印象通りのちょっと変わった人で、私は愛犬の代わりでしかないんだ。

　南さんは私を好きだと言うけれど、その気持ちは恋心ではない気がする。

　一日中彼にときめき、さっきもキスされるかもしれないとドキドキした自分を激しく後悔。だけどそれと同時に、南さんが私に抱く感情と私が彼に抱く感情は違うのかもしれないと思うと、悲しい気持ちでいっぱいになる。

　たった一日で大きく変化した彼に対する想いに、私は動揺を隠せずにいた。










第五話『嫉妬と独占欲と』




「お父さん、おかずをテーブルに運んでくれる？」

「はいよ」

　月日は流れ、十月中旬。南さんと初めてデートした日から、一ヵ月が過ぎようとしていた。

　仕事を終えて夕食の準備をし、お風呂から上がったお父さんにも手伝ってもらう。

「杏子、今日は作らないのか？　だし巻きたまご」

　お盆に載せた今日のメニューを見て聞いてきたお父さんに、味噌をとく手が止まる。

「お父さん、やめてよ。そんなこと言った日に限って……」

　そう言いかけたところでタイミングよく鳴った、来客を知らせるインターホン。お父さんと顔を見合わせ、苦笑いしてしまう。

「父さん、エスパーかな？」

「そうかもしれないね」

　この時間に我が家を訪ねてくるのは、たったひとりしかいない。

「お父さん、運んでおいて。私が出るから」

「あぁ、わかった」

　お盆を手に居間へ向かうお父さん。私も火を弱めてから玄関のドアを開けると、そこには予想通りスーツ姿の南さんが立っていた。

「杏子、二日ぶり。会いたくてたまらなかったよ。それに杏子のだし巻きたまごが食べたくてさ」

　そんな甘い言葉を囁く彼に動揺し、このままドアを閉めて一度心を落ち着かせたいところだけど、そうはいかない。

「どうぞ上がってください。ちょうど今からだし巻きたまごを作ろうと思っていたので、少しお待ちください」

　彼を家に招き入れると、嬉しそうに顔を綻ばせた。

　初デートのあの日以降、南さんは仕事が忙しいようだ。一週間ほど音沙汰がなかったんだけど彼はある日突然、今みたいに夕食時間にやってきたのだ。「杏子に会いたくてきた」と言って。

　当然お父さんは大歓迎で迎え入れ、「いつでもいらしてください」なんて余計なことを言ったものだから、こうして早く仕事が終わるたびに我が家を訪れて来るようになった。

「あぁ、やっぱり杏子が作るだし巻きたまごは最高だ」

「それはどうもありがとうございます」

　よほど我が家のおかずが物珍しいのか、いつもくるたびに感激してどの料理も「おいしい」と言いながらたくさん食べてくれる。

　しかし彼の中で不動のナンバーワンは、だし巻きたまごのようだ。

「そうでしょう？　このだし巻きたまごはですね、亡くなった妻の得意料理のひとつでして。……亡くなる前、杏子に伝授してくれたんですよ」

　得意気に話すお父さんを横目に、初めて南さんが家にきた日のことを思い出す。

　緊張でガチガチだったくせに免疫がついたのか、今ではすっかり打ち解けている。

　楽しそうにお母さんの話を南さんにするお父さんを見ながら、私も自分で作っただし巻きたまごを頬張る。……うん、今日もしっかりお母さんと同じ味に仕上げることができた。

　このだし巻きたまごは、唯一お母さんに教えてもらった料理。私にとってお母さんとの大切な思い出の一品。もちろんお父さんにとっても――。

「水谷さんの奥さんは、とても料理上手なお方だったんですね」

　だし巻きたまごを見つめながらしんみりとした様子で話す彼に、私とお父さんの箸が止まる。

「颯馬さんにもぜひ会っていただきたかったです。まぁ、きっと大変な思いをするでしょうけど。……あいつ、おいしそうに食べてくれると喜んで次から次へと料理を作り出すんで」

　はにかむお父さんに胸が熱くなる。

　お母さんの話をするのは、命日だけにしようと決めていた。お母さんが亡くなったばかりの頃は、ふたりで毎日のように思い出しては泣いていたから。

「それは僕もぜひお会いしたかったです。お料理もいただきたかった。……きっと杏子に似て可愛らしい方だったんでしょうね」

　相変わらずサラッと恥ずかしいことを言われ、ギョッとなる。彼の様子を窺えば、愛しそうに私を見るものだから胸の鼓動の速さが増す。

　初デートの日にさんざん後悔したというのに、この一ヵ月間、私は南さんに振り回されっぱなしだった。でも……。




「やっぱり杏子に似ている。……とても優しそうな人だ」

　夕食後、彼は決まって片づけの手伝いをしてくれて、食後のお茶を一緒に飲んでから帰る。この日はお母さんを褒められて気を良くしたお父さんが、私と南さんが片づけをしている間に昔のアルバムを引っ張り出してきた。

　テーブルに広げ、三人でページを捲めくっていると南さんにお母さんのことを褒められて、なんだか照れくさくなる。

　ページを捲るたびに、南さんは目を細めた。

「いいね、こうしてお母さんとの写真がいっぱい残っているのって」

「羨ましい」と少し寂しそうに言う南さんに、お見合いの日にチラッと聞いた彼の家庭事情を思い出した。

「颯馬さんのお母さんも、すでにお亡くなりになられておりますよね？」

　お父さんが尋ねると南さんは頷く。

「はい。もともと身体が弱かったらしくて。それでも僕を産んでくれて、そのまま……」

　嘘、そう……だったんだ。南さんのお母さんが亡くなっていることは知っていたけれど、そんなに早く亡くされていたなんて――。

　お父さんも知らなかったようで、視線を落とした。

「そうでしたか、すみません。変なことを聞いてしまい」

「いいえ、全然かまいません。……僕にも一枚だけあるんです。母と一緒に映っている写真が」

　そう言うと南さんはアルバムのページを戻して私が生まれた直後、お母さんとお父さんと私の三人で映っている写真を指差した。

「こんな風に、生まれたての僕を抱いて泣きながら笑っている母と父との、三人での写真が。……今でも僕の宝物です」

　少しだけ南さんの目が赤く染まるのがわかって、切ない感情に襲われる。

「本音を言えば幼い頃はとても寂しかったです。杏子のように母との思い出を作り、色々なことを教わりたかったですが、今は命と引き換えになるかもしれないとわかっていながら、それでも僕を産んでくれた母に感謝しています。だからこそ、こうして杏子と出会えたんですから」

「颯馬さん……っ！」

　涙脆もろいお父さんはこらえ切れず涙した。

　私も話を聞いて涙腺が緩む。南さんとお母さんの気持ちを思うと、胸が痛い。

「すみません、なんか。……あ、この写真の杏子可愛いね」

　しんみりとした空気を変えようとしているのか、彼の声がいつもよりワントーン高い。それに気づいたお父さんはゴシゴシと涙を拭った。

「そうでしょう？　これはベストショットでしてね」

「どれも可愛いですけど、これが一番ですね」

　幼い頃の私の写真で盛り上がられると、こっちは恥ずかしいのですが。……だけどそっか、南さんにはお母さんとの思い出がないんだ。

　どんな思いで幼少期を過ごしてきたのだろうか。きっと寂しかったよね。お母さんがいる友達が羨ましかったよね。

　お母さんが亡くなったばかりの自分の幼少期を思い出し、鼻がツンとなる。

「それにしても、小さい頃から杏子は髪がふわふわだったんですね」

「そりゃもう生まれたときから、天然パーマでしたから。妻とよくパーマ代がかからなくていいね、なんて言って笑ってましたよ」

　幼少期の南さんを想って切ない気持ちになっていたが、笑い出したふたりに沸々と怒りが込み上げる。コンプレックスの髪のことで笑われているから余計に。

　お茶を飲み干し、「南さん、明日もお仕事でしょうし、そろそろお帰りになられては？」と作り笑顔で送り出したのは、言うまでもない。

　数日後。この日も私は事務所のパソコンに向かい、見積書を作っていた。

「んー、疲れた」

　肩はバキバキ。大きく身体を伸ばしたり、肩を回したりしてストレッチする。事務所内の時計を見ると、そろそろ十七時半。終業時間を迎えようとしていた。

　でもあと三枚今日中に作っておきたいな。明日に残すのも嫌だし。

　首を大きく回し、再びパソコンと向き合った。少しすると定時の十七時半を過ぎ、ぞくぞくとみんなが事務所内にやってきた。

「杏子ちゃん、お疲れ。お先に失礼するよ」

「お疲れさまでした」

　次々と声をかけ、みんなタイムカードを押して帰宅していく。私はできるだけ従業員を見送ってから上がるように心がけている。家は目と鼻の先だし、お父さんもずっとみんなを見送ってから家に帰ってきていた。

　もちろん繁忙期は申し訳ないが、先に上がらせてもらっている。遅くまで残業してくれるみんなに、おにぎりなどを握って差し入れをしたいから。

　やっと見積書を作り終えると、最後に海斗が上がってきた。

「お疲れ、杏子」

「海斗もお疲れ様」

　タイムカードを押すと、海斗は肩を回しながらこちらへ寄ってきた。

「なに？　まだ仕事終わらないの？」

「ううん、ちょうど今終わったところ。海斗で最後だよね？」

　パソコンを閉じ、時計を見ると時刻は十八時を回っていた。立ち上がって事務所内の戸締りを始めると、海斗も後を追ってきた。

「そう。……で、社長から頼まれたんだ。『少し残って仕事を終わらせたいから、俺の代わりに杏子とスーパーへ行ってくれないか』って」

「スーパー？　……あっ!!」

　海斗に言われて大切なことを思い出した。

「そうだった、今日夕方六時からタイムサービスの日だった!!」

　毎週火曜日はいつも行っているスーパーで、十八時からタイムサービスが始まる。そこで毎週たまごをゲットしているのだ。

　慌てて残りの戸締りを済ませていく。

「あれ、もしかしてお父さんの代わりに付き合ってくれるの？」

　今さらながら尋ねると、海斗は深いため息を漏らした。

「だからさっきそう言っただろ？　第一、社長に頼まれたら断れねぇから」

「ありがとう。ごめんね、付き合わせて」

　海斗は昔からお父さんのことを慕ってくれている。まるで本当の父親のように。それをみんな見ているからこそ、私と海斗に結婚してほしいと思っているようだ。

　戸締りを済ませ、海斗とふたりで事務所を後にした。目的地は歩いて十分の距離にあるスーパー。

「なぁ、最近お前んち、たまごばっかり買っていないか？」

「えっ!?」

　肩を並べて向かう途中、ふと聞かれたことに過剰に反応すると、海斗は目を瞬かせた。

「なに？　俺、そんなに驚かせるようなことを聞いたか？」

「ううん！　そんなことない、その……急に話しかけられてびっくりして。えっと、ほら、お父さんも歳でしょ？　だから毎朝健康のために生たまごを飲み始めたのよ！」

　名案だとばかりに言ったが、途端に海斗は顔をしかめた。

「マジかよ、社長、生たまご飲んでいるのか」

「うん、なんかタンパク質を摂らなきゃ！って変に張り切っちゃって」

「ふ～ん……」

　まだ海斗や会社のみんなには話していない。私がミナミグループの御曹司とお見合いをしたことを。そしてその彼が頻繁に我が家を訪れていることも。

　この先、南さんとはどうなるかわからないもの。安易には話せない。

「あっ、そういえば亜優は元気かな？　海斗、毎日連絡取り合っているんでしょ？　年末にはこっちに戻ってくるの？」

　話題を変えようと亜優の話を持ち出すと、海斗は口元を緩めた。

「おう、毎日電話しているよ。亜優は元気にやっているし、年末にはもちろん帰ってくるから、杏子とも会いたいって言っていたぞ」

「そっか」

　この前亜優と会ったのはお盆休みだった。地方に就職したから大型連休のときしか会えない。

　しかし付き合ってだいぶ経つというのに、今も欠かさず毎日電話をしているなんて。相変わらずラブラブなようだ。

「それより杏子、最近亜優と連絡取っていないだろ？　亜優が寂しがっている。杏子からメッセージがこないって。だからいつも俺に杏子の様子を聞いてくるぞ」

「ごめん」

　亜優は用がない限り、自分からは連絡してこない。仕事している私を気遣ってだ。私はといえば、亜優にはなんでも話せて、よく相談に乗ってもらったり、愚ぐ痴ちを聞いてもらったり。

　だから彼女と話をしたら間違いなく南さんのことを相談してしまいそうで、連絡することを躊躇していたんだ。

　優しい亜優のことだ。私が悩んでいると知ったら、海斗に力になってあげてって言うに違いない。そうなると、海斗に知られることになるから連絡を控えていた。海斗もまた親身になってくれるだろう。忙しい彼に負担をかけたくない。それに海斗に知られたら、みんなの耳に入る可能性もあるもの。

「スタンプひとつでもいいから、送ってやってよ。……亜優、杏子からの連絡待っているからさ」

「うん、わかったよ」

　そう言うと海斗は安心したように笑った。

　本当に亜優のことが大好きでたまらないっていう海斗の気持ちが伝わってきて、それをこうして感じるたびに羨ましくて仕方がなくなる。

　話をしている間にスーパーに着いたものの、さすがはタイムセールの時間帯。店内は混雑していた。

「けっこう混んでいるけど、まだ残っているか？」

「微妙なところだよね。急いでゲットしてこないと」

　カートにかごを載せて小走りでたまご売り場へ向かうと、数は減ってはいたが、まだ残っていてホッと胸を撫で下ろした。

「よかった、二個買える」

　ホクホク顔で二パックかごに入れた。

　南さんが頻繁に訪ねてくるから、たまごだけは切らすことができない。毎回出しても飽きずに食べてくれるから。食卓に人が増えるとやっぱり嬉しい。それに南さんはどんな料理も「おいしい」と言って食べてくれるし。

　そのときの南さんの笑顔を思い浮かべると自然と頬が緩み、慌てて引き締めた。

「ごめん海斗、たまご以外にも買いたいものがあるんだけどいいかな？」

「いいよ。そのためにきたんだから」

「ありがとう」

　お言葉に甘えて、安かったしょうゆや油といった重いものもかごに入れていく。

「いいよとは言ったけどさ、これはさすがに買いすぎじゃねぇか？」

「アハハ……」

　会計を済ませ、ふたりで持参したバッグの中に詰め込んでいると、海斗はジロリと私を睨む。

　今日は特に重い調味料が安くて、おまけに一緒に買いにきたのはお父さんじゃなくて若くて力持ちな海斗。ここぞとばかりに買い込んだ感が否めない。

「今度残業したとき、差し入れしろよな」

「了解です。海斗の大好きなおかかのおにぎりを差し入れさせていただきます」

「絶対だからな？」

　念を押す海斗と顔を見合わせると、どちらからともなく笑ってしまった。

「よし、じゃあ帰るか。杏子、その軽いやつだけ持ってくれる？」

「大丈夫だよ、もうひとつ持つから」

　海斗の手には三つの袋。さすがにそんなに持ってもらうわけにはいかないと思ったが、止められてしまった。

「平気。男の力を舐なめんなよ」

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

　冗談交じりに言う海斗に笑いながらふたりして荷物を持ち、出口へと向かっていると背後から声が聞こえてきた。

「荷物なら僕が持つから」

「――え？　あっ」

　海斗から無理やり荷物を奪っていく人物を目にした瞬間、びっくりして足が止まる。

「どうしてここに？」

　突然現れた南さんに、驚きを隠せない。

　すると彼は私と同じように混乱している海斗へ、なぜか鋭い眼差しを向けた。

「杏子の買い物に付き合ってくれてありがとう。ここから荷物は僕が持つから、キミはもう帰っていい」

　冷めた表情で淡々と言う南さんに、海斗は声を荒らげた。

「もう帰っていいって……。見ず知らずの男に社長の大切なひとり娘を任せて帰るわけにはいきません。そもそもどなたですか？」

「それはこっちのセリフだ。キミこそ杏子のなに？」

　あぁ、どうしてこんなことに？　そもそもなぜ南さんがスーパーにいるの？

　なにからどう説明したらいいのかと困惑していると、南さんは海斗を責め立てた。

「僕だって杏子とスーパーで買い物をしたことがないのに、どうしてキミが杏子とまるで夫婦のように、仲睦まじく買い物をしているんだ？」

「それを他人のあなたに話す義務はありません」

　互いに睨み合い一触即発な空気に、私たち三人は次第に注目を浴びていく。

　どっ、どうしよう。これ。非常にまずい状況だよね。

　南さんが頻繁にきているせいで、うっかり忘れそうになるけど、彼はれっきとしたミナミグループの御曹司。知らないとはいえ、そんな彼を相手に海斗の態度はまずいのでは？

　しかしなによりも今は私たちに注がれるたくさんの視線のほうが問題だ。買い物客がみんな何事かと足を止めて遠巻きに見ている。お店にも迷惑だ。

　たまらずふたりの腕をがっちりと掴んだ。

「え、杏子？」

「おい、杏子？」

　戸惑うふたりを無視して「行きましょう！」とだけ言い、引っ張ってスーパーを後にした。




「ねぇ、杏子。どうしてこの人を家に上げたりしたの？」

「それはこっちのセリフです！　杏子、どうしてこんな失礼極まりない他人を家に上げるんだ？」

　人の家の玄関先で言い争いをするふたりに頭が痛くなる。

　あれからふたりの腕を引っ張って自宅に戻ると、お父さんはまだ仕事中らしく家にいなかった。帰りの道中に話を聞いたところ、どうやら南さんは私が買い物中に訪ねてきたようで、仕事をしていたお父さんから話を聞き、スーパーにきたようだ。

　家の前でスーパーのときのように言い争いをされては、ご近所さんになにを言われるか。だからふたりを家に上げたわけだが……ちょっと。いや、かなり失敗したかもしれない。

　睨み合うふたりの間に割って入り、まずは海斗に南さんのことをしっかり伝えようと思い、海斗の腕を掴んだ。

「海斗、ちゃんと紹介するから落ち着いて」

「杏子……」

　ようやく海斗は冷静になったのか、「悪い」と呟いた。

「南さんも上がってください。今、お茶を淹れますから」

　そう言うとふたりは一度顔を見合わせた後、勢いよくお互い目を逸らし、「お邪魔します」と言ってそれぞれ上がった。

　南さんは買い物袋をキッチンへ運んでくれた後、海斗がいる居間へと向かっていく。

　ふたりっきりにさせたら、また言い争いになりそうだ。

　慌ててキッチンへ駆け込み、買ったものを冷蔵庫にしまうと、お茶を淹れて居間へと向かった。




「えっ!?　この人があのミナミグループの跡取り息子？」

　まずは海斗に説明すると、信じられないと言いたそうに南さんを指差した。

「ちょっと海斗」

　南さんを指差さないでほしい。

　海斗の指を掴んで下げると、今度はまじまじと南さんを眺めた。

「本当ですか？　本当ならそんな人がどうして杏子とお見合いを？」

　海斗は混乱しながらも疑問をぶつけると、南さんはいつもの調子で平然と言った。

「それは僕が杏子を愛しているからだ。できることなら今すぐにでも結婚したいと思っている」

「ちょっ、ちょっと南さん!?」

　海斗の前でなんてことをっ……！　しかし南さんの口は止まらない。

「幼なじみらしいが、杏子のことを好きなら諦めてくれ。僕には杏子しかいないけど、キミなら他にいくらでも相手はいるだろ？」

　あぁ、もう南さんってばなにを勘違いしているのだろうか。海斗には、羨ましくなるほどラブラブな彼女がいるというのに。……ん？　だけどあれ、ちょっと待って。

　もしかして南さん、私と海斗がふたりで買い物をしていて、面白くないって思ったのだろうか？　だから機嫌が悪かったの？　こうして海斗に突っかかっているの？

「よければ僕がキミに見合う相手を誰か紹介しよう」

　とんでもないことを言い出した南さんにやっと海斗は声を上げた。

「いやいや！　他にいくらでも相手がいるのは、そちらですよね？　南さんなら相手が放っておかないほどモテるでしょう」

「杏子以外の相手にモテたって嬉しくないし、意味がない。僕が結婚したいと思う女性は、世界でただひとり。杏子だけだから」

　迷いなく言われた言葉に、思わずドキッとした。

　ずるい人だ。そんなことを言ってドキドキさせておきながら、私を死んだ愛犬の代わりとしか思っていないくせに。

　なんて思っていながら、どうして胸がチクリと痛むのだろうか。

　不安定な気持ちを抱いていると、急に海斗は私の肩をポンと叩いた。

「どうして話してくれなかったわけ？」

「え？」

　海斗を見ると彼は嬉しそうにニンマリと笑い、私にしか聞こえないように囁いた。

「南さん、お前にベタ惚れじゃん。おめでとう、玉の輿こし」

　た、玉の輿って……！　いや、一般的に見たらそうなるのかもしれないが、決して私はまだ南さんと結婚すると決めたわけではない。

　それを説明する間もなく海斗は南さんに言った。

「南さん、さっきの話の続きですけど、俺と杏子はただの幼なじみです。なにより俺には長年付き合っている彼女がいるんです。それに俺、こいつのこと一度たりとも女だと意識したことありませんから」

「ちょっと海斗？」

　あんまりじゃないだろうか。女だと意識したことがないだなんて。

　思わず突っ込みを入れても海斗は気にする素振りを見せず、白い歯を覗かせた。

「南さん、悪い人じゃなさそうですし幼なじみとして安心しました。……杏子のことを、なにがあっても幸せにしてくれるんですよね？」

　海斗の問いに南さんは真剣な面持ちで答えた。

「もちろん。まずは杏子に好きになってもらい、一生大切にするよ」

　彼の言葉にまたドキッとする。

　そんな私を余所にふたりは先ほどの険悪なムードから打って変わり、にこやかな雰囲気になる。

「え、じゃあまだ南さんの片想いなんですか？　杏子のくせに生意気な。……頑張って杏子のことを振り向かせてください。俺でよかったらいくらでも協力しますので」

「ありがとう、頑張るよ。そのときはよろしく」

　ふたりはすっかり意気投合したようで、連絡先まで交換した。

「じゃあ俺はこれで」

　交換し終えると海斗は私にボソッと「邪魔者は消えるから」と言い、立ち上がる。

「ちょっと海斗？」

　咄嗟に私も立ち上がった。

「それじゃ南さん、今後とも杏子とうちの会社をよろしくお願いしますね」

「こちらこそよろしく」

　そのまま海斗は「また明日な」と言って、そそくさと玄関へ向かう。

「すみません、南さん。ちょっと待っててください」

「わかったよ」

　慌てて後を追いかけると、海斗は玄関のドアを開けて出たところだった。

「海斗待って！」

　呼び止めて私も玄関から出る。そして部屋の中にいる南さんに聞こえないようドアを閉めて、小声で海斗に言った。

「海斗……あのっ！」

「わかってるって。みんなには内緒にしろって言うんだろ？　相手が相手だしな。だから俺や亜優にも話せずにいたんだろ？」

　どうやら海斗には、なにもかも見透かされていたようだ。

「どれだけお前の幼なじみをやっていると思ってんだよ、それくらいわかるっつーの。……最初はとんだ人だと思ったけど、話してみると気さくでいい人じゃん。杏子にはもったいないほどいい男で、おまけにミナミグループの跡取り息子だぞ？　そんな相手がお前なんかを好きになってくれたのは奇跡だ」

　オーバーに身振り手振り言われて、その通りだけど、なんか海斗の言い方に悪意を感じる。

　むかむかしていると、海斗は小さく息を漏らした。

「相手がとんでもない最低野郎だったら大反対するところだが、とにかく杏子にベタ惚れだし、大切にしてくれそうな人で安心した。……俺はずっと杏子には年上で、包容力のある人が合うんじゃないかって思っていたから、まさに理想の相手だと思うぞ？」

「海斗……」

　そんなことを言われたのは初めてだ。意外な彼の胸の内に驚きを隠せない。

「それに南さんと話すお前、俺たちといるときのようだった。素の自分でいられる相手とは、そう簡単に巡り合えるもんじゃない。幼なじみとしては、南さんなら杏子を幸せにしてくれそうな気がしたよ。……こればかりは杏子の気持ちの問題だと思うけど、杏子も本気で南さんを好きになれたら、全力で応援する」

　そう言うと海斗は乱暴に私の頭を撫でた。

「やめてよ、海斗！」

　ただでさえ天パーで髪がまとまらないというのに。

　ぐちゃぐちゃにされた髪を整えていると、海斗は明るい声で言った。

「今後は南さんとのことでなにかあったら、いつでも相談しろよ。……いい方向に進むことを俺は期待している」

　最後に海斗は「それが会社のためでもある」なんておどけて言って、帰っていった。

　そのまま玄関前で立ち尽くしていると、海斗に言われた言葉が頭を駆け巡る。

　南さんと一緒にいるときの私ってどんな感じなんだろう。お見合いの席では緊張でいっぱいだった。それからはドキドキさせられたり、色々と翻弄されたり。でも初めてふたりで出かけたときには、彼の意外な一面に触れることができた。

　あの日を境に頻繁に家にくるようになって、一緒に過ごす時間は増えていったよね。そういえば私、いつから南さんと一緒にいても緊張しなくなったのだろう。

　最初はとんでもない人だと思った。世間知らずで変わったところもあって。でもピュアな一面もあり、どこか憎めない人。

　いつも私が作った料理を「おいしい」と言ってたくさん食べてくれるから、それが嬉しくて、彼が大好きなだし巻きたまごを作るために、たまごは絶対に切らさないようになった。

　ちょっと待って。私の中で南さんは特別な存在になっていない？

　だってどうでもいい人のために料理の材料を揃そろえたりする？　作った料理をおいしいと言われて嬉しいって思ったりする？

「いやいや、まさか！」

　相手は南さんだよ？　住む世界が違い過ぎるし、第一彼は私のことを本気で好きじゃないはず。ただ死んだ愛犬に似ているからであって、恋愛をしたことがないから恋心と勘違いしているだけ。

　しかし、こうして言い訳をすればするほど南さんのことばかり考えてしまう。

　自分の気持ちの変化が信じられなくて茫然と立ち尽くしていると、背後から声が聞こえてきた。

「杏子？　話は終わった？」

　名前を呼ばれ振り返るといつの間にか南さんがいて、心配そうに私の様子を窺っていた。

　彼のイケメン顔は見慣れたはずなのに、あれ？　ものすごくカッコよく見える。おかげでドキドキして胸が苦しい。

「はい、すみません、南さん、ご飯食べていきますよね？　すぐに準備します」

　まともに南さんの顔を見られなくなり、早口で捲し立てた。そして足早に彼の横を通り過ぎて家に入ろうとドアノブに手をかけたとき。

「待って」

　私の腕を掴んで引き止めた彼は、なぜか神妙な面持ちになる。

「南、さん？」

　切れ長の目に見つめられると、微動だにできなくなる。胸が早鐘を鳴らす中、彼は静かに言った。

「もしかして杏子、彼のことが好きなのか？」

　彼のこと？　南さんの言う彼って、間違いなく海斗のことだよね？　え、私が海斗のことを好き!?

「そんなわけないじゃないですか！　海斗とは、ただの幼なじみだとさっきも言いましたよね？」

「じゃあどうして僕が外に出てきたことにも気づかないほど、海斗くんが帰っていく姿を見つめていたんだ？　……なぜ僕から視線を逸らし、こうして逃げようとする？」

「それはっ……」

　言葉が続かない。

　答えは出ている。私は海斗のことを好きじゃないし、さっき南さんから視線を逸らしたのも、こうして逃げようとしているのも、南さんのことを意識しているからだ。でもそんなこと、素直に言えるわけがない。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、南さんは悲しげに言った。

「答えられないってことは、図星？」

「違います！　南さんのことを意識しちゃっていたからです！」

「――え」

　私が海斗を好きだと勘違いをして、南さんが今にも泣きそうな顔で言うものだから咄嗟に叫ぶように言ってしまった。だけどすぐに我に返り、後悔する。

　私、なにを言った？　南さんのことを意識しているってバカ正直に言ったよね？

　彼は瞬きもせずにジッと私を見つめている。どうしよう、恥ずかしくてたまらない。

　慌てて視線を落とすも、身体中の熱が顔に集中して熱い。

　なにも言わない南さんに居たたまれなくなる中、彼は私の腕を掴む力を弱めた。その隙に手を引っ込めて声を張り上げた。

「ご飯の準備をしてきます！」

　逃げるが勝ちだ！

　くるりと背を向けて家の中に入ると、南さんも後を追って入る。

「待って！　杏子」

　いいえ、待ちません!!

　聞こえていないフリを決め込んで、家に上がろうとしたとき、背後から南さんに抱きしめられた。

　彼がつけている香水だろうか。ミントブルーの香りが鼻をかすめ、温かなぬくもりに包まれ、苦しいほどギュッと抱きしめられた。突然の抱ほう擁ように身体が硬直する。

　心臓は壊れるほどバクバクいっていて、彼の髪が頬に触れくすぐったい。

　大パニックになる中、南さんは私の耳に顔を寄せてそっと囁いた。

「さっきのはなに？　僕にとって都合がいいように解釈してもいいのか？」

「あの……」

　ドキドキし過ぎてうまく呼吸ができない。

　どうして私、こんなに胸が苦しいほどドキドキしているの？　ただ単に異性に抱きしめられているからじゃないよね？　相手が南さんだからこんなにも胸が苦しいんだよね？

「杏子……こっち向いて」

　甘い声に胸がざわつく。絶対今の私の顔、真っ赤に違いない。こんな状態で顔を見せることなんてできないよ。でも――。

「お願い、杏子」

　そうお願いされても振り返れない。すると南さんは私を抱きしめる腕の力を弱めて、素早く私の前に回り込んだ。

　思わず顔を上げると、艶っぽい表情で私を見つめる彼と目が合う。それだけでさらに顔の火照りが増した気がした。

「どうしてそんなに顔が赤いんだ？」

　彼の大きな手が躊躇いがちに私の頬に触れた。南さんの手は思いの外冷たくて、一瞬瞼を閉じた。

「杏子も僕と同じ気持ちなんだと自うぬ惚ぼれてもいい？」

「……っ」

　どうしよう、なんて言えばいい？　いや、すぐに否定しない時点で肯定しているようなもの。

　たまらず瞼をギュッと閉じると、頬に覚えた温かな感触。

「え？　あ、あの……」

　いっ、今！　頬にキスをしたよね？

　頬に微かに残る唇の感触に、口をパクパクさせてしまう。そんな私を見て南さんは目を細めた。

「杏子が悪いんだよ。可愛い反応するから」

「そんなっ」

　反論する余地も与えてもらえず、彼の手が優しく髪に触れながら再び頬、額、瞼、鼻……と順にキスが落とされていく。

「杏子……」

　キスの合間に愛しそうに呼ばれるたびに心臓が飛び跳ねた。様々な場所にキスが落とされていくと、私の中が南さんでいっぱいになる。

「好きだよ、杏子」

　唇が触れてしまいそうな距離で告げられた言葉。

「好きだ」

　繰り返さる愛の言葉に、胸の高鳴りは最高潮に達する。

　自分の気持ちに自信が持てないのに受け入れたらだめ。頭ではそうわかっているのに、南さんに甘い目を向けられると、拒める自信を失う。

　私……このまま流されてもいいと思っている？　だって、この甘い雰囲気には抗あらがえないよ。

　ゆっくりと近づく距離。そのスピードに合わせるように目を閉じ、唇が触れようとした瞬間、突如陽気な声が聞こえてきた。

「ただいま！　颯馬さんもいらっしゃいますか？」

　勢いよく開いた玄関のドア。びっくりしてすぐさまそちらを見れば、お父さんは私たちを見て口をあんぐりさせた。

「お、お父さん」

　いかにもキスしていました状態の私たちに、お父さんはあからさまに慌てふためいた。

「あー、そうだ！　父さん、もう少し仕事をしてくるから！　だからどうぞ続けてください」

「え、ちょっとお父さん!?」

　続けてくださいって……！　父親が言うセリフ!?

「邪魔者は退散します」と言うと、お父さんは回れ右をして逃げるように出ていった。

　最悪だ。お父さんにこんな場面を見られるなんて。

　抱きしめられたままがっくり項うな垂だれると、彼はとんでもないことを言った。

「じゃあ杏子。お言葉に甘えて続きをしようか？」

「するわけないじゃないですか！」

　思いっきり彼の胸を押し返した。すると南さんはいつになく意地悪な顔で言う。

「どうして？　杏子もその気だったくせに」

「なっ……！　違いますから！　そんなこと言うならもう今日は帰ってください!!」

　ジロリと睨むと、途端に南さんは慌て出した。

「それは困る！　杏子のだし巻きたまごを食べるのを楽しみにしてきたんだから。わかった、もうしない」

　だし巻きたまごって……！　いや、さっきの続きなんてされたら困るけど！　まるでだし巻きたまごに負けた気分だ。

「では今から作るので、ちょっと待っててください」

「わかったよ」

　素直な子供のように微笑む彼に、やっぱり胸がときめいてしまい、なんだか面白くない。どうして私は南さんの言動ひとつに、こんなにも振り回されているのだろうか。

　考えても出ない答えに、小さく息を漏らした。

「どうぞ」

　先に家に上がってもらおうと脇へどく。

「ありがとう」

　そう言いながら南さんは私の腰に腕を回して自分のほうに引き寄せると、あろうことか旋毛つむじにキスを落とした。

「え……」

　何事もなかったかのように、家に上がっていく彼のうしろ姿をまじまじと見つめていると、南さんは居間の前で立ち止まる。

「今日はこれで我慢する。……だけど次は覚悟して」

「……っ」

　不敵な笑みを浮かべて言う彼に、キスが落とされた頭のてっぺんを押さえて口をパクパクさせる。

　次は覚悟してって……！　次なんてありませんから！

　私の心を大いにかき乱した彼は、「杏子が可愛すぎるから、意地悪したくなるんだ」と言って居間に入っていった。

　しばらくの間、私は玄関から動けなくなったのは言うまでもない。










第六話『ライバル宣言』




　十月下旬。季節はそろそろ秋に終わりを告げ、冬の始まりを迎えようとしていた。

「ただいまー」

　十八時前。家には誰もいないとわかっていても、昔からつい言ってしまう。

　朝に干していった洗濯物を取りこみ、お風呂を洗って沸かし、夕食の準備をしているとお父さんが帰ってきた。

「おかえりなさい。そろそろお風呂が沸く頃だと思うよ」

　包丁で野菜を刻みながら言うと、なぜか「あー、うん」と心ここにあらずの様子。手を休めてお父さんを見ると、気まずそうに視線を泳がせて頬を指で掻いている。

「え、ちょっとまさか今日も寝る前に入るつもり？」

「いや……ほら、急に出かけることになったら湯冷めするだろ？」

　お父さんに南さんと抱き合っているところを見られてからというもの、変な気遣いばかりしている。

　あの日から二週間近く経つが、南さんは相変わらず仕事が早く終わった日には、我が家を訪れてくる。今まではお父さんも夕食をともにしていたというのに、あの日を境に食後すぐ自分の部屋へ行くようになり、最近では南さんがくるとあてもなく出かけていく。

　普通の父親なら自分の娘が男とイチャイチャしていたら、怒るところじゃないの？　邪魔しちゃうものじゃないの？

　しかしお父さんは自分が邪魔者だと言って、私と南さんをふたりっきりにさせる。

「部屋で新聞でも読んでいるから、ご飯ができたら教えてくれ」

「あ、お父さんちょっと待って！」

　濡れた手をエプロンで軽く拭いて、部屋へ行こうとするお父さんを引き止めた。

「タイミングがなくて言えずにいたけど、お願いだから変に気を使わないで」

　お父さんは気を利かしてくれているのかもしれないけど、あの日から一度も南さんとそういう雰囲気になっていない。私がそういう流れにならないよう、必死に拒んでいるからかもしれないけど。

「だから南さんがきても今まで通り家にいてよ」

「いや、しかしお前と颯馬さんは、その……付き合っているんだろ？」

「えっ!?」

　付き合っている？　私と南さんが!?

　びっくりしすぎて大きな声を出すと、お父さんは不思議そうに目をパチクリさせた。

「えって……付き合っているからその……あぁいうことをしていたんだろ？」

　うっ……！　それを言われると胸が痛い。

　お父さんの言う通り、付き合っていなければ普通あんなことはしない。……しないのに、どうして私はあんなことしちゃったんだろう。

　いや、あれは南さんがあまりに愛しそうに私を見つめて、妙に色っぽい顔と声で迫ってきたからであって……。

　瞬時に思い出したのは、あの日の艶っぽい南さんの表情や息遣い。二週間近く経っているというのに、今でも鮮明に覚えている。

　ひとりあたふたしては、顔が熱くなる。そんな私を見て、お父さんはどこか照れくさそうに言った。

「父さんは反対などしないよ。むしろ颯馬さんと杏子がうまくいってくれたら嬉しい。一緒に夕食をとるようになって、颯馬さんの人となりを知り、彼になら安心して杏子を任せられると思っているよ」

　そう言ってお父さんは、少し乱暴に私の髪を撫でた。

「そういうわけだから、颯馬さんと存分にイチャつけ。それが父さんの本望だ！　……きっと母さんも、な」

　そのままお父さんは自分の部屋へ引っこんでしまった。

「もう、髪がぐちゃぐちゃじゃない」

　手で髪を整えながら、お父さんの話を思い出すと妙に心がくすぐったくなる。

　いつかは結婚をしてお父さんを安心させたいという思いがあった。それは今も当然変わらない。

　南さんと結婚したら、最高の親孝行になるのかも。……だけど私と南さんは付き合ってはいない。そりゃ彼は私を好きだと言っているし、私も抱きしめられて、頬や旋毛にキスをされても嫌じゃなかった。

　しかしまだ私の気持ちは曖あい昧まいなもので、南さんだって本当に私を好きになってくれたのか怪しい。

　でもハグもキスも、好きな相手としかできないよね。それとも女性と男性は違うの？　好きじゃなくても、平気でできちゃうものなの？

　考えれば考えるほど南さんの気持ちも、自分の気持ちもますますわからなくなる。

「とりあえずご飯の用意をしちゃおう」

　お父さんもお腹を空かせているだろうし。

　考えることをやめて再び包丁を手に持つと、インターホンが鳴った。

「こんばんは」

　聞き覚えのある声は南さんのものだ。

　なんというバッドタイミングだろうか。お父さんがまた気遣って出ていくパターンじゃない。だが、お父さんは今自分の部屋にいるし、南さんがきたことに気づいていない。

　包丁を置いて玄関のドアを勢いよく開けると南さんは驚き、目を丸くした。

「すみません。急に開けたりして」

　小声で謝ると、彼は「いや、それよりなにかあったのか？」と心配そうに尋ねた。

「いいえ、その……」

　一度家の中の様子を見て、お父さんに気づかれていないことを確認し、再び声を潜ひそめた。

「最近のお父さん、南さんがくるとすぐ出かけちゃうので、南さんがきていることを知られたくなくて。申し訳ないのですが、食事の用意ができるまで気配を消してもらってもいいですか？」

　不ぶ躾しつけなお願いだということを重々承知の上で頼んでみると、南さんは唇を噛みしめ、首を何度も縦に振った。

「可愛い杏子の頼みなら気配でもなんでも消すよ。それに僕も気になっていたんだ」

　そう言って南さんは手にしていたものを掲げた。

「僕がくるたびに外出されるのが、ずっと気がかりだった。ケーキを三人分買ってきたから、杏子のおいしいご飯のあとに食べよう」

「南さん……」

　優しく微笑む彼に胸がキュンとなる。

「はい」

　彼からケーキの箱を受け取ったときに、ふと店の名前が見えて目を見張った。

「ここのケーキ、食べてみたかったんです」

　南さんが買ってきてくれたのは、頻繁にテレビや雑誌に取り上げられる、有名なパティシエが経営するパティスリーのもの。都内の一等地にあり、連日行列で午前中には売り切れる人気店だ。

　並んで買ってきてくれたんだよね？　忙しいのに申し訳ないが、彼の気持ちがすごく嬉しい。

「本当？　それならよかった。実はここのパティシエとは知り合いでさ。特別に作ってもらったんだ」

　特別に!?　わざわざ!?　あんなに人気店のパティシエに？

　信じられなくて、ケーキが入った箱と南さんを交互に見る。

「ん？　どうかした？」

「あ……いいえ。えっと、どうぞ」

　家に招き入れると、彼は小声で「お邪魔します」と言い、お父さんに気づかれないよう静かに居間へと向かった。私はケーキを冷蔵庫にしまい、料理に取りかかる。

　びっくりしたが南さんはあのミナミグループの御曹司。顔が広いのは当たり前だし、もっとすごい知り合いがたくさんいるはず。

　しかし手土産のケーキひとつで住む世界が違うという現実を突きつけられた気分だ。

　南さんは簡単に知り合いだと言うが、普通はテレビに紹介されちゃうような人とは知り合えないし、特別に作ってもらうことなどできない。……しかしそれができてしまうほど南さんがすごい人なんだよね。

　すっかり我が家に馴染んでいるから忘れていた。本来なら、私と南さんは出会えるような関係ではなかったことを。

　複雑な思いを抱えたまま調理を続けた。




「どう？　おいしい？」

「はい、とっても」

　あれからお父さんは私が「ご飯できたよ」と呼びにいくまで、南さんがきていることに気づかなかった。居間に南さんがいるのを見て、驚いて大きな声を上げたほど。

　さすがに出かけることはなく、南さんが買ってきてくれたケーキを食べている今も、こうしてちゃんと家にいてくれるわけだけど……。

「水谷さん、どうですか？　お口に合いますか？」

「あっ、はい！　とってもおいしいです!!」

　南さんにふいに声をかけられ、お父さんは慌てて答えた。

　やっぱりまだどこかぎこちないよね。ずっとソワソワしているお父さんが気になって、おいしいケーキを味わう余裕がない。

　チラチラと様子を窺っていると、南さんは手にしていたフォークを置き、真剣な面持ちでお父さんと向き合った。

「水谷さん、この前は大変申し訳ありませんでした」

「え……颯馬さん？」

　急に頭を下げ謝り出した南さんに、お父さんは困惑した様子。それはもちろん私も。お父さんとふたり、顔を見合わせた。

「あの、顔を上げてください。颯馬さんに謝られることはなにもないじゃないですか」

「いいえ、あります。……結婚前なのにあんなことしてしまったのですから」

　あんなことと言われて頭をよぎるのは、忘れもしないあの日のこと。

「そのせいで僕がくるたびに気を使わせてしまい、本当に申し訳ありませんでした」

　彼は今、どんな気持ちでお父さんに謝っているのだろうか。

「でも決して中途半端な気持ちで、杏子にあんなことをしたわけではありません。……僕の気持ちは以前お話しさせていただいたときからずっと変わっておりません。杏子さんと結婚したい」

　顔を上げてお父さんにはっきりと告げた彼の言葉に、胸がトクンとなる。

　本当に南さんは私と結婚したいと思っているの？　私でいいの？

　素直に彼を信じたい自分と信じられない自分が、頭の中で葛藤している。

　その間も南さんは真剣な瞳をお父さんに向けたまま。お父さんもまた南さんから目を逸らさずにいた。どれくらいの時間、ふたりは目を合わせていただろうか。少ししてお父さんが静かに言った。

「颯馬さんのお気持ちはよくわかりました。杏子のことを想ってくださり、本当にありがとうございます」

　今度はお父さんが深々と頭を下げると、南さんは慌てて「顔を上げてください」と言って続けた。

「むしろ感謝したいのは僕の方です。杏子と出会う機会を作ってくださり、突然訪ねてきた僕をいつも快く迎え入れていただき、本当にありがとうございます。……こうして同じ時間を過ごして杏子とはもちろん、僕は水谷さんにも仲良くしていただきたいと思っております」

「颯馬さん……」

　顔を上げたお父さんの目は、次第に赤く染まっていく。

「もうひとり、父親が増えたみたいで嬉しいんです。うちの父は昔からずっと忙しく、一緒に食卓を囲む機会は年に数回しかないので」

　そう、だよね。南さんのお父さんはミナミグループの会長だもの。日々忙しいはず。一緒に食事をする機会はもちろん、過ごす時間さえも少ないのかもしれない。

「ですので今後もご迷惑でなかったら、こうして食卓を囲んでいただけると嬉しいです。……できれば少し一緒に飲めればなおさら」

　はにかみながら言う彼に、胸が熱くなる。

　私とだけではなく、お父さんとも関係を築いていこうと言ってくれた南さんの気持ちを信じてもいいのかな。私のこと、異性として見てくれていると思ってもいい？

　嬉しそうに言葉を交わすふたりの話に相あい槌づちを打ちながら、何度も心の中で南さんに問いかけた。




「南さん、今日はありがとうございました」

　時刻は二十一時。帰っていく南さんを敷地内の駐車場まで見送りに出た。いつもは玄関先までだが、今日ばかりは彼を駐車場まで見送りたかった。

「なに言ってるの、お礼を言うのは僕の方だよ」

「え？」

　首を傾げると、南さんはクスリと笑った。

「いつも楽しい時間をありがとう。杏子の家は居心地がよくて、くるたびに帰りたくなくなる。できることなら杏子の家で暮らしたいくらいだ」

「南さん……」

　目を細めて甘い顔で言うなんてずるい。そんなことを言われたら、また彼の気持ちを信じてもいいのだろうかとモヤモヤしちゃうじゃない。

「それによかったよ。忙しくなる前に、水谷さんに僕の想いを伝えることができて」

「忙しくなるんですか？」

　思わず聞き返すと、南さんは眉尻を下げた。

「あぁ、来週辺りからちょっと色々あってね。だからしばらくはこられそうにない」

「そう、なんですか」

　声のトーンと目線は比例するように下がっていく。

　忙しくて当然だよね。南さん、副社長だもの。頻繁にきてくれていたけれど、それも無理していたのかもしれない。

「だからさ、杏子」

　なぜかスーツの内ポケットから、一枚のカードを手に取った南さん。

「これ、受け取ってくれないかな？」

　そのまま差し出され、目を瞬かせてしまう。

「これは？」

「うちの合鍵。僕が早く帰ってこられる日は、杏子が家で待っていてくれたら嬉しい」

『合鍵』『待っていてくれたら嬉しい』って……。

　彼の言葉を理解すると、次第に心が落ち着かなくなる。

「杏子のだし巻きたまご、食べさせてよ。……だめかな？」

　南さんは本当にずるい。「だめかな？」なんていつになく可愛くお願いをされたら、「だめです」とは言えなくなる。彼のことを意識している私には言えないよ。

「仕事が早く終わりそうな日は、連絡ください。……だし巻きたまご、作って待ってます」

　ドキドキとうるさい胸の鼓動を必死に鎮めながら受け取ると、南さんは顔を綻ばせ、ギュッと私を抱きしめた。

「みっ、南さんっ!?」

　突然の抱擁に私の両手は行き場を失う。そして南さんは苦しいほど抱きしめてくるものだから、ドキドキしすぎて胸が痛い。

「ありがとう。どんなにつらい仕事があっても、杏子が家にきてくれるなら乗り切れるよ」

　あぁ、もう。そんなことを言われたら幸せな気持ちでいっぱいになる。

　やっぱり私は南さんのことが好きなのだろうか。自信を持って言えないのは、彼の気持ちが不透明だからかもしれない。

　しかし南さんを意識し始めた私には、今さら面と向かって彼の気持ちをたしかめる勇気など出ず、出口の見えない悩みを抱えたまま、しばらくの間彼に抱きしめられていた。




＊　＊　＊




「杏子ちゃん、お茶のおかわりもらってもいいかな？」

「はーい」

　急須にお湯を注ごうと思ったらポットは空。

「ごめんなさい、お湯沸かしてきますね」

　十五時の休憩時間。寒いからかみんなお茶のおかわりをして、お湯が足りなくなり、ポットを持って事務所へ戻る。誰もいない事務所内にある給湯室でやかんに水を入れ、沸かしていると、ボーッとしてしまう。

　南さんが最後に家に訪れてから一週間以上過ぎた。十一月に入り、寒さも増してきている。

　仕事中は彼のことを考えないように意識しているが、こうしてひとりで手持ち無沙汰になると、必ずと言っていいほど南さんのことばかり考えていた。

「もう一週間……か」

　ポツリと独り言を漏らし、意味もなくポケットからスマホを取り見てしまう。しかし新着メッセージはゼロ。この一週間、南さんからの連絡は一度もない。

　そもそも南さんと連絡を取り合ったのは、初めてデートに出かける前に一度だけ。それ以降は連絡を取っていない。いつも突然家に訪ねてきたし、連絡を取るような用事もなかったもの。

　合鍵を渡されたんだ、私に家にきてほしいときは必ず連絡がくるはず。そう思うと毎日時間さえあればスマホを見ていた。

「もう、これじゃ私、完全に振り回されているよね」

　いつくるかわからない彼からの連絡を待ち続けているのだから。

「なにに振り回されているわけ？」

「わっ!?」

　深いため息を漏らしたとき、急に聞こえてきた声に身体は過剰に反応してしまった。

　スマホをギュッと握りしめて振り返ると、海斗が給湯室のドアに寄りかかり、私の様子を窺っていた。

「ちょっと海斗、驚かせないでよ！」

　胸に手をあてると、バクバクいっている。

「悪い悪い、まさかそこまで驚くとは思わなかったからさ」

　謝っているが、とても謝っているように見えない。むしろしてやったりという顔だ。絶対驚かせようと気配を消して入ってきたな。彼の胸の内が長年一緒にいるからこそわかる。

　隣に並んだ海斗に鋭い目を向けていると、ちょうどお湯が沸き火を止めた。

「話は戻るけど、杏子が振り回されている相手って南さんだろ？」

「なっ、なに言って……っ！」

　図星を突かれ、声が上擦る。しかしこれでは「そうです」と言っているようなもの。案の定海斗は、私を見て笑っている。

「やっぱりな。杏子って本当にわかりやすい」

「うるさい」

　苦し紛れに文句を言うことしかできない。

　海斗は「クククッ」と声を押し殺して笑いながら、沸いたお湯をポットに注いでくれた。

「最近やけにボーッとしているし、よくスマホを見ているからすぐにわかったよ。絶対南さんとなにかあったんだろうなって」

　すべて注ぎ終えてポットの蓋ふたを閉めると、呆れたように肩をすくめ、海斗は続ける。

「言ったよな？　いつでも相談しろって。どうしていつもお前はすぐ俺を頼らないんだよ。……みんなまだ休憩モードだから時間はある。聞いてやるから言ってみろよ。なにがあった？」

　優しい声色で言われると、鼻の奥がツンとなる。

　昔から海斗には頼ってばかりだ。同い年なのにお兄ちゃんみたいな存在の海斗に嘘はつけないし、どんなことも話せる。

　答えの出ない問題を抱えているのはつらい。藁わらにもすがる思いで海斗に南さんとのお見合いのきっかけからすべて打ち明けた。




「ちょっと海斗？　どうして笑うのよ」

　話の途中から海斗はずっと笑いをこらえていた。そしてすべて話し終えると、我慢できなくなったように声を上げて笑い出したのだ。

　こっちは必死に悩んでいるというのに大笑いするなんて、あんまりだ。

　怒りを募らせていると、それに気づいた海斗はハッとし、大きく咳払いをした。

「杏子が悪いんだぞ？　人を笑わせるようなことを言うから」

「笑わせるようなことなんて一言も言っていないけど？」

　間髪容れずに言い返すと、海斗もすぐさま反論してきた。

「だってお前、南さんが杏子と見合いをしたいと思った理由が、トイプードルに似ているからって……アハハッ！　それ聞かされて笑わないほうがおかしいだろ。天パーに生まれてきたことに感謝だな」

「感謝なんてするわけないでしょ!?」

　どうして海斗じゃなくて、亜優に話さなかったんだろう。この前は、ただお見合いしたことを報告しただけで亜優がだいぶ興奮していたから、今の悩みまで相談することができなかったが、まずは亜優に相談するべきだった。

　いまだに笑い続ける海斗に、ますます怒りが募る。

「お湯、入れてくれてどうもありがとう！」

　棘のある声でお礼を言ってポットを手に給湯室を出ると、海斗も追いかけてきた。

「待てよ杏子。笑って悪かったって」

　謝られたってすぐに怒りは収まらない。

「大丈夫、海斗に相談した私がバカだったから謝らなくていいよ」

「そんな怒るなって」

　事務所から外に出ると海斗は素早く私の前に回り込み、行く手を阻はばんだ。そして再度顔の前で両手を合わせて謝る。

「ごめんってば。……もう笑わないから」

　心底申し訳なさそうな顔で言われたら、単純な私は簡単に許してしまう。

「もういいよ。……話、聞いてくれてありがとう」

　海斗に打ち明けたおかげで少し心が軽くなったし。

　その思いで言うと、海斗は急に真面目な顔で話し出した。

「事情はわかった。南さんのことで杏子が今悩んでいることも。その上でひとつ聞いてもいいか？」

　そう前置きすると、まるで私の心情を探るような目を向けてきた。

「ずっと南さんのことばかり言っていたけど、肝心の杏子の気持ちは？　南さんの気持ちがどうこうの前に、大事なのは今のお前の気持ちじゃないのか？」

　私の気持ち……？　そうだよね、私……南さんのことばかりで、自分の気持ちをいっさい海斗に話していない。

「南さんが杏子のことをどう思って見合いをし、結婚したいと言っているのか気になるけどさ、その前に俺は杏子の気持ちを聞きたい」

　そうだよね、まずは自分の気持ちとしっかり向き合うべきなのに、私ってば南さんにどう思われているのかばかり気にしていた。

「自分の気持ちと向き合うことで、見えてくるものがあると俺は思うぞ？」

「な？」と言うと、海斗は私が持っていたポットを手に取った。

「大切なのは杏子の今の気持ち。安心しろ、振られたら俺と亜優が全力で慰めてやる」

「海斗……」

「先に戻る。でないと先輩たち、早くお茶よこせってうるさいから」とおどけて言うと、海斗は足早に作業場へ戻っていく。

　そんな海斗の後をトボトボとゆっくりとした足取りで追う。

　さっきの海斗の言葉、ガツンときた。

　ずっと私のことを死んだ愛犬代わりにしか見ていないのでは？　きっと住む世界が違う私のようなタイプが物珍しいだけ、本当に好かれているわけではないはず……なんてことばかり考えて悩んでいた。しかし大切なのは自分の気持ちだ。

　立ち止まり、再びスマホを手に取る。

　仕事で忙しいだろうし、迷惑だと思って自分からは連絡せずにいたけれど……。

「メッセージを送ってみようかな」

　元気ですか？　無理していないですか？といった当たり障りのない感じで。

　その思いでメッセージ画面を開くものの、なかなか文字を打ち込むことができない。

　だって私が本当に彼に送りたい言葉は違う。〝会いたい〟の一言だから。会って顔が見たい。話をしたい。それが今の私の正直な気持ち。

　スマホを見つめたまま立ち尽くしていると、画面に新着メッセージありの文字が表示された。

「え……えっ!?」

　しかも送り主は南さんで、テンパる。

　やだ、どうしてこのタイミングで送ってくるわけ!?　しかもメッセージ画面を開いたままだったから、一瞬にして既読が付いてしまった。

　これではまるで、南さんからの連絡を待っていたみたいじゃない！　いや、待っていたけれど!!　……それを南さんに知られたのかと思うと恥ずかしい。

　だけど気になるのは彼からのメッセージ。

【久しぶり。突然だけど、今日は午後から家で仕事をしているんだ。夜までに終わらせるから、きてくれると嬉しい】

　男の人らしい絵文字のない文面と、次に送られてきたのは彼のマンションの住所。

「今夜……」

　会えるの？　南さんに。一週間ぶりに会えるんだ。

　そう思うと自分でもびっくりするほどテンションが上がり、頬が緩んだ。

　南さん、だし巻きたまごが食べたいって言いそうだし、他にも彼の好きなものを作ってあげたい。だったら買い物してから行かないと。

　行きますと返信して、緩みっぱなしの顔を引き締めてから作業場へと戻った。




「えっと……ここで間違いないんだよね？」

　スーパーで買った食材を入れたエコバッグを片手に、もう片方の手で持っているスマホと目の前にそびえ立つ高層マンションを、何度も交互に見る。

　仕事を終え、急いでスーパーで買い出しをして南さんが送ってくれた住所を頼りにきたわけだけど……。

「南さんってば、こんなところに住んでいたの？」

　もう一度住所を見れば、そこに書かれていたのは恐らく最上階の部屋番号。最上階はうしろへ離れて思いっきりのけ反らないと見えないのですが。

　心を弾ませてきたはずなのに、彼の住む家を目の当たりにすると身分の違いを痛感させられ、気持ちは一気に沈んでいく。

　しかしこればかりは仕方がない！　最初から南さんとは住む世界が違うとわかっていたもの。

　そう自分に言い聞かせて、エコバッグ片手にいざマンションのエントランスへ向かう。しかし私、場違い感がハンパないな。

　近づくにつれて見えてきたのは、豪華そうなエントランス内の様子。

　気恥ずかしくてエコバッグをうしろに隠しながら足を踏み入れると、そこはまるで別世界だった。

　床は全面大理石で光り輝いていて、まるで高級ホテルのラウンジのような雰囲気。正装したコンシェルジュが二名、カウンター越しに丁寧に頭を下げた。

　初めて見た。マンションにいるコンシェルジュなんて。恐らく勝手に家に上がり込んだらいけないパターンだよね、これ。

　挙動不審ととられかねない態度をとりなりながらも、コンシェルジュがいるカウンターへと向かっていく。

「あの、すみません……」

「はい」

　恐る恐る尋ねると、笑顔で対応してくれた。

「えっと……３０１０号室の南さんを訪ねてきたのですが……」

　南さんの名前を出すと、すぐにコンシェルジュは「南様より承っております」と言いながらカウンターから出て、私を案内してくれた。

　導かれるがままやってきたのは、ガラス張りのドアの前。どうやらこの先が居住区となっているようだ。

「そちらにカードキーを照らしていただきますと、ロックが解除されドアが開きますので、前方右側にある高層階専用のエレベーターをご利用くださいませ」

「あ、ありがとうございました」

　再び丁寧に頭を下げて去っていくコンシェルジュにつられるように、私もまた頭を下げた。

　それにしても南さんは、とんでもないところに住んでいるな。毎日あそこを通って家を出たり帰宅したりするわけでしょ？　セキュリティ面は万全だと思うけれど、あんな対応をされると息が詰まりそう。

　そんなことを思いながら、言われた通り南さんから預かったカードキーをかざすと、ピッと音が鳴りドアが開いた。

　キョロキョロしながら歩を進めていき、エレベーターに乗り込む。最上階のボタンを押すと静かに上昇していくエレベーターの中で、深いため息が漏れた。

　久しぶりに南さんに会えると舞い上がっていたが、まだ会えていないのにすでに疲労。でも……。

　エレベーターは最上階に到着し、ドアが開いた。

　あと少しで南さんに会えると思うと、緊張してくる。

　ドアの前で一度大きく深呼吸をした。メールに書かれていた通り、鍵を取り出す。

　南さんは一度仕事に集中すると、周囲の音が聞こえなくなるらしく、メッセージには【合鍵を使って家に入り、ご飯を作って待っていてほしい】と書いてあった。

　初めて訪れるのに勝手に鍵を開けて入ることに気が引けるけど、仕事の邪魔をするわけにはいかないし、南さんが入っていいと言ったんだからいいんだよね。

　高鳴る胸の鼓動を鎮めながら施錠を解除し、恐る恐るドアを開けた。

「お邪魔します」

　ボソッと小さな声で断りを入れて足を踏み入れる。ドアの先に広がる景色を眺めると、玄関から続く廊下には明かりが灯っていた。

　電気がついているし、南さんは家にいるんだよね。そう聞いてはいたが、もしいなかったら……と思うと不安だったから安心した。

　廊下にはいくつか部屋のドアがある。そのうちのどれかの部屋で南さんは仕事をしているのだろう。

　静かに靴を脱いで家に上がろうとしたが、玄関先に並べてあった二足の靴に視線が釘付けになる。

　一足は見覚えのある南さんの革靴。そしてもう一足はエレガントなデザインのハイヒール。これはどう見ても南さんのものではない、よね？　じゃあこのハイヒールは誰のもの？

　茫然と立ち尽くしていると、静かな廊下にドアが開く音が響いた。

　びっくりしてすぐさま音がした方を見ると、スーツ姿の綺麗な女性が奥の部屋から出てきた。

　えっ……この女性はいったい誰？

　しかし向こうは私がくることを知っていたのか、小さく頭を下げた。

「どうぞお上がりください」

　まるで自分の家のような物言い……。この人は南さんにとってどんな存在なのだろうか。だけどただの顔見知りといった関係ではないはず。こうして彼の家に上がっているのだから。

　警戒心をむき出しにしていると、女性は真っ直ぐにこちらにやってきて、慣れた様子でスリッパを出した。帰れる雰囲気ではない。それに南さんとの関係も気になる。

「失礼します」

　スリッパに履き替えると、女性は私をリビングまで案内してくれた。

　窓一面から都内の夜景が一望でき、思わず目を見張る。その間に女性はキッチンでハーブティーを淹れると、再び戻ってきた。

「どうぞ」

「あっ、すみません！　ありがとうございます」

　テーブルに置くと、女性は私に座るよう促す。

　慣れた様子で淹れていたし、この家にくるのは初めてではなさそうだ。この人はいったい誰？　南さんはひとり息子だし、兄妹の可能性はない。それじゃ従い兄と妹ことか？　考えたくないが恋人、ではないよね？

　いくら南さんが少し変わった人だといっても、恋人がいるのにお見合いなどしないはず！と信じたいが……。

　色々な考えが頭を駆け巡る中、とにかく座ろうと思いソファに腰を下ろすと、女性も私と向き合うかたちで座った。

「ご挨拶が遅くなってしまい、申し訳ありません、落ち着いた状況でご挨拶を……と思いましたので」

　女性がスーツのポケットから取り出したのは、ブランドものの名刺入れ。そこから一枚取り、差し出した。

「初めまして。笹ささ本もと真ま理り愛あと申します」

「ありがとうございます」

　名刺を受け取り見ると、そこにはミナミ自動車本社、秘書課勤務と書かれていた。

「ご覧の通り、副社長秘書として勤務しております」

「副社長秘書……ですか」

　じゃあ彼女、笹本さんは南さんの秘書ってことだよね？

「水谷さんのことは存じ上げております。颯馬から毎日のように聞かされているので」

　颯馬……？　私の聞き間違い？　今、名前で呼んだよね？　しかも呼び捨てだった。だけど笹本さんは南さんの秘書のはず。それなのに名前で呼ぶってことは……？

　混乱する私に、笹本さんはにっこり微笑んだ。

「いかがでしたか？　颯馬との初デートは。意外な場所で驚かれませんでしたか？」

「デートって……」

　笹本さんの言うデートって、あのデートだよね？　上野動物園に行って浅草に連れて行ってくれた。

　彼女にそんな話をするほど親密な関係ということ？

「予想外でした。あんなデートコースを提案した颯馬を、お嫌いにならなかったのが。てっきり水谷さんも、颯馬のスペック目当ての軽い女性だと思っておりましたので」

　笑顔のまま言われたが、完全なる嫌みだ。軽い女性ってどういう意味？

　カチンときて反論に出る。

「あの、私は南さんの家柄が目当てではありませんから」

　きっぱり否定すると、初めて笹本さんの眉がピクリと動き、反応を見せた。けれどそれも一瞬で、すぐに表情を整え咳払いをした。

「それは失礼いたしました。では、率直に言わせていただいてもよろしいでしょうか？」

「なんでしょうか」

　身構える私に笹本さんは鋭い目を向けた。

「私は颯馬の秘書である前に、彼とは幼なじみなんです」

　幼なじみ――。だから南さんのことを呼び捨てで呼んでいるんだ。

　納得している間も、彼女は続ける。

「颯馬のことをずっと昔から一番近くで見てきました。母親の愛情に飢えている彼も、人とは少し感覚がズレているところも、そのせいで周囲とうまく人間関係が築けずにいたことも。嬉しいこと、楽しい時間を共有し、悩みがあったらいつも相談に乗り、きっと会長である父親より私と一緒に過ごした時間の方が長いはずです」

　彼女の話を聞き、ズキッと胸が痛む。

　幼なじみなら、昔から南さんのそばにいたのは当たり前なこと。私と海斗だってそうだ。生まれたときからずっと一緒で、今だって悩みがあったら相談している。

　きっと南さんと笹本さんの関係は、私と海斗の関係と同じだと思う。

　頭ではそうわかっているのに、私の知らない南さんを彼女が知っていると思うと、なぜこんなにも醜みにくい感情に覆われるのだろうか。

「だからこそわかるんです。颯馬があなたに抱いている感情は、恋愛感情ではないと。あなただってそう思っているのではないですか？」

「それ、は……」

　私も同じことを思っていたから、言葉に詰まる。

　なにも言えない私に彼女は容赦なく現実を突きつけた。

「颯馬は母親のいない環境で育ち、父親である会長も多忙な方でした。そのせいでひとりで過ごす時間が多く、人との付き合い方が苦手で。……そしてひとつのことに熱中すると、周囲が見えなくなります。現に今がそうです。仕事に集中していて、あなたがいらしていることにも気づいていないでしょうし、私たちの話し声も聞こえていないはずです。そんな颯馬があなたにプロポーズしたのは、ずっと溺愛していた愛犬と似ていたからです。……あなたに特別な恋愛感情なんてありません」

「……っ！」

　きっぱりと断言する彼女の目は自信に満ち溢あふれていて、まるで自分は南さんのことなら、なんでもわかると言いたそうにも見える。しかし実際そうなのかもしれない。

「ですから私はあなたのためを思って颯馬にアドバイスをしました。あなたに嫌われるようなデートプランを提案したのも、そのひとつです」

「……え」

　あの日のデートはとても楽しかった。南さんの意外な一面をたくさん知ることができ、なにより彼が私に合わせて場所を選んでくれたのが嬉しかった。

　たしかに南さんは友達に相談に乗ってもらったと言っていた。……言っていたけれど、まさか笹本さんが考えたプランだったなんて。

「会長はどんなお考えでいるのか存じませんが、これから私がお話しすることは、あなたのためを思ってのことだとご理解ください」

　彼女は一呼吸置き、より厳しい口調で言った。

「颯馬は将来、ミナミグループを背負う立場にいます。そんな颯馬の伴侶として、この先過ごしていく覚悟がおありですか？　ましてや颯馬は恋愛感情がいったいどんなものなのかも知らないような男です。そんな彼と一緒になっても、不幸になるだけかと思いますが？」

「そんな……っ」

「苦労して後悔するのは目に見えております。……取引先だからといった理由でお断りになれないのなら、私の方でうまくお断りできるよう、手配いたします。時間が経てば経つほど、後戻りできなくなるだけですよ」

　今度は諭すように言われ、なにも言い返せなくなる。

　彼女の言うことはもっともだ。しかし心の中は悔しい感情で埋め尽くされていく。

　私は正直、彼と一緒になればどんな未来が待っているのかわからない。

　最初は南さんのことを〝あのミナミグループの御曹司〟としか見ていなかった。でも一緒に時間を過ごすにつれ、いつしか私の中で〝ミナミグループの御曹司〟から〝南颯馬さん〟へと変わっていった。今ではひとりの男性として、気になる存在。

　あぁ、そうか。だから私、こんなにも悔しいんだ。南さんのことをなにもかも理解しているように言われ、私が南さんの表面しか見ていないと思われているから。

「おわかりになりましたら、どうか……」

「あの、ひとつよろしいでしょうか？」

　どうしても彼女に伝えたいことがあり、話を遮った。

「なんでしょうか？」

　少しだけ不満そうに顔を歪ゆがませながらも、笹本さんは聞く体勢をとる。

「わかっています。南さんが私に対して恋愛感情を抱いていないことを」

「でしたらお話は早いですね」

　間髪容れずに言う笹本さんに、すぐに言葉を返した。

「不釣り合いだってことも、笹本さんがご心配してくださったことも、すべて理解しているつもりです。その上で私は、ひとりの男性として南さんに惹かれています」

　自分の気持ちを正直に伝えると、笹本さんは大きく目を見開いた。

「ひとりの男性として、ですか？」

　私の言葉を繰り返す彼女に深く頷いた。

　ずっと自分の気持ちに自信を持てずにいた。けれど、笹本さんに言われて悔しいという感情を抱き、気づいた。それは南さんに惹かれているからだと。

　ミナミグループの御曹司だとか、住む世界が違って全然釣り合わないとか、彼の気持ちとか。そんなの建前であって、すべて取りのぞいたら残る気持ちはひとつ。南さんに惹かれているということだけ。

「ミナミグループの御曹司なんてものは、肩書きでしかないですよね？　私はただ、南さんというひとりの男性に惹かれたんです。今はこの気持ちだけを大切にさせてください」

　彼に惹かれているのなら、笹本さんが言うようなことも考えなくてはいけないのかもしれない。でも今はまだ、芽生えたばかりの自分の気持ちだけを大切にしたい。

　自分の想いがはっきりしてよかったが、これからどうしたものだろうか。

　笹本さんは呆然としている。

　今の状況、非常に気まずい。それに彼女は仕事できているのだろうし、材料は買い揃えてきたものの、私がキッチンで料理を作り始めたら迷惑だよね。

「すみません。今日は失礼します。南さんによろしくお伝えください」

　立ち上がると笹本さんも我に返り、慌てて立ち上がった。

「いいえ、颯馬は水谷さんとのお約束を楽しみにしておりましたので、私が失礼いたします」

「え、でも……！」

　笹本さんは素早くジャケットとバッグを手にし、玄関へと向かっていく。どうしたらいいのかわからず、私もエコバッグ片手に後を追う。

　ここは私が帰るべきだ。しかしなんて言って引き止めたらいいのかわからず、玄関でハイヒールを履く笹本さんの姿をただ眺めることしかできない。すると笹本さんは振り返り、真っ直ぐに私を見つめるものだから息を呑む。

「水谷さんのお気持ちはわかりました。正直にお話しいただき、ありがとうございました」

「いいえ、そんな」

　丁寧に頭を下げられると恐縮してしまい、つられるように私もまた頭を下げた。だが、顔を上げると、再び真剣な瞳を向ける彼女と目が合い、身体中に緊張がはしる。

　同じ家の中に南さんがいるとは思えないくらい静かな室内で、彼女はそっと口を開いた。

「私も正直な自分の気持ちをあなたにお伝えしてもよろしいですか？」

　笹本さんの正直な気持ちって……？

　フリーズする私に彼女ははっきり告げた。

「私は物心ついた頃からずっと颯馬を想っています」

　予想外の告白に言葉を失う。

「でも颯馬は昔から恋愛にはまったく興味がなくて。……私はただ、颯馬のそばにいられればそれだけで充分でした。だからこそ今の仕事に就いたんです」

　そう言うと笹本さんは、目を伏せて小さく息を漏らした後、再び私を見据えた。

「なのに急にあなたが現れた。……今まで異性に対して興味を持つことなどなかったのに、急にあなたと結婚するって言い出して。仕事が生き甲斐の人が、いつの間にかあなた中心の生活になってしまいました。あなたに会いたいがために仕事を頑張って、嬉しそうに退社していく。……あなたにわかりますか？　そんな颯馬の背中を見送っている私の気持ちが」

　苦しそうに表情を歪ませ、大きく瞳を揺らして訴えかけてくる笹本さんの姿に、彼女が南さんを想う気持ちは本物だと思い知らされる。私よりも昔からずっとずっと、南さんを強く想っているのだと――。

「私の方が颯馬のことを、ずっとひとりの男性として想ってきました。この気持ちはこの先も変わりません。颯馬を想う気持ちでは水谷さんにも、もちろん他の誰にも負けない自信があります。……なにより彼のことを一番理解しているのは私だから」

　力強い眼差しを向ける彼女から目を逸らせない。

「水谷さんのおかげで目が覚めました。……私、颯馬のことを誰にも渡したくありません。もちろんあなたにも」

　宣戦布告ともとれる言葉。けれど彼女は小さな敵意を瞳に宿らせただけで、再び丁寧に頭を下げると、一方的に「失礼します」と言い出ていった。

　バタンとドアが閉まる音だけが虚しく耳に残る。

「笹本さんが、南さんを好き……？」

　一気に色々なことが起こり、頭の中はパニック状態に陥る。

　南さんに笹本さんという幼なじみがいることにびっくりしたし、その彼女は幼い頃からずっと南さんを想っていて、好きだから彼の会社に入り、支えているんだよね？　つまり笹本さんは仕事でもプライベートでも、南さんの一番近くにいる存在なのではないだろうか。

　デートの行き先を相談するくらいだもの。南さんも彼女のことを信用しているはず。

　出会ってまだ数ヵ月の私とは違う。笹本さんは幼い頃からずっと南さんと一緒に過ごしてきたんだ。

　気づいていないだけで、もしかしたら南さんも笹本さんのことを好きだという可能性もあるよね。そんな彼女が本気を出したら、私に勝つ術などあるだろうか。




「杏子？」

「え――？」

　どれくらいの時間、立ち尽くしていたのだろうか。いつの間に仕事を終えたのか、南さんに声をかけられ、我に返った。

　振り返ると、部屋から出てきた南さんは私の姿を見て嬉しそうに顔を綻ばせた。

「久しぶり、きてくれてありがとう。……会えて嬉しい」

　甘いセリフを言いながら駆け寄ってくると、南さんは私が手にしていたエコバッグを持ってくれた。そして中の食材を見て嬉しそうに目を細める。

「もしかしてだし巻きたまごを作ってくれるのか？　ありがとう、嬉しい」

　眩しい笑顔を向けられ、直視できなくなる。

　私ってば単純すぎ。さっきまで色々なことを考えて不安になっていたというのに、この瞬間だけかもしれないけれど、南さんの笑顔ひとつで不安が吹き飛んだのだから。

「実は昼飯をまともにとっていないから、腹が減って……」

「え、大丈夫ですか？」

「うん。夜には杏子のご飯が食べられるかもしれないと思ったら、昼食取っている時間さえもったいなくて。仕事が終わったタイミングで杏子がきてくれてよかったよ」

「こっちだよ」とリビングへ向かう南さんに、けっこう前からきていたことを言うタイミングを逃した。

　南さんの後を追って再びリビングに入ると、彼はテーブルに置きっぱなしのカップふたつを不思議そうに眺めていた。

「あれ……僕、紅茶なんて飲んだっけ？　しかも二杯も？」

　記憶になくて当然なのに、首を傾げる南さんに慌てて声を上げた。

「すみません、それはその……南さんが仕事中に笹本さんが淹れてくれたものでして」

　しどろもどろになりながらも説明すると、南さんは驚き目を見開いた。

「え、もしかしてけっこう前からきてくれていたの？」

「……はい、すみません」

　すぐに言えなかったことがうしろめたくて謝ると、南さんはすぐに「謝るのは僕のほうだ」と言って申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「待たせてしまい、悪かった。……でもそうか。真理愛がきていて、紅茶を淹れてくれたってことは、杏子を退屈させずに済んだようだな」

〝真理愛〟……。当たり前のように、笹本さんのことを下の名前で呼ぶ彼に胸が痛む。

　ふたりは幼なじみだもの。お互いのことを名前で呼び合っていても、おかしくない。私と海斗だってお互い名前で呼んでいるのだから。

　気持ちを入れ替えて、笑顔を取り繕った。

「はい、おいしいハーブティーをいただいてしまいました」

「そっか。真理愛は僕の幼なじみで、仕事の面でもサポートしてもらっているんだ。……だから真理愛と杏子が仲良くなってくれたら嬉しい」

　彼のお願いに私は返事をすることも、頷くこともせず、ただ笑みを浮かべることしかできない。

　無理だと思う。ついさっき宣戦布告された相手と仲良くなんてできるはずない。でもそんなことを南さんには言えないよ。

「えっと、それじゃキッチン借りて作りますね」

　気まずくてキッチンへ逃げ込んだというのに、南さんも後を追ってきた。

「キッチン用品とかどこにあるかわかる？」

「だっ、大丈夫です！　探しながらやりますから！　南さんはどうぞお気になさらずお仕事でもしていてください」

　背中をグイグイ押してキッチンから追いやると、なぜか彼はクスクスと笑い出した。

　振り返り私を見ると、口元を手で覆いながら言う。

「ごめんね、笑ったりして。……なんか今のやりとり、まるで新婚さんみたいだと思ってさ」

「なっ……！」

〝新婚さん〟というワードに過剰に反応して声を荒らげると、南さんはますます笑う。

「じゃあお言葉に甘えて、ため込んでいる雑誌や新聞を読んでいてもいい？」

「……もちろんです」

「なにかあったら声かけて」

　次の瞬間、大きな手が私の頭を優しく撫でた。それだけのことで心臓が大きく飛び跳ねる。

　だめだ、一度落ち着かないと料理なんて作れない。

「わかりました」と伝え、くるりと背を向けキッチンへ戻る。そしてエコバッグから買ってきた食材を取り出しながら、何度も深呼吸をして胸の高鳴りを必死に鎮めた。

　自分の気持ちをはっきりさせるために南さんに会いにきた。なのに笹本さんに言われて自分の気持ちに気づいて。……そして実際に彼に会って思い知らされた。

　南さんと一緒にいるとドキドキする。頭を撫でられただけで苦しいほど胸が締めつけられた。もう自信を持って言える。私、南さんのことが好きなんだ。

　好きだから笹本さんに言われて悔しくて、彼女の気持ちを聞いて動揺したんだ。

　はっきりと自覚すると、たまらなく恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。

　とっ、とにかく料理を作らないと！　作って今日のところはさっさと退散しよう。「仕事の邪魔をしたら悪いから」など、適当に理由をつけて。そう、思っていたんだけど……。




「食事のお礼に珈琲は僕が淹れるから、杏子は座ってテレビでも見ていて」

「え、あの……！」

　なぜか私は食事を作り終え、片づけを済ませた今もこうして南さんの家に留まっていた。片づけが終わると、今度は私が彼に背中をグイグイと押され、リビングのソファに無理やり座らされた。

　そしてテレビをつけると南さんは、「待ってて」と言って上機嫌でキッチンに入っていく。そんな彼の背中を見送りながら、食事を作り終えてからのことを思い出す。

　料理を作り終えてすぐに、さり気なく帰ろうとしたのに南さんに「一緒に食べてくれないなら、杏子がきた意味がない」と言われ、食事をともにすることになった。

　そうなると片づけをせずに帰るわけにはいかず、南さんに手伝ってもらいながら使った食器の片づけを済ませると、先ほどのやり取りがあり、今に至る。

　好きだと気づき、これまでいったいどんな風に彼と接していたのかわからなくなるほど、心は乱れていた。

　なにをしてもなにを言っても、とにかく南さんがカッコよく見えて仕方がない。珈琲を淹れているところをチラッと見ただけで、胸がキュンとなるのだから重症だ。

　ズルズルと長い時間一緒にいたら、ドキドキし過ぎて心臓が止まりそう。

　珈琲を飲んだら、早く帰ろう。そう心に決めて、うちのテレビとは比べものにならないほど大きな画面を眺めた。ちょうど音楽番組が放送されていて、人気のアーティストが切ないバラード調の歌を熱唱している。

　この曲、今話題の失恋ソングだ。歌詞が今の自分と重なり、切なくなる。

　好きと言っても、様々な種類がある。その違いに悩む女の子の曲だった。

　私は南さんのことが好き。南さんも私のことを好きだと言ってくれているけれど、きっと彼の〝好き〟って気持ちは、私と同じじゃない。

　私とお見合いしたいと思ったきっかけが、死んだ愛犬と似ているからだよ？　それに笹本さんも言っていたけど、南さんは今まで恋愛に興味がなかったみたいだし。そんな彼が本当に好きって気持ちを理解しているとは正直思えない。

　きっと南さんは、幼い頃から笹本さんが自分を想ってくれていることに気づいていないでしょ？　それなのに笹本さんは気持ちを伝えることをせず、ずっとそばにいたんだよね。そのために今の仕事に就いたとも言っていたもの。

　笹本さんはどんな思いで片想いをしてきたのだろうか。一方通行で、伝えることができない想いを抱えたまま好きな人のそばにいることは、私が想像している以上につらく、苦しいはず。それでも一途に南さんを想い続けてきた笹本さんに、私が勝つことなどできるのだろうか。

　グルグルと考え込んでいると、キッチンから珈琲豆を挽ひく音と、芳しい香りが漂ってきた。

「お待たせ、もうできるよ」

「ありがとうございます」

　豆から挽く本格的な珈琲を飲むのは久しぶりだ。お父さんはあまり珈琲が好きじゃないから、専らインスタントだ。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　珈琲を注いだカップを私に手渡し、南さんは当然のように私の隣に腰を下ろした。

　肩と肩が触れそうなほど近い距離感と、少しだけ沈むスプリングの音に心臓はまた忙せわしなく動き始める。

　この肩と肩が触れそうで触れない、微妙な距離感にカップを持つ手の力が強まる。だけど南さんはくつろいだ様子で、優雅に珈琲を啜っている。

　だめだ、早急に帰ろう。心臓がいくつあっても足りなさそうだ。

　熱々の珈琲を冷ましながら必死に飲んでいると、南さんは優しい声色で言った。

「今日はこうして家にきてくれて、本当にありがとう」

　隣を見れば愛しそうに私を見つめている南さんと目が合い、ドキッとなる。

「最近、本当に忙しくて。心身ともに疲れていたけど、杏子に会えて、杏子が作ってくれたおいしいご飯を食べたら元気が出たよ。また明日から頑張ろうって思える」

「南さん……」

　やだな。そんなことを言われちゃったら嬉しくて、頬が緩んじゃうじゃない。

　だけど素直に感情を表に出すことが照れくさくて、こらえるように唇を噛みしめた。

「お仕事、大変ですよね。……南さん、副社長ですし」

　手にしているカップに視線を移して尋ねると、南さんはゆっくりと答えてくれた。

「そうだな……。大変な仕事ではあるかな？　僕にしかできないことも山ほどあるしね。でもどんな仕事に就いても、大変じゃない仕事なんてないと思うよ。杏子の仕事だって大変でしょ？」

「そんなっ……！　私の仕事なんて大したことないですよ？　それにうちは小さな会社ですし、休憩時間にお茶汲みして、みんなと談笑する余裕もありますし」

　南さんの仕事とは、比べものにならないよ。なのに彼はすぐに「そんなことない」と力強い声で言う。

「水谷さんの会社で経理を担当しているのは、杏子ひとりだけだろ？　それに従業員みんなとコミュニケーションをとることって、とても大切なことだと思うよ」

　今まで自分の仕事をこうして褒められたことなどないから、なんとも言えぬ気持ちでいっぱいになる。嬉しいような、恥ずかしいような。……いや、嬉しいかな。

　気恥ずかしくなっていると、南さんは目を細めた。

「杏子の会社はみんな仲良さそうだよね。……羨ましいよ、そんな職場で働けて」

　そう言うと彼は悲しげに瞳を揺らした。

「会社が大きくなればなるほど、信用できる人間が減っていく。常に疑心暗鬼状態で、和やかにコミュニケーションなんてとれないからね」

　そう話す南さんの横顔は、無理して笑っているようにしか見えない。

　もしそうならば悲しいことだ。同じ会社で働く仲間だというのに、信用できる人が少なくなっていき、常に疑心暗鬼状態だなんて。

　頭に浮かぶのは、いつもの我が社の様子。十時と十五時にみんなで仲良く休憩を取って、常に笑いが絶えない。それがずっと当たり前に思っていたけれど、そうではないんだよね。私もお父さんも、縁に恵まれているだけなんだ。

「でも信用できる人もいるんですよね？」

　少なくなっているとは言っても、誰ひとりいないとは言っていないもの。それに、会社で誰も信用できる人がいないなんて、どんなにつらいか……。

　祈るような思いで答えを待つと、南さんの口角が少しだけ上がった。

「杏子は優しいね。……僕のこと、心配してくれているんでしょ？」

「――え、わっ!?」

　次の瞬間、彼がゆっくりと私の肩に頭を乗せたものだから、びっくりして実に色気のない声が出た。肩に感じるぬくもりと、時折頬に触れる彼の髪がくすぐったくて、微動だにできなくなる。

　南さんってば、急にどうしちゃったの？

　あわあわする私を余所に、南さんはまるで安心した猫のように私の肩に体重を預けたまま、ポツリポツリと語り出した。

「嬉しいよ。……杏子が僕の心配をしてくれるなんて」

　心配するに決まっているじゃない。たとえ好きな人じゃなくてもこんな話を聞かされたら心配になるよ。

「こんな僕にも信用できる人はちゃんといるんだ。父親もそうだし、重役の中にも数名いる。それに、杏子もさっき会った秘書の真理愛も」

　そっか、ちゃんといるんだ。会社内に南さんが信用できる人が。

　その話を聞いてホッとしながらも、信用できる人の中に笹本さんがいると聞いて心が落ち着かなくなる。

「そう、ですか。……それならよかったです」

　こんなの、精いっぱいの強がりだ。よかったなんて、心から思っていないくせに。

　そんな私の胸の内を知らない南さんは、笹本さんの話を聞かせてくれた。

「でも真理愛は特別かな？　幼い頃からずっと一緒に過ごしてきたから。家族みたいな存在なんだ。真理愛がうちの会社に入り、僕の秘書として働いてくれて助かっている。……本当、真理愛には幼い頃から何度も助けられてきたんだから」

　嬉しそうに笹本さんの話をする南さんに、ズキズキと胸が痛む。こんな話は聞きたくない。南さんは気づいていないのだろうか。笹本さんの話をしている彼はすごく優しい顔をしていることに。

　ゆっくりと離れていく彼の表情はとても柔らかい。

「この先も真理愛は僕にとってなくてはならない存在だと思う。だから今度、僕の方からちゃんと真理愛のことを紹介させて。……真理愛にも杏子のことを紹介したい。僕が大好きな杏子だよと」

　南さんは、自分と私が手にしていたカップをそれぞれテーブルに置いた。そして次に優しく包み込むように私の身体を抱き寄せた。

「僕にとって大切な人だって、しっかりと紹介させてくれ」

　囁かれた言葉に胸がキュンとなる。できることなら彼がくれた言葉をすべて信じたい。

　しかし南さんは、自分にとって笹本さんがどんな存在なのか、ちゃんと理解できているのだろうか？　彼女の話をする南さんはとても穏やかで優しい声色をしている。特別な感情があるのではないかと疑ってしまう。

　私にとって海斗は家族みたいな存在だけど、同じ幼なじみだからといって南さんたちふたりもそうだとは限らないよね。現に笹本さんは南さんに特別な感情をずっと抱いてきたのだから。南さんは恋愛経験がなく、好きって気持ちを理解できていないから気づいていないだけではないだろうか。

　好きだと自覚した私は、また新たな悩みが芽生え、好きな人に抱きしめられながら胸を苦しくさせていた。










第七話『やっと気づいた』




「……ず、杏子！」

「わっ!?　なっ、なに!?」

　突然耳に届いた大きな声に驚き、椅子から立ち上がった。

「なにって……それはこっちのセリフだ」

　怪け訝げんそうに私を見る海斗越しに見えた事務所内の時計の針は、十八時をさしていた。

「え、もうこんな時間なの？」

「お前、今日はずっとボケッとしていたよな？　先輩たち心配していたぞ？　上がるときに声をかけても上の空だったから、みんなわざわざ戻ってきて、片づけをしていた俺に〝なにかあったのか？〟とか、〝喧けん嘩かでもしたのか？〟って聞いてくるし」

　その場面が容易に想像できる。私と付き合っていると勘違いしているみんなが、どんな風に海斗に聞いてきたのかを。

「ごめん」

　素直に謝ると、海斗は小さく息を漏らした。

「なんだよ、昨日の帰りは上機嫌だったから、南さんと会ってきたのかと思っていたけど違った？　もしかして昨日会って、なにかあったのか？」

　探るような目で聞いてきた海斗に、心が大きく揺れる。

　海斗に話したい。今のモヤモヤした気持ちを聞いてほしい。なにかあれば、いつも海斗を頼ってきた。南さんにとって笹本さんは、私にとっての海斗のような存在なのかな。でも笹本さんは違うんだよね。南さんのことをひとりの男性として見ているんだ。

「ねぇ、海斗」

「ん？　なんだよ」

　ぶっきらぼうに返事をしながらも、聞く体勢をとった海斗に尋ねた。

「海斗は私のこと、どう思っている？」

「……は？」

　突拍子もない質問に、彼はずいぶんと間抜けな顔をした。

「なに言ってるんだよ、急に」

「バカバカしい」とはぐらかす海斗に、思わず声を荒らげた。

「お願い、ちゃんと答えて！　……小さい頃からずっと一緒にいるけど、海斗は私のことをどう思っている？」

「どうって……」

　切せっ羽ぱ詰つまった状態の私に海斗は目を白黒させた後、真剣な面持ちで答えてくれた。

「どうもこうも、俺にとって杏子は昔から大切な友達で、家族みたいな存在だよ。……それはお前も同じだろ？」

「そう、だよね……ごめん、急に変なこと聞いちゃって」

「ハハッ」と力ない声で笑うと、海斗は私の隣の席に腰を下ろし、私にも椅子に座れと促す。

「みんな帰った。社長は残っているけど、もう少し仕事していくって言っていたし、誰かに聞かれる心配はない。……話せよ、昨日なにかあったんだろ？」

　だめだな、海斗にこうして優しく聞かれちゃうと甘えたくなる。

　私も椅子に腰かけ、昨日の出来事と自分の胸の内を明かした。

「なるほどな、いたわけだ。南さんにも幼なじみってやつが」

　あれから海斗は、モヤモヤした気持ちをうまく伝えられない私の言葉を最後まで聞いてくれた。そしてすべて話し終えると、海斗は腕を組んで考え込む。

「海斗？」

　名前を呼ぶと海斗は「うーん……」と唸うなりながら話し出した。

「俺たちは好きって感情を知っているだろ？　だから周囲になにを言われようとお互いに恋愛感情じゃないってわかっているけどさ、南さんはどうなのかなって思って」

「それは……私も思う」

　好きって感情がどういうものなのか理解しているからこそ、どんなに周囲に騒がれたって冷静でいられるし、きっぱり否定もできる。でも南さんは違う。恋愛に興味がなく、誰かを好きになったことがないと言っていたもの。

「杏子を不安にさせたいわけじゃないけど……」

　そう前置きすると、海斗は私の様子を窺いながら言った。

「南さんは自分の気持ちに気づいていないだけなのかもしれないって、杏子が不安に思う気持ちも理解できなくはない」

　やっぱり海斗もそう思うよね。

「もちろん南さんが俺に言ったように、杏子に対する気持ちも本物だと思う。……思うけど、あの人の中で〝好き〟って感情がどんなものなのか、まだ理解できていないのかな？って思ったりするよな」

「……うん」

　海斗が私に伝えたいことがわかるから胸が少しずつ苦しくなっていく。

　南さんのことを信じたいけれど、好きだからこそ素直に信じられないんだと思う。

　モヤモヤし始めた私に、海斗は先ほどとは打って変わり明るい声で言った。

「でもさ、俺たちがどんなに考えても理解できるはずがないんだ。だから直接本人に聞いてこいよ」

「……え？　えぇっ!?」

　予想外のアドバイスに大きな声を出した私に、海斗はにっこり微笑んだ。

「それが一番の得策だろ？　この先もずっと今の状態でいられたら俺が困るんだよ。先輩たちにも心配させることになるんだぞ？　だったらいっそのこと当たって砕け散ってこい」

「砕け散ってこいって……」

　海斗ってば、他ひ人と事ごとだと思って簡単に言ってくれる。

　周りに迷惑をかけたり、余計な心配をかけたりしたくない。しかし、だからと言って本人に直接聞くなんて……。ストレートに好きですって告白するようなものだ。

「無理だよ。南さんに直接聞くなんて」

　その時のことをちょっと想像しただけで、恥ずかしくて死にそう。なのに海斗は無理難題を押しつけてくる。

「無理もなにも、いつかは気持ちを伝える日がくるんだ。それが早いか遅いかじゃん。だったら今すぐにでも行ってこい！　こういうのは、早いほうがいいんだ。……誰かを好きだと自覚したら、気持ちは加速するばかりだろ？　どうするんだよ、散々好きになった後で、南さんに杏子じゃなくて、幼なじみが好きだって言われたら」

「それは……っ」

　あり得る話で言葉に詰まる。

　今は私のことを好きと言ってくれるが、気づけなかっただけで南さんはずっと笹本さんのことを好きだったのかもしれない。それに彼が気づいたら？

「そうなる前に俺ははっきりさせるべきだと思う。杏子が南さんのことを好きなら、なおさらだ」

「海斗……」

　ポツリと彼の名前を口にすると、海斗はクスリと笑った。

「それにお前はとっても重大なことを忘れているぞ？　前にも言っただろ？　南さんに当たって粉々に砕け散ったとしても、俺と亜優がいるって。……振られてボロボロになったら、俺らがしっかり慰めてやる」

　顔をクシャッとさせて言われた言葉に、胸がジンとなる。

「俺としては南さんと杏子にはうまくいってほしいけど、こればかりは気持ちの問題だしな。でも俺は、杏子のことを大切にするって言ってくれた南さんの言葉を信じているよ。だから安心して自分の気持ちを伝えてこい。でないと、これからもモヤモヤした気持ちを抱えたまま南さんと過ごすことになるんだぞ？　それが一番嫌なのは杏子だろ？」

「……うん、そうかもしれない」

　考えながらゆっくりと答えると、海斗は力強い声で言った。

「だったら行ってこい。行って今の杏子の気持ちを伝えて、南さんと幼なじみの関係をはっきりさせてこいよ」

　海斗の言う通りだ。ひとりでウジウジ悩んでいたって答えは出ない。だったら当たって砕ける覚悟で、南さんと向き合うべきだよね。

「善は急げだ。今すぐ連絡して押しかけていけ。そのための合鍵だろ？」

「え、今から!?」

　この提案にはさすがにギョッとなる。しかし海斗は「当然だ」と言う。

「思い立ったが吉日って言うだろ？　時間が経つと決心も鈍るだろうし」

　そう言って立ち上がると、海斗は私の腕を掴み強引に立たせた。

「ほら、早く準備して」

「準備って……。ちょっと海斗？」

　困惑する私を余所に、勝手に机の引き出しにあるスマホや貴重品をバッグに詰め込んでいく。

「とりあえず財布とスマホがあれば充分だろ。社長には俺から言っておくから安心しろ。事務所の戸締りも代わりにやっておくから」

　一方的に言うと、私にバッグを押しつけて背中をグイグイ押す。そのまま事務所の外に追いやられ、最後に「頑張ってこい」と言われ、ドアを閉められてしまった。

「海斗ってば強引すぎる」

　だけどそれは海斗の優しさだ。私のためを思っての言動なんだ。

　きっと海斗に相談しなかったら、いつまでもウジウジ悩んで、訪ねてきた南さんと会ってはモヤモヤした気持ちを抱いていたと思う。

　私がどんなに考えたって南さんの気持ちは南さんにしかわからない。だったら聞くしかないんだ。せっかく海斗にもらった勇気。無駄にしたくない。

　自分を奮い立たせて南さんにメッセージを送り、駆け足で彼のマンションへ向かうと、前回同様、コンシェルジュに案内された。エレベーターの到着を待っている間に見てしまうのは、先ほど彼とやり取りをしたメッセージ。

　南さんからしばらく忙しい日々が続くと聞いていた。だけど、どうしても今日中に会いたくて、【会って話がしたいです】と送り、いくらでも待つ覚悟できたものの……。すぐさま南さんから仕事を切り上げ、帰宅すると返信が届いた。

　コンシェルジュから、ついさっき南さんも帰宅したと聞いている。

　最上階に着き、エレベーターから降りるとちょうど南さんが玄関から出てきた。そして私の姿を確認すると、切羽詰った顔で駆け寄ってくる。

「どうしたの、杏子。なにがあったんだ？」

「あっ、えっと……」

　勢いそのままにきたはいいが、いざ南さんを前にするとなにから話したらいいのかわからなくなる。

「杏子から会って話がしたいなんてメッセージがきたから、もう居ても立ってもいられなくて、慌てて帰ってきたよ」

　心配そうに瞳を揺らす南さんに罪悪感を抱く。

【私は何時でも大丈夫です。仕事が終わってからでいいので、会っていただけませんか？】と送ればよかった。いきなり会って話がしたいなんて送られてきたら、迷惑だったよね。余計な心配をかけてしまった。

「ごめんなさい、仕事の邪魔をしちゃって」

　謝ると南さんは首を横に振る。

「杏子になにかあったわけじゃないんだよな？」

「はい、すみません。その……ちょっと会って話がしたかっただけなんです」

　素直に会いたかった理由を話すと彼はホッとした顔を見せ、私の肩に頭を乗せた。

「え、みっ、南さん？」

　そのまま包み込むように優しく抱き寄せられ、胸が苦しくなる。

「よかった、杏子になにかあったわけじゃなくて」

　抱きしめられて初めて気づく。彼の胸の鼓動が速いことに。

　心配かけて申し訳ないと思うと同時に、嬉しい気持ちもあって胸がギュッと締めつけられていく。

「それになに？　僕に会いたかったなんて。……どうして杏子はそんな可愛いことを言うんだ？」

　抱きしめる腕の力を強められて、身動きが取れなくなる。だけど彼の腕の中は心地よくて、このままずっと抱きしめられていたいと願ってしまう。

　最初は大事な取引先の御曹司だから仕方がなく会っただけ。実際にお見合いの席で会ってみたら、どこかズレている変わった人だった。私のことを死んだ愛犬に似ているなんて失礼なことを言う人でもあり、嫌悪感しかなかったのにな。

　こんなにもドキドキするほど好きになるなんて――。

　そうだ、好きだからこそちゃんと聞かないと。南さんの本当の気持ちを。

「あ、あの、南さん。話があるんです」

　モゾモゾと彼の腕の中で動いてどうにか顔を上げると、思った以上に距離が近くて目を見開いた。

　そしてみるみるうちに頬は熱を帯びていく。真っ赤であろう私の顔を見て、南さんはクスッと笑うと放してくれた。

「悪い、こんなところで抱きしめたりして。僕の部屋で話を聞かせてくれないか？」

「はい」

　返事をすると南さんは私の手を取り歩き出した。自然と繋がれた手にまた胸が痛くなる。

　手を離してもらえたのは、彼の家に上がってリビングに入ってからだった。

「外は寒かったよな。珈琲を淹れるから座って待っててくれ」

「すみません、ありがとうございます」

「私がやります」と喉元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

　珈琲メーカーの使い方を知らないもの。お言葉に甘えておとなしく座って待っていよう。

　ふかふかのソファに腰を下ろして少し経つと、珈琲の芳しい香りがキッチンから漂ってきた。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　カップを受け取ると、彼は私の隣に腰かける。たったそれだけでこんなにもドキドキしていて大丈夫だろうか。ちゃんと話ができる？　と、とにかく一度落ち着こう。

　そう思い、おいしい珈琲を啜ると南さんが申し訳なさそうに言った。

「昨日と同じ珈琲でごめん。ハーブティーもあるんだけど、真理愛のようにおいしく淹れられないんだ」

　急に出た笹本さんの話に、ドキッとなる。そんな私に気づくはずもない南さんは、珈琲を飲みながら続けた。

「珈琲もね、どんなにうまく淹れようと思っても、真理愛には敵かなわないんだ。本当においしいから今度機会があれば、杏子にも飲んでほしい」

　笹本さんの話をする南さんは、昨日と同じように優しい顔になる。

　やっぱり南さんは、自分の気持ちに気づいていないだけなんじゃないのかな？

「でもこうして二日続けて杏子に会えて嬉しい。……あ、そうだ、話ってなに？」

　ふわりと笑う彼。私に向けられる甘い瞳。できるものならすべて信じたい。

　手にしていたカップをテーブルに置き、小さく深呼吸をして南さんと向き合った。

　ただならぬ空気を感じたのか、彼は顔を強張らせ、テーブルにカップを置いた。

「どうしたんだ？」

　不安げに瞳を揺らす彼にしどろもどろになりながらも話していく。

「あの、私が今日、南さんに会いたいって思ったのは、ですね……」

「うん」

　どうしよう、緊張してきた。南さんの答えを聞くのが怖い。……でもきっと今聞かなかったら後悔する。

　そう自分を奮い立たせ、南さんに聞いた。

「南さんは……その、私のことをどう思っていますか？」

　私の質問に彼は目をパチクリさせる。

「どうって……もちろん好きに決まっているだろ？」

　即答されてたじろいでしまうも、再び自分を奮い立たせる。

「だけど南さんは、今まで誰かを好きになったことがないんですよね？　それに私とお見合いしようと思ったきっかけも、死んだ愛犬に似ていたからじゃないですか」

「ちょっと待ってくれ。どうしてそんなこと言うんだ？　僕の気持ち、まだ信じてもらえていなかったのか？」

　必死に訴えかけてくる彼に、今までずっと抱えていた想いを吐露した。

「南さんは本当にわかっているんですか？　人を好きになる感情を。誰かを好きになったら、嬉しくて楽しいことばかりじゃないんです。妬んだり苦しくなったり。そんな自分自身が嫌になったり。でも、好きな人のそばにいられる、いてくれるだけで幸せになれちゃうんです」

　私も南さんを好きになるまで、こんな気持ちになるなんて知らなかった。幸せだったり悲しかったり。気持ちは忙しなく変化するんだ。

　唖然とする彼に、一番知りたいことを聞いた。

「南さんにとってその相手は、私じゃなくて笹本さんじゃないんですか？」

「……え、どうして真理愛なんだ？」

　意味がわからないと言いたそうに顔をしかめる南さん。そんな彼に畳み掛けていく。

「南さんにとって笹本さんは特別な存在ですよね？　昨日南さんから笹本さんの話を聞いてそう感じました」

「それは幼なじみで家族みたいな存在だから。特別の意味が違うよ。……杏子にとっての海斗くんと同じ存在だ」

　私にとっての海斗と同じ……？　本当にそうなの？

「そんなわけないじゃないですか。だって笹本さんの話をするときの南さん、すごく優しい顔をしています！　……南さんは気づいていないだけじゃないですか？　本当に好きなのは、いつもそばで支えてくれている笹本さんだって」

　信じられなくて責め立てるように言ってしまった。

　一度出た想いは抑えることができず、堰せきを切ったように溢れ出していく。

「もしかしたらこの先、南さんが本当の自分の気持ちに気づくときがくるかもしれません。……そうなったら私、つらいです」

　私だけに向けられている甘い瞳も、囁いてくれる愛の言葉も、全部否定されてしまったらどうすればいいの？

　一度気づいた好きって気持ち。きっとこの先もずっと一緒にいたら、私はもっと南さんのことを好きになると思う。それなのに本当に好きなのは私じゃないと言われたらつらいよ。

　感情は昂たかぶり、涙が溢れそうになり慌てて視線を落とした。次の瞬間、肩を押されソファに倒れ込んだ私に、南さんが覆い被さってきた。

「南、さん……？」

　胸が早鐘を鳴らす中、私たちは言葉を発することなく互いを見つめ合ったまま、どれくらの時間が流れただろうか。

　シンと静まり返る室内で、南さんは擦かすれた声で言った。

「じゃあ教えてくれる？」

「……えっ」

　胸が苦しくて声がうまく出せない。

　南さんは躊躇いがちに私の頬に触れながら言葉を続けた。

「杏子に自分の気持ちを否定されて、胸が張り裂けそうなほど痛んでいる僕の感情をなんというのか、教えてよ」

　苦しそうに表情を歪めて私を見下ろす南さんから、視線を逸らせない。

「杏子の言う通り、僕は杏子と出会うまで誰かを好きになることはなかったし、恋愛にも興味がなかった。でも今は違う。杏子と会えると嬉しい、一緒に過ごせるだけで幸せな気持ちになれる。それと同時に醜い感情も抱いた。海斗くんとふたりで買い物をしている姿を見たときは苛立ち、杏子を他の男に絶対に渡したくないって思った」

　いつもは穏やかで笑顔を絶やさない彼が、苛立っているように見えて戸惑いを隠せない。

「一緒にいると触れたくなるし、キスだってその先のことだってしたい」

「……っ」

　頬に触れていた手は下へと移動し、親指でそっと私の下唇を撫でた。

「こんな気持ちになったのは初めてなんだ。今だってできるものなら、杏子のことをめちゃくちゃにしたい。……僕のことしか考えられなくなるほどに」

　艶っぽい表情で見つめられ、ドキドキし過ぎて心臓が壊れてしまいそう。それなのに男の色気を含んだ彼から目を逸らすことができない。

「たしかに杏子と見合いをしたいって思ったきっかけは、死んだ愛犬と同じ名前で、どことなく似ていたからだった。それに見合いの日も言ったが、僕と同じで母親を早くに亡くし、父親の仕事を手伝っているという共通点に、少しばかり運命的なものを感じた。……だけどそれだけじゃないんだ」

「えっ？　それだけじゃないって……？」

　オウム返しすると、南さんは少しだけ気まずそうに目を泳がせた。

「こんなことを話したら引かれそうだったから言えずにいたが、実は見合い前に水谷さんの会社に行ったんだ。挨拶をしようと思い、作業場まで行ったらちょうど休憩中でさ。和やかな空気を壊したくなくて、入っていくことができなかった。でもそこで、従業員と楽しそうに話をする杏子の笑顔に目が釘づけになった。もっと笑った顔が見たいと思ったんだ。それからも何度か、杏子をひと目見たくて会いにいった。名乗り出ることなどできず、ただ、車の中から杏子の姿が見られただけで嬉しくなってさ。……僕は杏子と見合いの席で会う前から、本気で好きになっていたんだと思う」

　そう、だったんだ。全然気づかなかった。南さんが何度かうちの会社を訪れていたことに。きっとお父さんも知らなかっただろう。

「この気持ちはこうして同じ時間を過ごすほど大きくなっている。……なぁ、杏子。いい加減自覚してくれないか？　キミがどれほど僕に愛されているのかを」

「っ……」

　一気に距離を縮められ、鼻と鼻が触れそうなほど近い距離に息が詰まる。

　南さんの親指は私の下唇に触れたまま。少しでも動けば唇と唇が触れてしまいそう。

　自惚れてもいいの？　南さんはちゃんと私自身を見て、好きになってくれたと。

「僕にとって真理愛は本当に家族のような存在だから。信用できて、そばにいるのが当たり前で、きっと一生縁を切れない相手。だけど彼女に恋愛感情を抱いたことは一度もない。こんな風に愛しいって思ったことも、キスしたいって思ったことも」

「んっ……」

　甘い言葉を囁くと、南さんは私の頬にキスを落とした。

　すぐに離れていく唇。再び熱い眼差しを向け、彼は愛しそうに言った。

「自分でもびっくりするほどいつも杏子のことばかり考えているんだ。昔からなにかひとつのことに熱中すると他のことはなにも考えられなかった。でも今は違う。仕事中でも、ふと手を休めるとすぐに杏子のことを思ってしまう。こんなこと初めてだ。杏子に出会ってから、初めてのことばかりだよ」

「南さん……」

　もう信じてもいいよね。南さんはちゃんと私のことを想ってくれていると。笹本さんのことは、幼なじみとしてしか見ていないって。

「こんな気持ちを教えてくれたのは杏子だ。……もう僕は杏子以外の人を好きになんてなれないと思う。それくらい好きなんだ」

　南さんっ……！

　嬉しくて幸せで、涙が零こぼれ落ちた。

　すると南さんの指は唇から目元へ移動し、零れる涙を優しく拭ってくれた。

「信じてくれた……？　僕の気持ち」

　うん、もう信じられる。南さんは好きという気持ちを理解している。私に恋愛感情を抱いてくれていると。

　だけど声にならなくて、代わりに何度も頷けば、南さんはホッとしたように口元を緩めた。

「よかった。じゃあ泣きやんでくれないか？　泣き顔も可愛いから困るんだ。結婚前にキスしようとして、水谷さんにすみませんと謝った意味がなくなるだろ？」

　それって、えっと……。

　南さんの言いたいことが理解できると、たまらず身体中が熱くなる。すると彼は困ったように微笑んだ。

「それにまだ杏子に好きになってもらえていないからな。……それなのに悪かった、こんなことをして」

　南さんはゆっくりと退いて、私の身体を起こしてくれた。

「珈琲冷めちゃったな。淹れ直してくる」

「あっ……」

　テーブルの上にあるカップをふたつ手に、キッチンへ行ってしまった。そんな彼の背中を見つめてしまう。

　南さんはすべて話してくれた。それなのに私は……？　聞くだけ聞いて、肝心な自分の気持ちを伝えられていない。南さんの本音に触れることができて嬉しかった。だから私も伝えたい、南さんに今の自分の気持ちを――。

　再び珈琲の芳しい香りが漂ってくる。立ち上がってキッチンに入ると、私に背を向けた状態でカップに珈琲を注いでいた。

「南さん」

「ん？　どうした？」

　優しい声色で言う彼の背中にたまらず抱きついた。

「え、杏子？」

　困惑しながら私の名前を口にすると、南さんは手にしていた珈琲メーカーを置いた。

「どうしたんだ？」

　ギュッと抱きつく私の手に彼の手が触れた瞬間、決壊したダムの如く気持ちが溢れ出した。

「好きです」

「……え」

「南さんが大好きです」

　言葉にして改めて思い知る。私……南さんのことが大好きなんだって。

「正直最初は、絶対好きになんてならないと思っていました。……だって私のことを死んだ愛犬そっくりだって言うし」

　なんて失礼な人なんだろうって思った。

「なにより南さんはミナミグループの御曹司です。私とは身分が違い過ぎますし、南さんも私のことを知ったら、きっと興味がなくなるはずと思っていました」

　ただの気まぐれだって思った。そのうち飽きるだろうって高を括っていた。

「でも南さん、頻繁にうちにくるようになって、私が作った、なんてことない料理をいつも『おいしい』と言って食べてくれて。すごく嬉しかったです」

「杏子……」

「初めて外出をして、南さんの意外な一面を見ることができて、なによりとっても楽しかったんです。もう少し一緒にいたいって思うほどに。一緒に過ごせば過ごすほど、惹かれていきました。大事な取引先の御曹司とか、私とお見合いをしたいと思ったきっかけとか。そんなの気にする余裕もないほど、ひとりの男性として好きになってしまいました」

　彼の生い立ちを聞いて心が痛んだ。笹本さんと会い、彼女の気持ちを聞いてショックを受けた。そして何度も彼の気持ちを疑い、悩みに悩んだ。だけど会えると嬉しくて、一緒にいると心地よくて。

　南さんと出会ってから抱いた感情はすべて、彼のことが好きだからだ。

「まだ芽生えたばかりの感情です。……でも私、この先もずっと南さんと一緒にいたら、もっと好きになる自信があります」

「……本当、か？」

　恐る恐る聞かれた質問に、私はすぐに「はい」と答えた。

　南さんが好き。この先もっと好きになる自信があるから。

　想いをすべてぶつけると、南さんは勢いよく振り返り、真正面から力いっぱい私を抱きしめた。

　苦しいのに嬉しくて愛しい。このまま離さないでほしい。

　感情の赴おもむくままに私も彼の背中にきつく腕を回した。

「嬉しくてたまらない。……どうしたらいい？」

「え？」

　そう言うと南さんは私の身体を離し、愛しそうに見つめてくる。

「夢みたいだ。……杏子も僕のことを好きになってくれたなんて。ずっとそう願っていたから、正直まだ信じられない」

　困ったように眉尻を下げて言う彼に、胸がキュンとなる。

　私も嬉しくて、南さんのことが好きでたまらない気持ちで胸がいっぱいになり、ジッと彼を見つめる。

「あまり見ないで。……恥ずかしいから」

　今度は照れ出した彼に、ますます目が離せなくなる。

　私の視線から逃れるように目を泳がせるが、ある場所を見て彼は急に慌て出した。

「杏子、時間は大丈夫か？　そろそろ帰ったほうがいいよな」

　時間と言われ、南さんが見つめる先にある時計を見ると、時刻は二十一時になろうとしていた。思った以上に時間が過ぎていたことに驚いていると、彼はゆっくりと私から離れた。

「両想いになったからこそ、しっかりケジメをつけないとな。水谷さんの信用を失うわけにはいかない」

　そんな心配は杞き憂ゆうだと思う。お父さんは南さんのことを信用しているもの。

　私のことを大切にしてくれているのが伝わってきてすごく嬉しい。……嬉しいけど。

「送るからちょっと待ってて」

　車のキーを取りにいこうとした彼の腕を、咄嗟に掴んだ。

「杏子？」

　当然南さんは不思議そうに私を凝視してくる。

「あのっ……」

　もっと一緒にいたい。まだ幸せの余よ韻いんに浸っていたい。離れたくない。

　その思いは強くなり、素直な思いが口をついて出た。

「……帰りたくないです」

「え？」

　細くて震える声では、南さんの耳には届かなかったようだ。今度ははっきりと想いを口にした。

「もっと南さんと一緒にいたい。今日は帰りたくないです」

　真っ直ぐに見つめて言うと、彼は目を丸くした。

　どうしよう、言っちゃった。はしたない女だと思われた？　それとも引かれた？

　恥ずかしくなったり不安になったり。コロコロと気持ちが変化する。でも後悔はしていない。だってもっと南さんと一緒にいたいから。

　それでもなにも言わない南さんに居たたまれなくなり、彼の腕を掴む手の力が強まる。どれくらい経っただろうか。きっとたった数十秒のはず。けれど私には異様に長く感じられた。

　時計の秒針が進む音が響く静かな室内で、彼は私の様子を窺いながら聞いてきた。

「なぁ、杏子……。さっき杏子が言った言葉の意味、ちゃんとわかってる？」

　そんなの、ちゃんとわかっている。

「わかってます」

　目を逸らすことなく答えると、南さんは苦しそうに顔を歪めた。

「いいの？　杏子のこと、好きにしちゃっても」

　最終確認するかのように問いかけてきた南さんに、「はい」と返事する代わりに自分から彼に抱き着いた。

「杏子……」

　切なげに私の名前を呼ぶと同時に、大きな手が頬に触れた。

　顔を上げれば、艶っぽい表情で私を見る彼と目が合う。

「今さら帰りたいはナシだからな」

　言わない。帰りたいなんて。

　ゆっくりと引き寄せられ、そのスピードに合わせるように瞼を閉じた。少しすると唇に触れた温かな感触。それはすぐに離れていく。

　キス、しちゃった。初めてのキスが南さんで嬉しい。

　幸せを噛みしめていると、彼の手が後頭部に回り、荒々しく唇を奪われた。

「んっ……」

　先ほどのキスとは比べものにならないほど苦しくて、息苦しさを覚える。

　次第に深くなる口づけに必死にしがみつく。そうしないと膝から崩れ落ちてしまいそう。

「掴まって」

「え、キャッ!?」

　素早く腕が回ると宙に浮いた身体。悲鳴にも似た声を上げた私を抱き上げて、南さんは廊下に出た。そのまま歩を進め、彼が向かった先は寝室。

　都会のイルミネーションで部屋の中は電気を灯さなくても、南さんの表情が見えるほど明るい。彼は優しく私をベッドに下ろすと、すぐに覆い被さってきた。

　その顔は余裕がなくて、ドギマギしてしまう。

「南さ……」

　彼の名前を呼ぼうとしたが、キスで口を塞ふさがれてしまった。

　再び何度も落とされるキスに、心臓は壊れてしまいそうなほどバクバクいっている。だけどやめてほしくない。もっと彼のぬくもりを感じたい。

「杏子……」

　苦しげに私の名前を呼ぶ彼が愛しくてたまらない。

　最後にリップ音を鳴らして離れていった唇は、耳、頬へとキスを落とした後、ゆっくりと首筋を伝っていく。

　この日の夜、私たちの関係は大きく変化した。

　彼が与えてくれる愛の言葉も、ぬくもりもすべて信じられる。

　南さんを好きって気持ちが溢れて止まらなくて、与えてくれる甘い刺激すべてに必死に応え続けた。










第八話『世界で一番幸せ』




　眩しい朝陽に目が覚めた。

　私、昨日の夜寝るときちゃんとカーテン閉めなかったっけ？

　そしてなぜか異様に喉の渇きを覚え、いつもは目が覚めてもなかなか布団から出られないのに、喉を潤おしたくて起き上がろうとしたが身体が動かない。

「あれ？」

　必死に瞼を開けて周囲を見回した途端、目を見張った。

　どう見たって自分の部屋ではない。それになに？　さっきからずっと身体に圧し掛かる重みは。

　モゾモゾと身体を動かしていると背後から「んっ……」と声が聞こえてきた。その瞬間、思い出す。昨夜の情事を。

「杏子……？　起きたのか？」

　寝起きだからか声が掠かすれていて、それが妙に色っぽく、朝からドキッとしてしまう。

「あ……えっと、おっ、おはようございます」

　嫌でも昨夜のことを思い出し、声が上擦る。すると南さんは私の頬に自分の頬を摺すり寄せ、クスクスと笑い出した。

「おはよう、杏子」

　そして背後から苦しいほどギュッと抱きしめてくる。

「眠くない？　身体は平気か？」

「……はい」

　どうにか返事をするものの、胸は高鳴ったまま。

「杏子、こっちを向いて。……顔、見せて」

　甘い雰囲気に絶対今の私の顔は真っ赤に違いない。けれど抗うことはできず、言われるがまま南さんのほうへ身体の向きを変えると、愛しそうに私を見つめる彼と目が合う。途端に彼は顔をクシャッとさせた。

　無邪気な笑顔を見ただけで、心は幸せな気持ちで埋め尽くされていくよ。

「いいな、朝起きたら一番に杏子におはようと言えるのは。幸せを感じる」

　そう言うと南さんは優しく私の身体を抱き寄せる。

　彼のぬくもりに包まれて、ますます幸せに浸っていると、頭上から大きなため息が聞こえてきた。

「こんなにも会社に行きたくないのは初めてだ。……ずっと杏子とこうしていたい」

　やだな、そんなことを言われたら、私まで家に帰りたくなくなる。

　たまらず彼の胸元に頬を寄せた。すると南さんは少しだけ離れ、私の顔を覗き込みながら言う。

「今度、お互いの仕事が休みの日、指輪を買いに行こうか」

「指輪ですか？」

　オウム返しすると南さんは私の左手薬指に触れた。

「そう。ここに杏子は僕のものだというしるしをつけておかないと、不安で仕方がないから」

　耳を塞ぎたくなるような甘い言葉を囁くと、南さんは触れるだけのキスを落とし、再び私を抱きしめた。

「杏子も僕を好きになってくれたんだ。もう遠慮はしない。身も心もだけじゃない。法的にもすべてにおいて全力で早く杏子を僕のものにするから。だから覚悟して」

　あぁ。なんて甘くて嬉しい言葉だろうか。幸せすぎてこの後、なにか嫌なことがたくさん起こるのではないかと不安になる。

　でも初恋が実ったんだ。もうしばらくはこの幸せの余韻に浸っていてもいいよね。

「じゃあ覚悟しておきます」

　冗談交じりで返すと彼はクスリと笑い、甘くて蕩とろけそうなキスを何度も落とした。




＊　＊　＊




「杏子さん、今は休憩中です。みんなが見ていますよ」

　普段とは違う口調でボソッと言われた言葉に我に返ると、隣でお茶を飲んでいた海斗がニヤニヤしながら私を見ていた。

「なっ、なによ、海斗。その目は」

　表情を引き締めてギロリと睨むものの、海斗はニヤニヤしたまま。

「昨日とは別人のように上機嫌の杏子を見たら、誰だってニヤニヤするわ。……その顔だと南さんとうまくいったんだろ？　よかったじゃん」

　周囲には聞こえないように、私の耳元で囁いた海斗に照れくさくなる。

　南さんの本音が聞けたのも、自分の想いをしっかり伝えることができたのも、すべて海斗が昨日背中を押してくれたおかげだ。

「うん、ありがとう。それとお父さんにもうまく言っておいてくれて、ありがとうね」

「どういたしまして」

　今朝、南さんが出勤前に車で自宅まで送り届けてくれた際、お父さんに挨拶すると言い出した彼を必死に止め、恐る恐る帰った。

　朝帰りした手前、気恥ずかしいしどう説明したらいいのかと悩んでいたが、昨夜海斗がお父さんに「急に共通の友達から相談の電話があり、今夜は数人でその友達の家に泊まってくるかもしれない」とうまく説明しておいてくれたのだ。

　私が帰宅するとお父さんは、「友達は大丈夫だったか？」と変な心配をしてきたので、拍子抜けした。

　だけどすぐに海斗がアリバイ工作をしてくれていたと気づき、私は海斗の話に合わせ、特に怪しまれることはなかった。

「あーあ、俺と亜優より杏子が先に結婚か」

「けっ、結婚って……!?　バッカじゃないの？　話が早いから」

　とんでもないことを言い出した海斗に、つい大きな声が出てしまい、慌てて口を手で覆った。しかしみんなそれぞれ話に夢中で聞かれていないようだ。

　ホッと胸を撫で下ろすと、海斗は至って真面目な顔で言う。

「早くねぇだろ？　見合いをしたんだから。結婚は当然の流れだと思うけど」

　もちろんお見合いをした以上、その先に結婚があるのは理解しているけれど……。

「よく考えればすごいよな、杏子。なんていったって、相手はあのミナミグループの御曹司だぞ？　誰もが羨むシンデレラストーリーじゃん。みんなびっくりするだろうな。森さんや田山さんなんか特に、腰を抜かしちゃうかもしれないぞ」

「クククッ」と声を押し殺して海斗は笑うが、現実になりそう。みんな絶対にびっくりするよね。

「まだみんなには言わないでね。それに今は南さんと気持ちが通じ合えただけで充分幸せなの。正直、結婚なんてまだ考えられないよ」

「そうかもしれないけど、俺たちはもちろん、南さんだって結婚適齢期だろ？　すぐに結婚を考えてもおかしくない。だから見合いをしたんだろうし。俺たちには想像できないような、後継ぎ問題とか、周りからプレッシャーもあるんじゃないか？」

「それは……そうかも」

　私とお見合いをした理由が、まさにそれだから。

「だったら杏子も、前向きになったほうがいい。それにある程度覚悟を持たないと。正直、南さんの嫁さんになるのは大変だと思う」

　海斗の話を聞き、瞬時に頭をよぎるのは笹本さんに言われた言葉。

　相手が南さんである以上、色々な覚悟を持たないといけないんだよね、きっと。

「まぁ、なにかあったらいつでも話を聞いてやる。だからせいぜい振られないように頑張れ。南さん以上の相手になんて、杏子じゃきっとこの先巡り合えないだろ？」

「失礼な！」

　口ではそう言うが、実際はその通りだと思う。南さん以上に素敵で、好きになれる人になんて、そうそう巡り合えないから。

「おっ！　今日は仲良く話し込んじゃって。やっとふたりは仲直りしたのかな？」

「よかったよ、杏子ちゃんの元気がないと仕事に集中できないから」

「いい加減ふたりとも、早く結婚して俺たちを安心させてくれよ」

　私たちを見て、会社のみんなは今日も例によって勘違いをしている。私と海斗の話で大いに盛り上がるみんなを眺めながら、海斗はボソッと言った。

「本当、お前……早く結婚してくれよ。いい加減この勘違いには、うんざりだ」

　亜優という大好きな彼女がいるというのに、私と付き合っていると勘違いされたままの海斗の気持ちを思うと、苦笑いするばかりだった。




「お父さん、布ふ巾きんでテーブル拭いてくれる？」

「あぁ、わかったよ」

　この日の夜。いつものようにお父さんとふたりで夕食を済ませ、テーブルを拭くのをお願いし、台所で使った食器を洗っていく。

　洗い物が終わったら、取りこんだままの洗濯物を畳まないと。

　そんなことを考えながら洗っていると、電話のベルが鳴った。

「あれ、誰だろう」

　蛇口をしめて手を拭いていると、お父さんが出てくれた。

　再び洗剤のついた食器を洗い流そうとしたとき、居間からお父さんの大きな声が聞こえてきた。

「こっ、これは南さん……！　お忙しい中、お電話ありがとうございます!!」

　え、南さん？

　慌てて手を拭いて電話がある居間へ向かうと、お父さんはコードレス電話機を耳に当てて、さも相手が目の前にいるかのように九十度近く頭を下げていた。

「はい、そんな、こちらこそ先日はありがとうございました。……はい、えぇ」

　どうやら相手は南さんの父親、ミナミグループの会長のようだ。でもどうして急に電話なんてしてきたのだろうか。お見合いした後、連絡なんて一度もなかったのに。

　突然の電話に不安になり、話しているお父さんの様子を窺う。

「いいえ、そんな！　颯馬さんにはこちらこそお世話になっておりまして……え、えっ!?　結納の日取り……ですか？」

　ゆっ、結納!?

　お父さんの口から出たとんでもないワードに、お互い目を合わせた。

　ちょっと待って。お父さんってば今、会長とどんな話をしているわけ？

　当然電話中には聞けるはずもなく、ハラハラしながら電話が終わるのを待つ。

「はい……はい、こちらはいつでも都合がつきますので。わかりました、よろしくお願いいたします」

　再び深々と頭を下げると、相手が先に電話を切ったのを確認し、お父さんもゆっくりと電話機を戻して、勢いよく私を振り返り見た。

「あ、杏子、どっ、どういうことだっ!!　南さんから直々にお前と颯馬さんの結納の日取りを相談されたんだがっ！」

　そう言って至近距離まで詰め寄られ、のけ反ってしまう。

「そんなの私が聞きたいよ！　結納なんてそんなっ……」

　そこまで言い掛けて、ふと今朝の南さんの話を思い出した。

　そういえば南さん、今朝「指輪を買いにいこう」とか、「覚悟して」って言っていたよね？　え、まさか覚悟してって、こういうことですか!?　ちょっと展開が早くないですか？

　そりゃ南さんのことが好きだし、彼に「結婚してください」って言われたら、迷いなくイエスと答える。しかし南さんと結婚した後のことを想像しようとしても、想像できないほど不安でいっぱいだ。なにより両想いになってまだたった一日。結婚など考えられなくて当然ではないだろうか。

　困惑していると、急に咳払いをしたかと思ったら、お父さんはよそよそしく話し出した。

「しかしまぁ……お前と颯馬さんはお付き合いしているんだもんな。結納の話が出てもおかしくはない」

「いや、その……」

　たしかに南さんとお付き合いはしている。……昨日から。そうとは知らないお父さんは、感慨深そうに何度も頷いた。

「それにしても、まさか本当に杏子が颯馬さんと結婚までしてしまうとは。……亡くなった母さんが生きていたら、どんなに喜んだことか。颯馬さんは結婚相手に申し分なさすぎる相手だし、きっと泣いて喜んだだろうな」

　お母さんの話をして感極まったのか、お父さんは鼻を啜りながら笑った。

「母さんの分もしっかり杏子の幸せを見届けてやらないとな。……それに南さんと親戚になる以上、父さんも仕事を頑張らないと。実はな、杏子にはまだ話していなかったが、従来のものより軽量で高性能な部品を開発中なんだ」

「え、そうだったの？」

「あぁ。今のままでも細々と充分やっていけるが、できればもっと注文数を増やして、懸命に頑張ってくれているみんなの給料を、少しでも上げてやりたいと思ってな」

　そういえばここ最近、遅くまで仕事場にいることが多かったよね。だけどまさか新しい部品を開発していたなんて――。

「杏子がいなくなるのは寂しいし、仕事も大変になるが、その分父さんが踏ん張って頑張らないとな。……会社のことは気にせず、お前は颯馬さんと結婚した後のことだけを考えなさい。大変なこともあると思うが、颯馬さんが相手なら心配いらないよ」

　お父さんの想いを聞き、目頭が熱くなる。

　そうだよね、結婚するって色々と大変なんだ。それに南さんは普通の人とは違う。彼と結婚したら、今の仕事を続けることは無理だろう。そういうことをまったく考えていなかった。

「ごめんね、お父さん」

「なんだよ、急に」

　どちらからともなく腰を下ろした。

「謝ることなんてなにもないだろ？　開発中の部品を商品化できれば新しい事務員を雇えるようになるだろうし、それまでは父さんがなんとかやるさ」

「でも……」

　幼い頃からお父さんは私に、結婚した相手と会社を継いでほしいとよく言っていた。それは決して冗談ではなかったはず。

　お父さんのその思いを長年一緒に切磋琢磨してきた仲間は知っているから、従業員は私と海斗の結婚を望んでいるのかもしれない。

「親にとって一番幸せなことは、自分の子供が幸せになることだよ。だからお前は颯馬さんとの結婚のことだけを考えなさい」

　そう言うとお父さんは、子供の頃のように頭を撫でてきたものだから、胸の奥がむず痒がゆくなる。

「もう、お父さんってば子供扱いして」

　照れくさくてふて腐れていると、お父さんは声を上げて笑った。

「アハハ、それは悪かったな。……さて、と。そろそろ寝ようかな。明日も早いし」

　ゆっくりと立ち上がると、お父さんは「おやすみ」と言って自分の部屋へ入っていった。私も洗い物が途中になっていることを思い出し、台所に戻る。

　南さんとの関係は、お見合いの席でただ一度会うだけで終わるとばかり思っていた。

　でも実際は彼のことを好きになり、南さんも私のことを好きになってくれた。好きな人が自分との結婚を考えてくれて嬉しいのに、急展開すぎてついていけない。

　洗い物を終えてからサッとお風呂に入り、自分の部屋のベッドに仰向けに寝転がった。天井を見つめながら考えてしまうのは、南さんのことばかり。

　彼と結婚したら、私の生活は一変しちゃうよね。今までのように会社で事務の仕事ができなくなるだろうし、南さんと暮らすことになるんだもの。お父さんと一緒に暮らすこともできなくなる。そう思うと、幸せなのになんともいえぬ複雑な気持ちになる。

　ボーッと考え込んでいると、スマホが鳴った。

「誰だろう」

　メールではなく電話を知らせる着信音に起き上がり、ベッドのサイドテーブルに置いてあるスマホを手に取り確認すると、電話の相手は南さんだった。

「え、南さん？　どうしたんだろう、こんな時間に」

　時刻は二十三時。ドキドキしながら通話ボタンを押すと、愛しい声が聞こえてきた。

『ごめん、杏子。もしかして寝てた？』

　なかなか電話に出なかったからか、開口一番に謝られ、慌てて言った。

「いいえ、起きていました。……もしかして南さん、今帰ってこられたんですか？」

　尋ねると彼は『……うん』と答えた。

『こんな時間だし寝てたら悪いと思ったんだけど、どうしても杏子の声が聞きたくて』

　なにそれ、私の声を聞きたかったなんて。

　そんなことを言われたら、じわじわと身体中の熱が上昇してしまう。言われたのが電話越しでよかった。絶対今の私の顔は真っ赤だろうから。

『今朝は大丈夫だったか？　水谷さんに怒られたりしていない？』

「はい、大丈夫でしたよ」

『そっか、ならよかった』

　心底安心した声に、口元が緩む。

『それとごめん。父さんから水谷さんに話がいったんだろ？　結納のことで』

　ドキッとしつつも「はい」と答えると、南さんはため息を漏らした。

『やっぱり。……実は今日、話したんだ。杏子と結婚したいと思っていることを。そうしたら『やっとか』って言われて、えらい乗り気になって。……まずは年内に結納を済ませようって言い出してさ』

　そうだったんだ。だからさっき連絡がきたんだね。

『そのことも含めて話したいと思っているんだ。急だが明後日は空いているか？　午後からになってしまうんだが……』

　明後日は土曜日。仕事は休みで特に予定もない。

「はい、空いています」

『よかった。じゃあ明後日、そうだな……十五時に迎えに行く』

「わかりました」

　不思議な感じがする。南さんと知り合ってから今まで、電話で話したことはあまりなかったから。いつも聞いていたはずの彼の声が、電話越しだとまた違った声色に聞こえて、妙にドキドキする。

『楽しみにしているよ、杏子に会えるの』

　それは私も同じ。

「……はい」

　電話だからだろうか。素直になれる。

『遅くに悪かったな。じゃあおやすみ』

「おやすみなさい」

　名残惜しいけれど、南さんは明日も朝が早いはず。そう思い、切ろうとしたとき。

『愛しているよ、杏子』

「……え」

　最後にとんでもないことを囁かれ、切られた通話。

「え……えっ!?」

　南さん、最後になんて言った!?　あっ、愛しているって言ったよね？

　ずっと耳に残っている『愛している』の言葉。恥ずかしくて嬉しくて胸が苦しくて。耐え切れなくなりベッドに倒れ込んだ。

「どうしよう、幸せすぎて怖い」

　足をバタバタさせて、枕に顔を埋めた。

「明後日……楽しみだな」

　この幸せが永遠に続きますように。……なんて乙女チックなことを願ってしまった。

「あー……杏子、父さんは別に今夜帰ってこなくても怒らないからな」

「それに対して私はどう答えればいいのよ」

　迎えた土曜日の午後、十四時四十五分。南さんとの約束の時間まであと十五分。そろそろ家の外に出て待っていようと思い、お父さんに「いってくるね」と言い、玄関に向かったわけだけど、なぜかお父さんも後を追ってきて、わざとらしく咳払いをしながら、とんでもないことを言ってきた。

　パンプスを履いてお父さんを見ると、視線を泳がしていた。

「いや、だってお前……いい歳した恋人同士なんだから、別に泊まっても不自然じゃないだろ？　連絡を入れてくれればいいから」

　こんな話をされて、こっちが恥ずかしい。

　しかしお父さんはお父さんなりに、気遣ってくれているんだよね。それに南さんのことを信用しているからそう言ってくれたのかも。

「わかったよ。……じゃあそのときは、ちゃんと連絡するから」

「あぁ。颯馬さんによろしくな」

　なんて言いながらお互い照れくさくてまともに顔を見られなくなり、そそくさと家を出た。しかし数メートル進んだところで立ち止まり、深いため息が漏れる。

「もう、お父さんってばなにを言い出すかと思えば……」

　空を見上げれば雲ひとつない青空が広がっている。夜になると寒くなりそうだけれど、南さんと会う日が雨じゃなくてよかった。

　再び足を進めて敷地内にある駐車場に着くと、タイミングよく黒のＳＶ車が入ってきた。あの車、泊まったときに送ってくれた車に似ている。

　様子を窺っていると、やはり運転席に座っているのは南さんだった。駆けていくと彼が車から降りてきた。

「ごめん、遅くなって」

「そんなことないですよ」

　南さんは素早く助手席に回り、ドアを開けてくれた。

　紳士的な振る舞いに慣れず、「すみません」と謝りながら、おずおずと乗り込むとドアを閉めてくれた。相変わらずスマートな動作に、戸惑いを隠せない。

　そして彼も運転席に乗り込むと、いきなり抱きついてきた。

「わっ!?」

　突然の抱擁に声が上擦る。

「二日ぶり。……会いたかった」

「南さん……」

　たった二日会わなかっただけなのに。

　私の存在をたしかめるように、優しく背中や頭部を撫でていく手が心地いい。

「たった二日なのにな。仕事以外の時はずっと杏子のことばかり考えていたよ」

　ゆっくりと彼が離れると、寂しさに襲われる。南さんを好きになってからというもの、私の感情は目まぐるしく変化するよ。

「ごめんね、突然。会えて嬉しくてつい……。いこうか」

「はい」

　私がシートベルトを締めたことを確認すると彼も締め、車を発進させた。

　南さんは、出会ったときからずっと自分の気持ちをストレートに伝えてくる。そのたびに慣れていない私は困り果てていた。両想いになった今もそう。

　運転する横顔はとてもかっこよくてドキドキする。一緒にいるだけで胸が苦しい。それに気づかれたら恥ずかしくて自分から声を上げた。

「あの、一昨日も思ったんですけど、南さんは車を二台持っているんですか？」

　初めてデートした日は、ワンボックスカーだったもの。

　ふと疑問に思ったことを尋ねると、意外な答えが返ってきた。

「車は通勤用とプライベート用のこの車の二台持っているけど、杏子と初めてデートしたときの車はレンタカーだったんだ」

「レンタカーですか？」

　どうして車が二台もあるのに、わざわざ借りたりしたのだろうか。

「覚えているか？　初デートのコース、友達に相談したって」

「……は、い」

　その友達は笹本さんだったんだよね。

　彼女から聞いた初デートのからくりを思い出し、複雑な気持ちになる。それでもどうにか返事をすると、南さんは「実は」と前置きし、話し出した。

「相談した友達は真理愛だったんだ。デートコースもだけど、この車よりワンボックスカーのほうがいいと思うって言われて、それでレンタルしたんだ」

「そう……だったんですか」

　もしかしてそれも私に南さんを幻滅させるために、アドバイスしたのかな？　正直、初めて南さんの車を見たときは、意外だと思ったから。

「あ、そうだ。真理愛にね、僕たちのこと話したから」

「……え」

　思わず運転する彼を凝視してしまう。

　だって笹本さんは、南さんのことを幼い頃からずっと好きだったわけで……。それなのに私たちのことを彼の口から直接聞いたなんて。

　いや、でもこればかりはどうしようもない。だって私も南さんのことが好きだから。

「今後結納や披露宴となると、真理愛の手も借りなくてはいけなくなるからな。父さんに報告したあと、真理愛にも伝えたら『おめでとう』と言ってくれたよ。それとあんずにもよろしくって。今度ゆっくり会いたいってさ」

「私に、ですか？」

　笹本さんが私に？　本当にそう言ったのだろうか。

　顔が強張る私に運転中の彼は気づいておらず、クスクスと笑い出した。

「他に誰がいるのさ。結納前に会わせてあげられるといいんだが……」

　スケジュールを思い出しているのか、南さんは考え込む。

　笹本さんが私に会いたい理由ってなんだろう。だって宣戦布告されたんだよ？　なにか言われる？　それとも純粋に「おめでとう」と言ってくれるの？

　できれば会いたくないが、南さんとこれからも一緒にいたいなら、いずれ会うことになる。だって彼女は南さんの幼なじみで、仕事上のパートナーでもあるのだから。

「予定が合ったら会ってほしい。いいかな？」

「あ、はい」

　笹本さんと対峙する日のことを思うと緊張するけれど……。再び運転する南さんの横顔を見つめる。

　うん……彼が隣にいてくれるなら大丈夫。私を好きだと言ってくれた南さんを信じると決めたんだ。それになにを言われたって私の気持ちは変わらないもの。

　その後は他愛ない話をしながら、彼の運転する車に揺られていった。




「着いたよ」

「ここ、ですか？」

　家を出てから車を走らせること約一時間。少しだけ渋じゅう滞たいにはまりながらも、たどり着いた先は都心部にある有名なジュエリーショップの本店だった。

　隣にあるパーキングに車を停止させエンジンを切ると、先に降りた南さんが助手席のドアを開けてくれた。

「行こう」

　手を引かれるがまま初めて店内に足を踏み入れると、すぐにスタッフが次々と頭を下げて迎え入れてくれた。

　ショーケースには眩まばゆいジュエリーの数々。店内もまた豪華で気後れしてしまう。

「南様、どうぞこちらへ」

　ひとりのスタッフに案内された先は奥にあるＶＩＰルーム。

　個室の中央には革張りのソファとテーブルが置かれており、促されるまま南さんと並んで座ると、すぐに年配のスタッフが入室してきた。

「失礼いたします。南さま、このたびはご婚約、誠におめでとうございます」

　深々と頭を下げるスタッフに恐縮してなにも言えずにいる私とは違い、南さんは「ありがとう」とスマートに返した。

「ご希望に沿った商品をいくつかご用意いたしましたので、ごゆっくりご覧ください」

　テーブルに置かれたのは、ダイヤがきらりと光り輝く指輪たち。素人目でもわかる、絶対ここにあるものすべて高いって。

　スタッフは一礼すると、邪魔にならないようドアの方へ移動した。

「杏子、どれがいい？　杏子に似合いそうなものをいくつか用意してもらったんだ」

　そう言うと南さんはひとつの指輪を取り、私の左手薬指にそっとはめてくれた。

　高価そうな指輪に手が震える。……しかしなんて綺麗なのだろうか。それにデザインも可愛い。四葉のクローバーがモチーフにされている。

　まじまじと眺めていると、南さんはクスリと笑った。

「うん、これがいい。杏子も気に入っただろ？」

「え！　でも……」

「言っておくけど、遠慮は無用だからな。一生に一度の婚約指輪なんだ。気に入ったものを贈らせて」

　ふわりと微笑む彼に、ギュッと胸が締めつけられる。

　正直に言えば嬉しいけれど……いいのかな、こんな高価なものをいただいても。

「大変お似合いです」

　しかし、スタッフにも言われては、そんな無粋なことを聞ける状況ではない。

「……ありがとうございます」

　一度指輪を外して渡すと、すぐにスタッフは室内から出ていき、包んでくれた。

「これで」

「かしこまりました」

　カードで支払いを済ませると、南さんは再び私の手を取り歩き出す。

「ありがとうございました」

　深々と頭を下げたスタッフに見送られて店を出ると、南さんは安心したように目を細めた。

「よかった、杏子が気に入ってくれるものがあって」

「あの、本当にありがとうございました。あんな高価なものをいただいてしまって」

　私にはもったいないくらい可愛くて、素敵な指輪だった。

「そんなこと気にしないでくれ。僕が贈りたくて贈ったのだから。喜んでくれたらそれだけでいい。だから遠慮なく受け取ってほしい」

　そう言われては、「はい」としか言いようがない。

「ありがとうございます」

　感謝の思いを伝えると、南さんは繋いだ手にいっそう力をこめた。

「どういたしまして。じゃあ次行こうか」

「え、次……ですか？」

　駐車してあるパーキングを通り過ぎていく彼を見ると、得意げに笑った。

「少し歩くけど大丈夫？」

「大丈夫ですけど、でもどこへ？」

　行き先が気になって尋ねると、南さんはすぐに答えてくれた。

「ここからすぐの場所にある、僕たちが出会った場所」

　出会った場所。それってもしかして……。

　予想通り、南さんが連れてきてくれたのは、私たちが初めて会ったホテルの最上階にあるレストランだった。

　あの日と同じ個室に通されて向かい合って座ると、事前に予約しておいてくれたようですぐに料理が運ばれてきた。それも同じ料理が。

「これ……」

「覚えていてくれた？　あの日食べた料理のことも」

「はい」

　南さんと会った日のことも、緊張の中食べたおいしい料理の数々も覚えているよ。

「まずは冷めないうちにいただこうか」

「はい」

　次々と運ばれてくるおいしい料理に舌鼓をうちながら、時折会話を楽しみ、時間は刻々と過ぎていく。

「お腹膨れた？」

「はい、とてもおいしかったです」

　食後のデザートまでいただき、お腹がはち切れそうだ。

「それはよかった。……どうしても杏子と出会ったこの場所で、もう一度プロポーズしたかったんだ」

　トクンと鳴る胸。南さんは表情を引き締めて真剣な眼差しを向けた。

「初めて会った日、杏子にプロポーズしたことを覚えている？」

「……はい」

　忘れられるわけがない。出会った瞬間にプロポーズされたのだから。

「僕の気持ちはあの日から変わっていない。……いや、むしろ杏子を想う気持ちは強くなっている。明るくて笑顔が可愛いところ。父親思いの頑張り屋なところ。僕をひとりの人間として見てくれるところ。杏子のことを知れば知るほど好きになっている。そんな杏子とこの先の未来もずっと一緒に過ごしていきたい」

　先ほどジュエリーショップで購入した、綺麗にラッピングされた指輪の入った箱を取り出すと、そっと私の前に差し出した。

「好きだよ、杏子。この先もずっとこの気持ちは変わらない。……世界で一番幸せにするから、僕と結婚してくれないか？」

　愛しそうに私を見つめたまま紡がれる愛の言葉に、目頭が熱くなる。

　今はまだ結婚のことなんて考えられなかったのに……。こんな素敵なプロポーズをされたら、拒めるはずがない。

　それに私もこの先の未来もずっと一緒に、南さんと一緒に過ごしていきたいから。

「……は、い。……はい」

　必死に涙をこらえて返事をすると、南さんは嬉しそうに表情を緩めた。

「ありがとう。……それと僕は、杏子には今のままでいてほしいんだ」

「……え？」

　今のままでってどういうことだろうか。

　鼻を啜りながら首を傾げる私を見て、南さんは目を細めた。

「結婚しても南の家には戻らないつもりだ。杏子とふたりで暮らしたいと思っている。だから杏子には負担をかけてしまうかもしれないが、僕はふたりで協力しながら生活をともにし、毎日杏子が作ったおいしいご飯が食べたい。家に帰ったら出迎えてほしいし、休日は一緒に過ごしたい。……そしていつか生まれてくる子供に、家庭のぬくもりを教えてあげたいんだ。杏子の家のような、幸せで温かくて、居心地がいい場所だって」

「南さん……」

　こらえていた涙が零れ落ち、慌てて拭った。

「杏子とそんな家庭を築いていきたいと思っている。……そうしてくれるか？」

　小さく首を傾げて聞いてきた南さんに、私は何度も首を縦に振った。すると彼は目尻に皺しわをたくさん作って微笑み、前のめりになって私の涙を拭う。

「ありがとう杏子。……ふたりで絶対幸せになろう」

　溢れる涙を拭ってくれる指が温かくて、優しくて。せっかく拭ってくれているのに、なかなか止まってくれない。

　彼の言う通り、ふたりで幸せになりたい。きっとそれは叶うと信じてもいいよね。

　この日の夜、私はやはり自宅に帰ることなく南さんのマンションに泊まった。

　そこで南さんに週明けの月曜日から二週間、海外支社への出張が入っていると聞かされた。私たちは会えなくなる分、お互いのぬくもりを肌で感じ、夜が明けるまでたくさん話をした。

　いくら時間があっても足りないほど甘くて、素敵な一夜を過ごしたんだ。










第九話『信じてほしかった』




「綺麗……」

　ベッドに寝転び、腕を伸ばして蛍光灯の明かりに照らして見ているのは、南さんにもらった婚約指輪。

　左手薬指にはめたまま眺め始めて、どれくらいの時間が過ぎただろうか。

　昨夜は南さんのマンションに泊まり、夕方頃に自宅まで送ってもらった。そのまま久しぶりにお父さんと三人で食事をとったんだけど、そこで南さんは再びお父さんに改めて言ってくれたんだ。『杏子さんと結婚させてください』と。

「だめだ、思い出しただけで胸が苦しい」

　あまりの苦しさに両手で胸を押さえたとき、かかってきた電話。起き上がって確認をすると亜優だった。すぐに出ると、電話越しに明るい声が聞こえてきた。

『もしもし杏子？　久しぶり、元気だった？』

「亜優久しぶり。そっちこそ元気？」

　やりとりはもっぱらメッセージだから、こうして電話で話をするのは久しぶりだ。

『元気に決まってるじゃん。それよりどうして私が電話したかわかる？』

「え？」

『え、じゃないよ！　海斗から聞いたよ！　杏子ってば例の彼とうまくいっていて結婚間近なんだって？　聞いてびっくりしたんだけど』

『おめでとう、よかったね』と言われ照れくさくなるものの、亜優にすぐ報告しなかったことを申し訳なく思う。

「ごめんね、亜優。もっと早く報告できなくて」

『ううん、いいって。杏子の話を海斗とするの、すごく楽しいんだから』

　こういうところが亜優のいいところ。普通は『どうして話してくれなかったの？』と言うところなのに。

「実はね、昨日の夜にもう一度ちゃんとプロポーズしてもらえたんだ。……婚約指輪ももらっちゃった」

　左手薬指の指輪を見ながら言うと、亜優の『キャー！』という叫び声が響き、思わずスマホを耳から離した。

『ちょっとやだ！　本当におめでとう!!　どうしよう、私まで嬉しい』

「ありがとう、亜優」

　顔を見なくてもわかる。亜優は心から祝福してくれているということが。

『クリスマスが終わった頃には帰れそうだから会おうよ。お祝いしたいし、指輪も見せてほしい』

「本当？　私も会いたい！　あ、でも海斗を優先してね。私とは時間が合ったらでいいし」

　年に数回だけ会えるふたりの貴重な機会なのに、私と会うことでふたりの時間を奪いたくない。

『なに言ってるの？　海斗と同じくらい私は杏子とも会いたいんだから会ってよ。今回は特に。親友としてちゃんと会ってお祝いさせて』

「亜優……」

　どうしよう、亜優の気持ちが嬉しくて泣きそうだ。

「じゃあ会えるの、今から楽しみにしているね」

『うん、私も。また帰る日がはっきりしたら連絡するね』

「わかったよ、連絡待ってる」

　お互い明日も仕事だから、この日は早々と電話を切った。

　亜優と会うのはお盆休み以来だ。楽しみだな。

　南さんのことを報告もしたいけれど、できれば亜優にも南さんをちゃんと紹介したいな。もし彼の都合がつきそうなら亜優に会ってもらえないか頼んでみよう。

　そのまま横になり、明日に備えて早めに就寝した。




「おーい杏子、父さん先に行くぞ」

「え、もうそんな時間!?」

　洗面所で髪を整えていると、玄関先からお父さんの声が聞こえてきて急いで身支度を整える。ふと時計を見ると、いつも家を出る時間より三十分も早い。

「お父さん、まだ仕事に行くには早いんじゃない？」

　そう言いながら玄関先に行くと、お父さんは靴を履き終えて立ち上がった。

「わかってるさ。そろそろ新しい部品のサンプルが完成するんだ。だからみんながくる前に少しでも進めようと思ってな」

「そっか。じゃあ私も一緒に出るからちょっとだけ待ってて」

　急いで居間に置いてあるバッグを取りに戻る。

「杏子はいつも通りにくればいいぞ？」

「いいよ、一緒に行く。お父さんもひとりで作業をしていたら寂しいでしょ？　だから私が話し相手になってあげる」

　玄関に引き返して靴を履きながら言うと、お父さんは目を見開いた後どこか嬉しそうにはにかんだ。

「たしかにそうだな。ひとりで黙々と作業をするより、話し相手がいたほうがいい」

「でしょ？」

　お互い顔を見合わせると、どちらからともなく笑ってしまう。

　結婚したらこうしてお父さんと一緒に暮らせなくなる。ふたりで仕事場へ向かうのもそうだ。少しでもお父さんとふたりで過ごす時間を大切にしたい。

「一度事務所に寄ってから行くね」

「わかった」

　お父さんと途中で別れ、事務所へと向かった。

　週明けだしファックスや留守電が溜まっているだろう。

　事務所のドアの鍵穴に鍵を差して回し、入ろうとしたもののドアが開かない。

「……あれ？」

　もう一度鍵を回すと開いたドア。

　うそ、やだ。もしかして私……先週の金曜日鍵をかけ忘れちゃった？　開けっ放しだったのかも。

　記憶を呼び起こすも、いつも戸締りだけはしっかりしてきた。なのに鍵を締め忘れたとは到底思えない。ってことはまさか空き巣に入られたとか……？

　いや、でもうちの事務所に金目のものなんて置いていないし、入られても盗まれるものがない。

　それにたとえ空き巣に入られたとしても今は朝だ。いまだに事務所内に犯人がいるとは考えられない。とにかく確認しないと。

　それでもちょっぴり怖くて、バクバクと心臓がうるさい。念のためなにかあったときすぐに通報できるよう、一一〇番をダイヤルした状態のスマホをギュッと握りしめて、恐る恐るドアを開けた。

　しかし事務所内はシンと静まり返っていて、誰かがいる気配はない。それに荒らされた形跡はなくいつも通り。

「あれ？　やっぱり私が鍵をかけ忘れちゃっただけなのかな」

　拍子抜けしてしまい、事務所内へ足を進めていく。そして自分やお父さんのデスクを確認していくと、目に入ったのはお父さんのデスクに置かれた五通の白い封筒。

「なにこれ」

　白い封筒すべてに同じ三文字が書かれていた。〝退職願〟と――。

　慌てて手に取り事務所を飛び出した。

　退職願だなんて誰が……？　しかも五人も？

　金曜日までみんな普通に仕事をしていた。休憩中はいつも通り他愛ない話で盛り上がって。なにかの冗談だよね？　五人も辞めるなんて。手の込んだいたずらだよね。

　本当は今すぐにでも確認したいところだけど、さすがにお父さんより先に見るわけにはいかない。全速力でお父さんがいる作業場へ駆け込んだ。

「お父さん、大変なの！」

　広い作業場に響く自分の声。いるはずのお父さんからの返事はなく、シンと静まり返る。

「……お父さん？」

　いるはずだよね。仕事をするって言っていたもの。

　キョロキョロしながら歩を進めていくと、奥にお父さんの姿を見つけた。しかし様子がおかしい。微動だにせず立ち尽くす姿に違和感を覚える。

「お父さん、どうしたの……？」

　恐る恐る声をかけると、お父さんはやっと私がいることに気づいたのか身体を震わせ、ゆっくりと振り返った。

　お父さんの目は赤く染まっていて、小刻みに身体が震えている。

「どうしたの？　どこか具合が悪いの!?」

　心配で声をかけた途端、お父さんは崩れるように膝をつき、拳をギュッと握りしめ床を何度も叩く。

　こんな姿を見るのは初めてで困惑する。いったいなにがあったのだろうか。

　しかしこれ以上なんて声をかけたらいいのかわからず……。視線を合わせるようにしゃがむと、お父さんは私が持っている封筒に気づき、素早く手に取った。

「杏子、これは!?」

「えっと、事務所のお父さんの机の上にあったの」

　説明するとお父さんは震える手で乱暴に封筒を開け、目で追っていく。

　五通すべてに目を通し終えると、お父さんの目から大粒の涙が零れ落ちた。

「お父さん？」

　お母さんが亡くなったとき以外、私はお父さんが涙する姿を見たことがない。戸惑いを隠せずにいる間もお父さんは悔しそうに唇を噛みしめて、大粒の涙を流す。

　ただ様子を見守ることしかできずにいると、お父さんは涙を拭い震える声で言った。

「やられたよ。……新製品のサンプルとデータを盗まれた。恐らくその犯人はこの五人だろう」

「……う、そ」

　差し出された退職願。一枚一枚名前を確認した後、愕がく然ぜんとする。退職願を出したのは三十代から四十代の中堅社員だった。

「まさか、そんな。だってみんな金曜日は普通だったよ？　帰りもいつも通り笑って『また来週』って言って帰っていったのにっ……」

　信じられなくて声を荒らげてしまう。

　そうだよ、みんなに変わった様子は見られなかった。それなのにどうして？　突然辞めて、しかも新製品のサンプルとデータが盗まれたなんて。

「そうだ、事務所の鍵が開いていたの！　だからきっと新製品のサンプルやデータを盗んだのは空き巣じゃないの!?」

　思い出して訴えるものの、お父さんは固く瞼を閉じたまま首を横に振った。

「新製品のサンプルやデータの保管場所を知っていたのは、父さんと退職願を出してきた鈴すず木きくんだけなんだ。……鈴木くんは三十代半ばで技術も才能もあった。……育てたい一心で彼ひとりだけに手伝わせていたんだ」

「そんな――」

　言葉を失う。

　嘘でしょ、まさかだって。従業員たちとお父さんの間には、強い絆があったはず。それなのに……。

「信用していた。……鈴木くんだけじゃなく、会社のみんなを。だからこそ保管場所の金庫は簡易的なものだったんだが……それがいけなかったな」

　再び涙を流すお父さんを見ていられなくて、たまらず立ち上がった。

「私、退職願を出した五人に連絡して会ってくる！」

「え、あっ、おい杏子!?」

　立ち止まることなく事務所へ駆け足で向かう。

　信じられない。みんな私が幼い頃から勤めていた人ばかり。お母さんがいない分、可愛がってくれた。進路や友達関係で悩んでいたとき、相談にも乗ってくれた。

　退職願を出した五人も優しくて、頼りになるお兄ちゃんみたいで……。突然辞めただけではなく、新製品のサンプルやデータを盗んだなんて信じたくない。

　事務所に戻るとすぐにパソコンを起動させ、社員のデータを表示する。そしてひとりひとりに電話をかけていくものの、誰も繋がらない。

「どうして誰も出ないの？」

　苛立ちが募り、受話器を乱暴に置いてしまう。

　五人全員に連絡がつかないなんておかしい。それじゃやっぱり犯人は……。

　そこまで考えてハッとし、慌てて首を左右に振る。

　まだ完全に犯人と決まったわけではない。なにより本人から直接話を聞かないことには、信じられないよ。

　五人の住所をコピーし、それを手に事務所を飛び出した。

　そうだよ、会ってちゃんと話を聞きたい。嘘だと言ってほしい。

　その一心で五人それぞれの自宅へと向かった。




「杏子、お前どこ行ってたんだよっ！　心配しただろうが！」

「海斗……」

　トボトボと重い足取りで戻ると、会社の前には海斗が立っていて、私の姿を見つけると切羽詰った顔で駆け寄ってきた。

「……事情は聞いたよ。みんな今日ばかりは仕事どころじゃなくなっている」

「そっか」

　力ない声でそう返事をすることしかできない。そんな私に海斗は恐る恐る聞いた。

「それでどうだったんだよ。……お前のことだ、鈴木さんたちの家に行ってきたんだろ？　会えたのか？」

　さすがは海斗だ。私の行動パターンをよく理解している。でも理解してくれているなら聞くまでもないでしょ？　……私の顔を見れば海斗なら気づくはず。

　海斗の顔を見たら自然と涙が込み上げてくる。

「ごめっ……！　会えなかったの」

　ポロポロと零れ落ちる涙。両手で拭いながら海斗に説明した。

「書かれていた住所のところに行ったらね、みんな急に引っ越したみたいで。……鈴木さんは夜逃げ同然だったって近所の人が言ってた。お子さんもいたのにっ……！」

　一軒一軒訪ねていくたびに、心の中でどうして？　なぜ？という思いが繰り返し込み上げてきた。

「ねぇ海斗。やっぱり鈴木さんたちが犯人なのかな？　だから急に辞めたりしたの？」

　すがる思いで聞くと、海斗の目も赤く染まっていて、苦しそうに唇を噛みしめた。

「俺だって信じたくないよ。あの先輩たちがそんなことをするなんて。今だって信じられずにいる。無責任なことも、裏切るようなこともする人たちじゃなかったはずだ」

　悔しそうに拳をギュッと握りしめる姿に、海斗もまた私と同じ気持ちなのだと痛感する。

　ううん、私や海斗だけじゃない。むしろ私たち以上に信じられない、信じたくないって思っているのはお父さんたちだ。だって長年ずっと一緒に働いてきた仲間なのだから。私と海斗が勤め始める前からずっとずっと。

「とりあえず事務所へ行こう。……みんな杏子のことを心配してるから」

「……うん」

　足元がふらつく私を海斗は支えてくれて、ふたりでみんなが待つ事務所へ戻った。




「社長、大丈夫か？」

「うん……今日はもう寝るって言って自分の部屋にいる」

　あれから海斗と事務所に戻ると、みんな私の顔を見て安心した顔を見せた。だが、その目は赤く染まっていて、お父さんから話を聞いて涙を流したようだった。

　古株の森さんと田山さんを中心に、落ち込むみんなを励ましてくれたけれど、誰もが力ない顔でカラ元気で。それはもちろん森さんと田山さんもだった。……ううん、きっと今回のことでお父さんと同じくらい、いや、お父さん以上にショックを受けていたのかもしれない。ふたりは辞めた五人を入社当時からずっと育ててきたから。

　そんなふたりに励まされたら、元気を出さないわけにはいかない。

　ふたりを中心に五人が抜けた穴をどうやって埋めていくか、話し合った。もし本当に五人がお父さんが開発中だった新製品のサンプルやデータを盗んだのなら、同業者の元へ持っていくか、五人で完成を目指すはず。

　だったらこっちが先に開発するしか手はないとなり、午後はいつも以上にみんな気合いを入れて仕事に取り組んでいた。

　しかしお父さんはよほどショックだったようで、すっかり塞ぎ込んでしまった。

　この日はみんなにお願いをし、お父さんは仕事を休んだ。滅多に風邪を引かない人で、仕事を休んだことなんて一度もなかった。お母さんの葬儀の次の日でさえ出勤していたのに。それほどお父さんにとって今回のことは心を痛める出来事だったんだ。

　みんなが退社した後、心配する海斗と一緒に戸締りを済ませて帰宅すると、お父さんはすでに寝ていた。

　居間で待っていた海斗に報告をすると、大きく肩を落とした。

「社長……ショックだよな。特に鈴木先輩のことは気にかけていたから」

　ふたり分のお茶を淹れるも、お互い口にすることができない。

「でもお父さんだけじゃないでしょ？　みんなだって海斗だって同じ。……ずっと一緒に働いてきた仲間だもの」

「……あぁ」

　力ない声で呟くと、海斗は目を伏せた。

「でも俺、やっぱりまだ信じられない。ずっと一緒に働いてきたからこそ信じたくねぇよ」

　海斗の悲痛な思いが胸にこたえる。

　私も信じたくないよ。だから電話をして家にも訪ねた。けれどつらい現実を突きつけられただけだった。

　電話が繋がらないのも、それぞれが引っ越しを済ませた後だったのも、すべて五人が犯人で、逃げたからだとすれば辻つじ褄つまが合う。

「俺は俺で、どうにか五人と連絡を取ってみようと思う」

　そう言うと海斗は勢いよく立ち上がった。

「やっぱり信じたくないし、先輩たちから直接話を聞かないことには信じられない。高校を卒業してからずっと世話になってきた人たちなんだ。心当たりを捜してみるよ」

「じゃあ私も捜す」

　海斗にだけ任せるわけにはいかないもの。しかし海斗は首を左右に振った。

「俺ひとりで大丈夫。杏子は社長についててやってくれ。一番つらいのは社長だから。……じゃあまた明日な。杏子も今日はゆっくり休め」

「あ、うん。ありがとう。気をつけてね」

　玄関まで見送ろうと立ち上がったが、海斗は足早に玄関へ向かい帰っていった。

　ドアが閉まる音が響くと、身体中の力が抜けて再び腰を下ろした。

　ひとりになったらまた泣きそう。でもみんなと同じように前を向かないと。私よりみんなのほうがつらいはず。

　この日は簡単なもので夕食を済ませて、いつもより早い時間に就寝した。




　次の日の朝。普段より三十分早い時間にセットしておいた目覚まし時計のアラームを止めて、ゆっくりと起き上がる。そろそろ冬本番。肌寒さを感じながらカーテンを開けると、眩しい朝陽に目を細めた。

「……よし！」

　昨日のお昼からお父さん、まともに食事をとっていないしお腹が空いているよね。おいしいものをたくさん作って食べてもらいたい。

　着替えて洗面所へ向かい洗濯機を回してから顔を洗っていると、居間から物音が聞こえてきた。

「あれ、もしかしてお父さんもう起きているの？」

　顔をタオルで拭いて居間へ向かうと、作業服姿のお父さんがいた。

「おう杏子、おはよう」

「……おはよう」

　昨日とは打って変わり、笑顔で「おはよう」と言うお父さんに面食らう。

「昨日は悪かったな、色々と。杏子にもみんなにも心配かけて」

「ううん、そんなことないよ」

　すぐに否定すると、お父さんは眉尻を下げた。

「もう大丈夫だから。一晩寝て気持ちの整理がついた。……奪われてしまったものは仕方がないし、辞めたいと思っていたことに気づかなかった俺が悪い」

「そんなっ」

　そんなことないよ。少なくとも私にはみんな仕事にプライドと情熱を持っていて、なにより楽しそうに働いているように見えたもの。

「それにいつまでも塞ぎ込んでいられないしな。五人が抜けた穴は、いくら募集をかけてもすぐには埋まらないだろうし、年末休暇の影響で今月の納期はいつもより早い。……こっちの都合でミナミ自動車に迷惑をかけるわけにはいかない。ましてや相手は杏子の結婚相手なんだから」

「お父さん……」

　そう言うとお父さんは、私を安心させるようにニッと歯を覗かせて笑った。

「父さん、今まで以上に頑張るから。父さんのせいで杏子の結婚を台無しにするわけにはいかない。きっと年が明ければ人も入ってくるだろ、それまで踏ん張るさ」

　前向きなお父さんにホッとし、胸を撫で下ろした。

「私もできるかぎり協力するからね」

「おう、よろしくな。……でも悪いが、今回のことは颯馬さんや南さんには内緒にしてくれ。結納前に余計な心配をかけたくないんだ」

「わかったよ」

　お父さんが言うなっていうなら、絶対に言わない。

「じゃあ父さん、もう行くから」

「え、もう行くって……こんな早くに？　朝ご飯は？」

　私の返事を聞いて安心し、玄関へ向かうお父さんの後を慌てて追いかける。

「んー……悪いがちょっと食欲なくてな」

　食欲ないって……。だって昨日のお昼からまともに食べていないよね？

「じゃあおにぎりとスープをあとで持っていくから食べて。しっかり食べないと仕事にならないでしょ？」

　心配で言うと、お父さんは「頼むな」と言い、早々と家を出て行った。

「大丈夫かな、お父さん」

　いつも『身体が資本！』が口ぐせで、三食しっかり食べる人だったのに。

　やっぱりまだ無理しているのかもしれない。いや、でも昨日の今日で気持ちに整理なんてつくはずないよね。とにかくなにか食べさせないと。

　慌てておにぎりを握り、ネギとわかめだけの簡単な味噌汁を水筒に入れて作業場へ持っていった。




【今日もお疲れさま。そっちはもう夜だよな？　なにか変わったことはないか？　明後日の夜には杏子に会えると思うと楽しみで仕方がないよ】

　南さんから届いたメールを見つめては、返答に困っていた。

　怒ど涛とうの展開の月曜日から一週間と五日が過ぎた。今日は金曜日。明日から連休だが、お父さんは休日返上で仕事をすると言っている。

　時差がある場所にいる南さんからはほぼ毎日メールが届く。お父さんに言われた手前、普通に返していたけれど……。

「ちょっと限界かも」

　あれからも根気強く五人に連絡をしているが、誰ひとり繋がらない状態が続いている。日曜日にこっそりひとりでみんなの家へ向かったが、戻っている気配はなかった。

　そしてお父さんは、先週の火曜日から誰よりも多くの時間仕事をしている。

　それなのに食欲がないと言ってまともに食べてもらえず、たった十日間あまりでやつれたように見える。

　みんなも心配してお父さんに声をかけているが、「大丈夫」の一点張り。

　南さんのお父さん、ミナミグループの会長から結納の日取りの連絡があったから、余計に元気なふりをしているのかもしれない。

　南さんが出張から戻ってきて、うちの納期を終えた来週の大安である日曜日に決まった。しかし、仕事のほうは納期に間に合うかギリギリらしく、みんなにも残業を余儀なくさせている状況だ。

　お父さんは連日夜遅くまで仕事をしている。今日だってそう。二十三時になろうとしているのにまだ作業をしているのだから。

　そんなお父さんの身体が心配でたまらない。無理してほしくない。……でも頑張らないと納期に間に合わなくなり、迷惑をかけることになる。お金が入らないとみんなに給料も払えない。

　それがわかっているから私には止めることができず、ただ少しでも栄養のあるものを用意して、サポートすることしかできずにいた。

　南さんはメールでいつも私のことを聞いてくる。そのたびにこの一件を相談するべきか、頭を悩ませていた。

　日曜日に帰国した後、空港から直接会いにきてくれると言っていたが、彼に会っても平静を装うことなどできるだろうか。

　南さん、お父さんに会ったらなにかあったとすぐに気づくよね。だって毎日顔を合わせている私でさえ、やつれているとひしひしと感じているのだから。

　でもお父さんは南さんには心配かけたくないと言っている。そんなお父さんの気持ちを大切にしてあげたい。

「私から会いに行こうかな」

　そうすればお父さんと南さんは会わずに済む。合鍵を使い、だし巻きたまごを作って待っていますって言えば、不自然に思われないよね。

　納品してしまえば、あとは急いでやる仕事もない。お父さんにはゆっくり休養してもらおう。そうすれば南さんにも、南さんのお父さんにも気づかれないはず。

　そう思い、南さんにメールを返した。




　そして迎えた日曜日。夜にはいよいよ南さんが帰ってくる。今日も朝早くからお父さんは作業場へ向かった。

　朝ご飯を用意しても半分残した。さっきお昼の差し入れを持っていったが、残さずに全部食べてくれただろうか。

　洗濯物を畳んでいる間もお父さんのことが心配で、手が止まってしまう。

　お父さんに今夜、南さんが出張から帰ってくるから会ってくるとは伝えたが、南さんと会って食事をしたらすぐに帰ってこよう。お父さんのことが心配だもの。

　畳んだ衣服をしまい、家事をしている間に時間は過ぎていき、十六時を迎えようとしていた。

「そろそろ出ないと」

　南さんが帰ってくるのは十九時着の便だと言っていた。空港から車で三十分程度。材料を買っていきたいからそろそろ出ないと。

　用意したお父さんの夕食を確認し、戸締りを済ませて家を出る。

　お父さんに声をかけていこうと思い、作業場へ向かっていると駆け寄ってくる人影が見えた。

「あれ……海斗？」

　徐々に近づいてきたのはやはり海斗だった。大きく肩を揺らしながら、真っ直ぐこちらに向かってくる。

「杏子……っ」

　私の前で足を止めたものの、よほど全速力で走ってきたのか、海斗の呼吸は乱れていてなかなか話ができない様子。

「ちょっと海斗どうしたの？　休みの日に」

　膝に手を当て呼吸を整えると、ようやく海斗は顔を上げた。その額には真冬だというのに汗が滲んでいる。こんなに焦っている海斗は珍しい。いったいなにがあったというのだろうか。

　海斗の呼吸が落ち着くまで待っていると、最後に大きく深呼吸をして私を見た。

「よかった、会えて。連絡しても繋がらなかったから」

「嘘、連絡してくれたの？」

　すぐにスマホを確認すると、海斗からの不在着信が数件あった。

「ごめん、家のことやっていて気づかなかった」

「出掛ける前に会えてよかった。どうしてもお前に聞きたいことがあって」

「聞きたいこと？」

　首を傾げる私に、海斗はいつになく真剣な表情になる。

「落ち着いて聞いてくれ」

　ただならぬ雰囲気に、身体中に緊張がはしる。

「実はついさっきまで鈴木さんと会っていたんだ」

「――え、嘘。ちょっと待って、どういうこと!?」

　落ち着いて聞いてくれとは言われたものの、そんな話を聞かされては落ち着いてなどいられなくなる。

「本当なの？　鈴木さんと会ったって」

　詰め寄って尋ねると、海斗は深く頷いた。

「あぁ、ツテを頼ってどうにか。向こうは驚いていたけどな。……鈴木さんから聞いてきたよ、事の真相をすべて」

　事の真相――。海斗の言うそれは、きっと退職願と盗まれたサンプルとデータのことだ。

　バクバクと心臓の鼓動が鳴る中、ジッと海斗の言葉を待つ。

「鈴木さんをはじめ、今回退職した五人全員にある共通点があることに気づいたか？」

「共通点？」

「あぁ。みんな年頃のお子さんがいる」

「あっ……」

　そう言われるとそうだ。年齢はばらばらだが、小学生から高校生までのお子さんがいた気がする。だけどそれと今回のことが、どう関係しているというのだろうか。

「鈴木さん、泣きながら話してくれたよ。好待遇の引き抜きの話があり、断ったら脅おどされたらしい。うちの会社ではもちろん、どこにいっても働けなくしてやるって。さらにどこで聞いたのか、開発中のデータを持ち出してくることも強要されたようだ」

「そんな……」

　いったい誰がそんなことを？

「社長やみんなを裏切ることなどしたくなかったが、家族との生活を守るため、泣く泣く受け入れたらしい。だからあんなかたちでうちの会社を去ったんだ」

　そう、だったんだ……。驚きょう愕がくの真実に戸惑いを隠せない。

「引っ越し費用も新しい住居先も短期間で手配してくれて、五人とも今は引き抜かれた会社で技術職として働いていると言ってた」

「……そっか」

　とにかくみんなの所在を知ることができて、ホッと胸を撫で下ろす。連絡が取れず、どうしているかすごく心配だったから。

「それで、肝心の鈴木さんたちを引き抜いた会社なんだけどさ……」

　なぜか言葉を濁す海斗。私の様子を窺いながら恐る恐る聞いてきた。

「前に話していた南さんの幼なじみの名前、なんていったっけ？」

「幼なじみって……笹本さんのことだよね？」

　急に笹本さんのことを聞かれ、困惑しながらも答えると海斗は眉間に皺を刻んだ。

「ねぇ海斗、どういうことなの？　ちゃんと話して」

　海斗が私に話したいことがわからなくて、もどかしい。距離を縮めて尋ねると、海斗は複雑な顔で言った。

「鈴木さんたちに引き抜きの話を持ちかけてきたのは、『笹本モーターズ』。詳しく調べてみたらミナミグループの系列会社のひとつで、その……南さんの幼なじみで秘書を務めている彼女がそこのひとり娘だった」

「……嘘」

　ちょっと待って。頭が追いつかない。ただの偶然？　いや、笹本さんが父親の会社の経営に関して口を出せるとは思えない。でも、こんな偶然などある？　なによりうちの会社は笹本モーターズとは、直接取り引きをしていない。

　なのに鈴木さんたちに急に引き抜きの声がかかるのは、不自然ではないだろうか。

　考えたくないことだが、もしかして笹本さんが今回の一件に関わっている？

　そう思ったのは私だけではないようで、海斗はギュッと唇を噛みしめた。

「杏子には悪いが、俺は間違いなく南さんの秘書が、この一件に関わっていると思っている。でも誰だってそう疑うだろ？　タイミングがあまりに良すぎる。それにうちみたいな町工場なんてたくさんあるのに、どうして笹本モーターズみたいな大手が、わざわざ引き抜き話なんて持ちかけてくるんだ？　しかも社長が一生懸命開発していたサンプルやデータを盗んでこいなんて、交換条件を出してっ！」

　次第に感情が昂り、声を荒らげる海斗になにも言えなくなる。

　私だって同じ気持ちだ。タイミング的に考えても疑って当然だし、うちの社員を五人も引き抜く理由が、明確にあるとは思えない。交換条件を聞いたら、どうしても笹本さんの嫌がらせじゃないかと疑ってしまう。

　だって私、笹本さんに宣戦布告をされた。南さんを想う気持ちでは負けないって。でも、その話と会社のことは関係ないはず。なにより南さんは彼女に対して絶対的な信頼を寄せている。そんな彼女が今回の件に関わっているなんて、正直信じたくない。信じたくないけど……っ！

　脳裏に浮かぶのは、今まで鈴木さんたちと過ごしてきた日々や、あの日からのみんなの様子、そしてお父さんの日に日にやつれていく姿。

　もし……もしも本当に今回の件に笹本さんが関わっているとしたなら、絶対に許すことなんてできない。人の弱みに付け込んでこんなことをするなんて、あんまりだ。ましてやその理由が、私に対するものだったとしたのなら余計に。

　沸々と怒りが込み上げ、爪が食い込むほど拳を握りしめた。

「今回の件で本当に南さんの秘書が関わっているとしたら、杏子には悪いけど、南さんとのことを応援することはできない」

「……え」

　感情を必死に抑えて話す海斗の目は、赤く染まっていた。

「だってそうだろ？　許せねぇよ。……もちろん鈴木さんたちも悪いと思う。だけどそんな脅されかたをしたら誰だって受け入れるしかないだろ？　盗みをやらせて裏切らせて。……社長や先輩たちまで傷つけて、こんなやりかたおかしいだろ!?」

　怒りを抑えることができず、やり切れない思いを吐き出す海斗に、ズキズキと胸が痛み出す。

　私だって許せない。――でも、この件に関して南さんはなにも知らないはず。だが、怒りをぶつけてくる海斗を目の前にして、そんなことは言えないよ。

　なにも言えずにいると、海斗は我に返ったのかバツが悪そうに視線を落とした。

「お前に言うことじゃないよな。悪い。……杏子だってつらいのに」

「ううん」

　そんなことない。怒って当たり前だよ。

「鈴木さんから他の四人の新しい連絡先を聞いたんだ。明日以降会って四人からも事情を聞いてくる。……南さんの秘書が関わっているって憶測だけで決めつけるのは、よくないと思うから。だからそれまではこの話、社長にも誰にも言わないでくれ。……もちろん南さんにも」

「うん、わかった」

　確たる証拠もないのに、笹本さんが関わっているかもしれないだなんて、彼女を信頼している南さんには絶対に知られたくない。たとえ真実だったとしても、私の口からは言えないかもしれない。

「出かけるところだったんだよな？　時間は大丈夫か？」

「うん大丈夫、気にしないで。……ありがとうね海斗、話しにきてくれて」

　海斗ひとりに抱え込ませることにならなくてよかった。話を聞けてよかったよ。

　しかし少しずつ海斗の表情が曇くもっていく。

「いや、こっちこそ本当にごめん。こんな話、杏子にするべきではないと思ったんだけど、知れば知るほど誰かに聞いてほしくなって。……真っ先にお前が浮かんだんだ。でも悪かった、こんな話を聞かせて」

「謝らないで。むしろ話してくれてよかった。だって私、いつも海斗に話を聞いてもらってばかりだったでしょ？　どれだけ助けられてきたか……。だからお願い、ひとりで抱え込まないで。さっきみたいに吐き出してほしい。私じゃ頼りないと思うけど、話を聞いてこれからどうするべきか、一緒に考えることくらいできるから」

　どれだけ海斗の存在に救われてきたか。少しでも返したい。

　切実な思いを伝えると、海斗は目を丸くした後、ふわりと笑った。

「ありがとうな。だけど！　杏子は頼りなくないから。俺だって昔から杏子の存在に何度も助けられてきたよ。……今回もな」

　海斗が私のことをそんな風に思ってくれていたなんて。

　目が合うと照れくさくなり、どちらからともなく笑ってしまう。

　海斗とはずっと一緒にいるのにな。お互い言葉にして伝えないと、わからないことがまだまだあるようだ。

「じゃあ俺、帰るわ」

「あ、うん」

「また明日」と言って踵きびすを返し海斗が私に背を向けたとき、一台の車が会社の敷地内に入ってきた。見覚えのない高級外車。駐車場に停車するとうしろの席のドアが開き、目を疑う人物がふたり降りてきた。

「南さん？」

　降りてきたのは二週間ぶりに会う南さんと、そして先ほどまで海斗と話していた彼の秘書、笹本さんだった。

　帰るところだった海斗の足が止まる。そして、ふたりを見てコソッと「あれが秘書の笹本さんか？」と聞いてきた海斗にそっと頷く。

「久しぶり、杏子」

　車から降りると、南さんが笑顔でこちらに歩み寄ってくる。そんな彼の隣で笹本さんも一緒に。海斗を見ると、困惑している。それはもちろん私も同じ。

「海斗くんも久しぶりだね」

　なにも知らない南さんは、明るい声で海斗に話しかけてきた。

「あ……はい、お久しぶりです」

　ぎこちなく返事をする海斗の隣で、私はずっと南さんのうしろにピタリと寄り添っている笹本さんのことが気になって仕方がない。

　彼女と会うのは南さんのマンションで、宣戦布告された日以来だ。どんな気持ちできたのだろうか。それに出張から戻ってきたばかりの南さんときたということは、もしかして笹本さんも同行していたの？

　そう思うと心の中に、モヤモヤが広がっていく。

「予定より仕事が早く終わって一本早い便で帰ってくることができたんだ。だから真理愛に杏子を紹介するいい機会だと思って」

　やっぱり一緒に出張へ出ていたんだ。……お父さんたちが苦しんでいる間も、南さんとずっと一緒にいたんだ。

　まだ彼女が完全に関わっていると決まったわけではないのに、怒りの矛先がないからか、醜い感情に覆われる。

「真理愛もこの前はちゃんと杏子に挨拶ができなかったから、この機会にしたいって言ってくれたんだ」

　嬉しそうに話す南さんに、思わず「え？」と声を上げてしまった。だって挨拶ならこの前したし、名刺までもらっているというのに。

「杏子、改めて紹介させてくれ。こちら僕の秘書を務めている――……」

「ちょっと待ってください」

　南さんの声を遮り、私を庇かばうように立つと、海斗は南さんと対峙した。

「こんなときによく杏子に彼女のことを紹介できますね。……もしかして南さん、なにも知らないんですか？」

「え、なにも知らないってどういうことだ？」

「ちょっと海斗！」

　怪訝そうに顔をしかめる南さんに、慌てて海斗を止めるも、「いいから黙ってろ」と言われてしまった。

「その様子だと知らないんですね。あの日から二週間近く経つのに、杏子の様子がおかしいと気づかなかったんですか？」

　苛立ちを隠すことなく責め立てるように言う海斗に、南さんは目を瞬かせ私を見た。

「杏子、どういうこと？　なにかあったのか？」

「それは……」

　チラッと南さんの隣に立つ笹本さんの姿を見た。

　彼女は海斗が話している間もいっさい表情を変えていない。関わっているのなら多少は顔に出るはず。それが見られないということは、笹本さんは関わっていないの？　でもやはり疑わずにはいられない。

　チラチラと笹本さんの様子を窺ってしまう。

「杏子？」

　不思議に思った南さんが私を呼んだとき、笹本さんが口を開いた。

「副社長、おふたりは恐らく私に不信感を抱いておられるのかと……」

「どうして？」

　目を白黒させる南さんとは違い、私と海斗はまさか笹本さんが自分から切り出すとは、夢にも思わず驚愕した。そんな私たちを余所に笹本さんは、淡々と言った。

「実は出張中、連絡がございまして。……水谷製作所の社員五名がうちの会社に転職してきたと」

「真理愛の会社に？」

「はい。それも急な話だったので、水谷製作所さんは対応に困っていると報告を受けました。その件に関しておふたりは、私が裏で手を引いたのではないかと疑っておられると、風の噂うわさで聞いたのですが……」

　言葉を濁し、笹本さんはチラッと私たちを見る。

　ちょっと待って。それじゃ私と海斗が悪者みたいじゃない？

「どうして真理愛が関係していることになるんだ？　真理愛の考えすぎだろう」

　南さんは困惑しながらもそう言ってくれたが、笹本さんは引き下がらない。

「そうでしょうか？　おふたりの様子を窺っていると私のことを疑っているようにしか見えませんが。……違いますか？」

　ギロリと鋭い眼差しを向けられ怯ひるむ私とは違い、海斗は声を荒らげた。

「あぁ思っているよ。なぜならこっちは辞めたひとりと会って直接本人から話を聞いているんだ！　笹本モーターズから交換条件付きで引き抜きの話があったってな!!」

　刺とげ々とげしく言われた笹本さんは少しだけ表情を歪めた。その隙に海斗は責め立てる。

「誰がどう考えたってタイミング的にも疑うに決まっているだろ？　ずいぶんと汚いやり方だよな。経済事情で相手をゆすって盗みまでやらせるなんて」

「盗み……？　どういうこと？」

　困惑していた南さんも、さすがに海斗の話に反応して厳しい目を笹本さんに向けた。

「海斗くんの言っていること、僕にわかるように説明してくれ」

　強い口調で命令する南さんに、私はただ様子を見守ることしかできない。すると笹本さんは耳を疑うようなことを言い出した。

「ごめん私にも事情がわからない。そもそも颯馬は私がそんなことをするように見える？　人をゆすって盗みをやらせるなんてことを」

「それは……」

『副社長』ではなく『颯馬』と呼び、先ほどとは違い親しみのある言い回しで訴える笹本さんに、南さんは言葉を詰まらせた。

「私がいつも仕事で颯馬と一緒にいるから、杏子さん嫉妬しているのかも。だからそこの彼に協力してもらい、私を悪者にしているんじゃない？」

　なにを言っているの？　笹本さんは。

　だけどあまりに自然に言うものだから、南さんは疑いめいた目を私と海斗に向けた。

「おい、お前いい加減にしろよ!?　どうして俺と杏子がそんなことをしなくちゃいけねぇんだよっ！」

　怒鳴る海斗の横で、私も怒りが込み上げてくる。

　海斗の言う通り、そんなことをするわけがない。一連の言動からますます笹本さんが今回の件に関わっていることに、信しん憑ぴょう性が増した。

　しかし証拠がない。笹本さんが関係しているという証拠が。それに、ここで感情の赴くままに怒りをぶつけたら、彼女の思うツボ。

「海斗、落ち着いて」

　腕を掴んで止めたものの、乱暴に振り払われた。

「落ち着いてなんていられるわけがないだろ!?」

　そう言うと海斗は南さんを睨みつけた。

「南さん、まさか杏子よりそこの女の言うことを信じるとか言わないですよね？」

　やだ、どうして海斗ってば、そんなことを聞くの？

　怖い、南さんの答えなんて聞きたくない。……だって南さん、仕事では笹本さんに絶対的な信頼を寄せていると言っていた。だったら彼の答えはきっと――……。

　ドクン、ドクンと脈打つ心臓の鼓動。聞きたくなくて耳を塞ぐ代わりに瞼を固く閉じると、南さんは困惑しながらも答えた。

「杏子と海斗くんが嘘をつくとは思っていない。……しかし真理愛が水谷製作所の社員をゆすって引き抜き、盗みまでさせたとは思えない」

　力強く答えた彼に、身体中の力が抜けていく。

　やっぱりそう、だよね。出会ってまだ数ヵ月の私とは違う。笹本さんとは長い年月をかけて築き上げてきた信頼関係があるはず。

　私のことを一方的に信じてくれるわけがない。それでも私は、少しは笹本さんのことを疑い、詳しく事情を聞いたり、調べたりすると言ってほしかった。

　私と海斗が嘘をつくとは思っていないと言ってはくれたが、笹本さんを庇うような言い方だった。心の中では私と海斗が笹本さんを悪者にしたいがために、嘘をついていると思っているのかも。

　考えれば考えるほどそんな気がして、悲しくて悔しくて切なくて涙が溢れそうになる。慌てて視線を落とすと、南さんは私の様子を窺うように聞いてきた。

「杏子、もしかしてまだ僕の気持ちを信じてくれていないのか？　だから真理愛のこと……」

「そんなことをするわけないじゃないですか！」

　あれほど感情の赴くままに言ってしまったらだめだと自分に言い聞かせていたのに、はっきりと彼の口から私を疑う言葉を聞き、カッとなってしまった。

　突然大きな声を上げて声を遮った私に南さんは驚き、目を見開いた。

　もう無理。我慢できない。言わずにはいられないよ。

「南さんは私がそんなことをするような人間だと思っているんですか？　だったらあんまりです。するわけないじゃないですか、そんな酷ひどいことっ……」

　気持ちが昂り、こらえていた涙が零れ落ちた。

　たしかに鈴木さんの話を聞いた手前、疑ってはいる。だが、嫉妬したとしても笹本さんを悪者にしようなんて思わないよ。

「ちゃんと話も聞かずに一方的に悪者にしないでください！　……少しは私のことも信じてください」

　次から次へと溢れる涙を拭いながら言うと、南さんは瞳を大きく揺らした。

「違うんだ、杏子。僕はっ……！」

「南さん、これ以上杏子を傷つけるのはやめてくれませんか？」

　すぐさま海斗が私を庇うように立ち、続けた。

「この前は杏子のことをお願いしますと言いましたが、今の南さんには杏子のことをお願いしたくありません。おかしいですよ、好きな女を信じてやれないなんて。無条件で杏子の言うことを信じてやれよっ！」

　海斗の言葉に胸が熱くなり、拭ったはずの涙が再び溢れ出す。

「杏子をこれ以上泣かせたくないなら、今日はもう帰ってください」

「でもっ……！」

「颯馬、彼の言う通り今日は帰ったほうがいいと思う。……冷静になれない状態では話もできないでしょ？」

　冷静になれない話をしてきたのは笹本さんなのに……！

　他人事のようにすかさず口を挟んできた笹本さんに、悔しくて拳をギュッと握りしめた。

「そうですね、南さんも一度ひとりになって冷静に考えてください。あとでどれほど杏子を傷つけたか、思い知ればいい。それでどうぞ後悔してください」

　突き放すように言うと海斗は私の腕を掴み、自宅へ向かって大股で歩き出した。

「行くぞ、杏子」

　海斗の歩くスピードは速くて、足がもつれそうになる。それでも必死についていく。

　だってこれ以上、南さんと一緒にいたくないもの。笹本さんと一緒にいる南さんなんて見たくない。

「杏子……！　あとで必ず連絡するから!!」

　背後から聞こえてきた彼の悲痛な声に、一瞬足が止まりそうになる。すると海斗は私の腕を引く力を強めた。

「泣かせてごめん！　今度ゆっくりふたりで話をしよう」

　謝るくらいなら、どうして私のことを疑ったの？　なんて、皮肉めいたことを思ってしまう。

　幼なじみだもの、笹本さんを信じたい気持ちは理解できる。……でもせめて私のことも信じてほしかった。疑ったりしないでほしかった。

　背後から車のドアが閉まる音や、エンジン音は聞こえてこない。もしかしたら私と海斗のうしろ姿をまだ見ているのかもしれない。でも振り返ることなどできないよ。

　悲しくて切なくて、胸がはち切れそうなほど苦しい。

　相手が他でもない、南さんだからこそ疑われてショックだった。

　海斗に連れられて家の中に入っても涙は止まらず。海斗は私が泣きやむまでずっとそばにいてくれた。










第十話『支えてくれた人』




「やっぱりみんな、鈴木さんと同じ話をしていたよ。好待遇でうちにこないかと誘われたって。……ただし、その交換条件として鈴木さんに協力してデータを持ってこいと言われたと」

　週が明けて三日が過ぎた水曜日の二十一時半。私と海斗はふたり、誰もいない事務所にいた。

　海斗は一昨日と昨日、退職した他の四人と会ってきた。どうやら鈴木さんと同じ話をしていたようだ。

「それとこうも言ってた。誘ってきた男が社長令嬢直々のお話だから、安心して来てくれ。すべて保証するからって。笹本モーターズの社長夫妻には娘がひとりしかいない。……間違いないだろうな」

「……そっか」

　やっぱり今回の件には、笹本さんが関わっていたんだ。

　疑っていたとはいえ、それが現実となり重い空気が漂う。

「それで杏子のほうはどうなんだ？　あれから南さんとは連絡を取ったのか？」

「連絡は……あるよ、毎日。でも出ていない」

「そう、だよな」

　納得したように頷くと、海斗は椅子の背もたれに体重を預けた。

　日曜日の夜に南さんからメッセージが届いていた。それは一通だけではない。今日までに何通もだ。しかし今も既読をつけることなくスルーしたまま。

　電話もかかってくるが、出られずにいる。

　ショックだったし、なにより怖いんだ。南さんと話をしてまた疑われたら？　私より笹本さんを信じると言われたら……って考えると怖くて話なんてできないよ。

　南さんにとって笹本さんは、きっと私にとっての海斗と同じ存在。仕事をともにしている関係だもの、彼女を信じるのは仕方ないのかもしれないと、割り切ることができればいいのかもしれないが、そんなことできるわけがない。

「ねぇ、海斗」

「ん？」

　姿勢を戻して聞く体勢をとった海斗に尋ねた。

「もしさ、海斗が南さんみたいな立場に立ったら、私と亜優……どっちを信じる？」

　思いがけない質問だったようで海斗は目を瞬かせ、困ったように眉尻を下げた。

「それはまたとんでもないことを聞いてきたな」

「……ごめん、気になって」

　海斗だったらどうするのだろう。……いや、聞くまでもないのかも。

　すると海斗は迷いなく言った。

「杏子には悪いけど、どんなことがあっても俺は亜優を信じる」

「だよね」

　海斗ならそう言うと思った。彼らしい答えに笑みがこぼれる。

「だけど、もし亜優が南さんの幼なじみと同じような最低なことをしたとわかったら、一緒に罪を償つぐなう。相手に許してもらえるよう、何度も謝ると思う。……なにがあっても俺は亜優の一番の理解者でありたいし、味方でいたい」

　いつになく甘い顔をして話す海斗に、聞かされたこっちが恥ずかしくなる。

「ちょっとやめてよ、らしくないこと言うの」

　文句を言うと海斗は顔をしかめた。

「失礼な。お前が聞いてきたから俺は正直に答えたまでだろうが」

「それはそうだけどさ……！」

　幼なじみだからこそ、海斗の意外な男らしい一面を見たら照れるものだ。

「だから余計に日曜日は南さんにイラッときたんだよな。……たとえ杏子の言うことが怪しいと思っても、信じてやれよって。俺だったら迷いなく亜優だけを信じるのに」

　亜優は幸せだね。好きな人にこんなに想われているのだから。そして羨ましく思うよ。私も南さんに海斗のようにはっきりと私を信じると言ってほしかった。

「なぁ、杏子……南さんとはどうするつもりだ？　悪いが俺は今回のことを社長やみんなに話すつもりだ。そうすればいずれ南さんの耳にも入ることになると思う。いいのか？　杏子から直接南さんに話さなくても」

　そうだよね。みんなに話したらいずれは南さんの耳にも入るだろう。でも私は……。

「正直、自分でもどうしたらいいのかわからないんだ。私……この前のことがすごくショックで。南さんと笹本さんは幼なじみで小さな頃からずっと一緒にいたでしょ？　だったら笹本さんのことを信じて当たり前なのかもしれない。……当たり前なのかもしれないけど、せめて私のことを疑ってほしくなかった」

　しんみりとした空気が流れてしまい、それを壊すように慌てて笑って誤魔化した。

「ごめんね、海斗にこんな話しちゃって」

「バカ、俺にだからこそしろよ」

　海斗は苦しそうに顔を歪めた。

「この前は勢い余って怒っちまったけど、お前と南さんはまだ出会って数ヵ月だろ？　たった数ヵ月間で絶対的な信頼関係を築くなんて無理な話だとは思わないか？」

　諭すように言われた言葉に頷いた。私も同じことを考えていたから。

「本音を言えば今回の一件で南さんと一緒になっても、杏子が本当に幸せになれるのか心配になったけどさ。……でも大切なのは杏子の気持ちだろ？　俺がなんて言おうと杏子が南さんのことを好きで、これから先もずっと一緒にいたいと思うなら、俺は応援するだけだよ」

　そう言うと海斗は私の肩をポンと叩き立ち上がった。

「そのためにもまずは会って話をしたらどうだ？　俺はとにかく南さんには杏子の話をちゃんと聞いてほしいし、謝ってほしい。それに杏子も俺に話したように自分の正直な気持ちをしっかり伝えてほしい。でないといつまでたっても信頼し合える関係を南さんと築けないぞ」

「う、ん。そう……だよね」

　話さないことにはなにも伝わらないし、今の関係が変わることもない。

「ちゃんと話をしてくる」

「あぁ、それがいい」

　私の返事を聞いた海斗は安あん堵どし、手にしていた作業帽を深く被った。

「え、海斗帰らないの？」

　椅子から立ち上がった海斗に続き、私も立ち上がる。そして歩き出した海斗の後を追った。

「昨日も一昨日も用事があると言って、早く上がらせてもらったからな。迷惑をかけた分、今日は最後まで社長に付き合うつもり。それに納品日は明後日だしさ」

　ドアの前で立ち止まると、海斗はニッと笑い白い歯を覗かせた。

「杏子の握ったおかかのおにぎりが食べたいから、作って差し入れしてくれよ。社長もなにか食べたほうがいいだろ？」

「うん、わかったよ。すぐ持っていく。……ありがとう、頑張って」

　すると海斗は帽子を深く被り直し、「よろしくな」と言い事務所から出ていった。

　おかかと、それからお父さんが大好きな梅干しのおにぎりをたくさん作っていこう。それと夜は冷えるから温かいスープも一緒に。

　事務所の戸締りを済ませて一度自宅に戻り、おにぎりやスープを持って作業場へと向かった。




＊　＊　＊




「やった、終わった……！」

「どうにかなったな」

「あぁ、一時はどうなるかと思ったけどな」

　金曜日の十六時過ぎ。納品時間ギリギリに注文分の部品を作り終え、つい先ほど配送業者に引き渡したところだ。

「みんなお疲れ。ありがとう！　……本当にありがとう」

　作業場で喜びを分かち合うみんなに、お父さんは感極まった声でお礼の言葉を繰り返す。そんなお父さんにみんなは顔を見合わせ、次々と声を上げた。

「なに言ってるんですか、一番頑張ってくれたのは社長じゃないですか」

「そうですよ、休日も返上して……。明日と明後日はしっかり休んでくださいよ」

「頑張って倒れてぽっくり逝いっちまったら笑えませんからね」

　最後に森さんが冗談交じりに言うと、一気に作業場は笑いに包まれる。

　少し離れた場所からみんなの様子を眺めていると、海斗が隣にやってきた。

「間に合ってよかったな」

「うん。海斗もお疲れさま」

　本当にどうなることかと思ったが、間に合ってよかった。

　私もお父さんからもらい泣きしそうになっていると、海斗はみんなに聞こえないよう声を潜めた。

「無事納品もできたし、週明けにはあのことみんなに話すからな」

〝あのこと〟とはつまり、鈴木さんたちの突然の退職の経いき緯さつ。

「鈴木さんたちのやりきれない思いやつらい気持ちを聞いた手前、みんなにそれを伝える義務が俺にはあると思うから。それに切磋琢磨してきた仲間のことだ。みんなにも知ってほしい」

「……わかったよ」

　海斗の気持ちはわかる。私だって海斗から真相を聞けてよかったと思っているから。みんなにも真実を知ってほしいと思うもの。

「それで？　お前はまだ南さんと連絡を取っていないの？」

「……うん。それに毎日欠かさずきていた連絡が昨日から途絶えて。ずっと無視していたから、いい加減愛想尽かされちゃったのかもね」

「ハハッ」と笑うが、正直へこんでいる。我ながらなんて自分勝手だろうと思う。連絡をくれていたのに散々無視しておいて、こなくなったら落ち込むなんて。

　そんな私の心情を察したのか、海斗は「後悔しないようにな」とだけ言い、みんなの元へ戻っていった。

　後悔しないように……か。

　頭ではこのままではダメだって理解しているのに、心がついていけない。そもそも南さんと出会ってから今日まで、目まぐるしく日々が過ぎていき、すべてが夢のよう。

　出会いもそうだし、まさか彼のことを好きになるなんて思いもしなかった。気持ちが通じ合えたのに、こんなことになっちゃって……。心の整理がいまだにつかない。

　まるで長い夢を見ているみたい。あと少ししたら目が覚めて、南さんと出会っていない日常を過ごしていくんじゃないかと。

　そんなことを考えるほど、ジェットコースターに乗っているような毎日だった。

「やっと終わったな」

「うん、お疲れさま」

　この日はさすがにみんな定時で上がり、全員を見送った後、私とお父さんは事務所で年度末の書類の整理を行っていた。

　お父さんも「明日から二日間はしっかり休む」と言ってくれて、残りの雑務もやってから帰ろうとなったのだ。

　書類の整理も終了し、ふたりで戸締りを済ませた後、お父さんは嬉しそうに言った。

「どうなることかと思ったけど無事に納品できたし、これで明後日の颯馬さんとお前の結納には安心して行けるな」

　事務所の奥にあるソファに腰を下ろし、背もたれに体重を預けながら話すお父さんに、ギクリと身体が反応してしまう。

「ん？　どうかしたのか？」

「あ……ううん、なんでもないよ」

　不思議そうに聞いてきたお父さんに慌てて笑顔を取り繕った。

　そうだった、明後日は南さんと結納の日だった。

　自分のデスクに向かい、バッグに荷物を詰めていく。

「スーツもしっかりクリーニングに出したし、準備万端だ。……結納なんてかしこまったことを、父さんと母さんはしなかったからな。失礼のないようにしないと」

　顔を綻ばせるお父さんに、とてもじゃないが一連の話をできるわけがない。

　お父さんは颯馬さんのことを気に入っているし、信用している。なにより私と結婚することを喜んでいる。今日まで無理して働いていたのだって、私の結婚がダメにならないようにでしょ？　そんなお父さんに言えるはずないよ。

　お父さんの顔を見ていられなくて、「そうだね」と言いながら急いで貴重品を引き出しから取り、バッグに入れていく。

「杏子も楽しみだろ？　南さんと結婚したあとの生活が。新婚だもんな、毎日が楽しいだろう。父さんと母さんもそうだったよ」

　昔を懐かしむように話すお父さんに、手が止まる。

「結婚するということは、幸せなことばかりではない。だが、つらいことがあっても好き合った相手とならば、どんなことも乗り越えていけるだろう。なにかあれば、しっかり颯馬さんと向き合え。夫婦なんて親子とは違い、他人なんだから。話さないことには、わかり合うことなど一生できないからな」

　お父さんの言葉が胸の奥深くに突き刺さる。

　そうだ、結婚したら戸籍上は家族になるが、血の繋がりはない赤の他人。それなのにわかってほしい、信じてほしいといくら願っても無理な話だよね。

　口にして伝えないことには、私の気持ちは一生南さんには届かない。お父さんの話を聞き、目が覚めたよ。

　正直に言ったら怖いけど、逃げていないでちゃんと南さんと向き合わないとだめだ。

「お父さん、そろそろ帰ろう」

　早く帰って南さんに電話してみよう。

「あぁ、そうだな。今日はゆっくり風呂に入ってビールでも飲むかな」

　陽気な声で言いながら、お父さんも帰り支度を始める。

「あ、給湯室のガスの元栓閉めたかな、ちょっと待ってて。確認してくる」

　お父さんがお風呂に入ってなんて言うから、心配になってしまった。見にいくと、しっかりと元栓は閉められていて胸を撫で下ろす。

　ついでにお茶菓子の残りを確認しようと思い、棚の中を開けようとしたとき、事務所から大きな物音が聞こえてきた。

「え……お父さん？　どうかしたの？」

　なにか物でも落としたのだろうかと思ったが、応答のないことに違和感を覚える。

　急いで事務所に戻ると、そこにさっきまでいたお父さんの姿が見当たらない。

「お父さん……？」

　キョロキョロと室内を見回しながら奥へと向かい、ふと床を見た瞬間、お父さんが倒れていて目を疑う。

「お父さんっ!?」

　慌てて駆け寄り、大きな声で呼びかけても反応がない。

「嘘でしょ……どうして？」

　さっきまで普通に笑って話していたよね？　それなのにどうして急に？　やだ、お父さん……このままいなくなったりしないよね？

　お母さんが亡くなったときのことを思い出し、パニック状態に陥る。

「と、とにかく救急車っ……」

　なんとか自分を奮い立たせて立ち上がり電話のほうへ急ぐ。しかし足が震えてうまく歩けず、なにもないところで足がもつれ、つまずいた。

　咄嗟に椅子の背もたれに手をかけたが、キャスター付きの椅子では身体を支えることはできず、派手に音を立てて椅子ごと転んでしまった。

「痛っ」

　大きな音を立てて椅子が倒れ、カタカタとキャスターが回る音がしても、お父さんの意識は戻らない。

「早く電話をしないと」

　足の痛みをこらえて立ち上がったとき、ドンドンと事務所のドアを叩く音が聞こえてきた。

「なにかあったんですか!?　杏子、中にいるのか!?」

　ドア越しに聞こえてきたのは、切羽詰った南さんの声。

「南さん……？」

　藁にもすがる思いで、足を引きずりながらドアの前まで行き勢いよく開けると、南さんはびっくりして目を見開いた。

「どうしたんだ？　すごい音がしたけど、いったいなにが……」

「南さん助けてくださいっ！　お父さんがっ……！」

　どうして南さんがここにいるのかなんて考える余裕すらなくて、震える声で訴えた。

　途端に南さんは顔を強張らせ、「失礼するよ」と言い、事務所内に足を踏み入れた。すぐにお父さんの存在に気づくと、慌てて駆け寄っていく。

「水谷さん、どうされたんですか!?　僕の声が聞こえますか!?」

　南さんの呼びかけにも、お父さんからの反応はない。

　手の震えも増し、ギュッと握りしめたまま立ち尽くすことしかできない。

　お父さん、大丈夫だよね？　お母さんのように私を置いていったりしないよね？

　ふらふらとした足取りで近づく私に、彼は落ち着かせるように優しい声色で言った。

「杏子、救急車を呼べる？」

「えっ？　あっ……」

　オロオロする私に、南さんは力強い声で言った。

「落ち着いて、水谷さんなら大丈夫だから」

　真っ直ぐに私を見つめて言われた言葉に、泣きそうになる。

　そうだよ、お父さんなら大丈夫だよね。だって私と南さんの結婚を心から喜んでくれて、とても楽しみにしていたもの。私を置いていったりしないよね。

　南さんのおかげで冷静になれた。急いで一一九番通報をした。

　すぐに電話は繋がり、オペレーターに聞かれたことに答えていく。

「はい……はい、そうです。意識がなくて。……わかりました、お願いします」

　住所や症状を話すと、ただちに救急車を向かわせると言われた。

「南さん、救急車きてくれるそうです」

　南さんはお父さんの呼吸や脈拍、胸元に耳を寄せて心臓の動きなどを確認していた。

「よかった。倒れたとき、頭を打ったかわかる？」

　お父さんが倒れたときに私は給湯室にいて、その場面を見ていない。

「いいえ」

「そうか。頭を打っていたら大変だし、救急隊がくるまで動かさないほうがいい」

「頭……」

　そうだよね、倒れたときに頭を打ってたら……。

　考えれば考えるほどまた怖くなり、その場に膝から崩れ落ちた。

「杏子、大丈夫だから」

　すかさず南さんは駆け寄り、震える私の身体を包み込んだ。

「脈も乱れていないし、呼吸もしっかりしている。……大丈夫」

「南さん……でも……っ」

「僕がついているから」

　恐怖で埋め尽くされている私を宥なだめるように、彼の手が髪や背中に優しく触れた。

　あれだけ心が乱れていたというのに、こうして南さんがそばにいてくれるだけで少しずつ落ち着きを取り戻していく。

「お父さん……ずっと無理していたんです。今日まで一日も休まず、食事もろくにとらずに働きっぱなしで……。だけどお父さんなら大丈夫ですよね？　私をひとりにしたりしないですよね？」

　ポロポロと流れる涙。

　お母さんが亡くなってからお父さんとふたり、二人三脚の日々だった。私もお父さんも料理や家事ができなくて、家の中は荒れ放題。

　お父さんは仕事も家のこともして、私の面倒も見て。本当に大変だったと思う。男手ひとつで育ててくれたお父さんに、いつか親孝行がしたいと思っていた。

　ずっと働き詰めだったもの。旅行に連れていってあげたい、結婚して孫を見せてあげたい。なによりもっとお父さんと一緒に過ごしたい。

　その願いが叶わなくなるなんてことにならないよね？

　不安でいっぱいで南さんを見つめてしまう。

「大丈夫に決まってるだろ？」

　彼は唇を噛みしめて言うと、強く私の身体を抱きしめた。

「大丈夫。水谷さんが杏子をひとりにするものか。……僕に言っていたんだ。杏子のウエディングドレス姿が見たい。ふたりでバージンロードを歩きたいって。そんな水谷さんが、このままいなくなるわけがないだろ？」

「は、い……！」

　そうだよ、大丈夫、お父さんなら大丈夫。そう信じるしかない。

　少しして救急車が到着したが、お父さんの意識は戻らないまま。南さんも一緒に救急車に乗り、病院まで付き添ってくれた。

　私から離れることなく何度も「大丈夫」と声をかけながら――。




「過労……ですか？」

「はい、それと最近食事をあまりとっていなかったのではないですか？　脱水症状も出ています。倒れられたのは恐らく寝不足もあったのかと。倒れたときに頭を打っている可能性もありますので精密検査などを今後していきたいと思います。一週間ほど入院してください」

「よろしくお願いします」

　病院に搬送され、診察後に医師から告げられたのは過労や脱水症状だった。

「行こう、杏子」

　隣で一緒に話を聞いてくれていた南さんに促され、医師に頭を下げて診察室を後にした。

　緊急外来には夜になっても、多くの患者が訪れていた。

　診察結果を待つ家族がいる待合室を通り過ぎ、入口にある受付に向かうと、入院に関する手続き書類や入院に必要なもの、面会時間などが説明されていく。

「本日はこちらにお任せいただいて、明日改めて着替えなどをお持ちください。書類のほうは週明け月曜日に、入退院専用窓口に提出してください」

「わかりました」

　動揺している私に代わって説明を聞いてくれた南さんは、書類をすべて受け取った。

「あ……よろしくお願いします」

　私も南さんに続き慌てて頭を下げ、病院を後にした。

「よかったな。水谷さん、命に別状なくて。安心した」

「……はい」

　本当に安心した、よかった。倒れてから救急車に運ばれている最中も、ずっと最悪の状況ばかり考えていたから。

　病院を出て大通りまでくると、南さんはタクシーを停めた。私を先に乗せると彼も続いて乗り込み、私の自宅住所を運転手に告げると、タクシーは動き出す。

「明日色々と持っていくようだけど、ひとりで大丈夫か？」

「はい、大丈夫です。……あの、南さん今日はありがとうございました」

　今さらながら、彼に感謝の思いを伝えた。

「南さんがいてくれて本当に助かりました。私ひとりだったら、あのままオロオロするばかりだったので。……ありがとうございます」

　すると南さんは、「あの場にいられてよかったよ」と言い、優しい声色で続けた。

「杏子をひとりで苦しませずに済んでよかった。……本当、このタイミングで勇気を出して会いに行ってよかった」

　そういえば南さん、どうして今日は家にきてくれたのかな？　それに――。

「あの……すみませんでした。南さんはずっと連絡してくれたのに出なくて」

　私の勝手な思いでずっと無視していた。そんな私に愛想を尽かし、昨日は連絡がなかったと思ったけれど、違ったのだろうか？　現に南さんは私に手を差し伸べてくれた。こうしてずっと付き添ってくれていた。それなのに私は……。

「謝らないでくれ。……それに謝らないといけないのは僕のほうだから」

「――え？」

　そう言うと南さんは私と向き合い、深々と頭を下げた。

「すまなかった。杏子に対しても、水谷さんに対しても。……いや、水谷製作所の皆さんに何度謝っても謝り切れない」

「どういうことですか？」

　困惑する私に、南さんは頭を下げたまま話してくれた。

「部下に調べさせたんだ、今回の件。そうしたら真理愛が関わっていることがわかって……。すべて聞いたよ」

　すべてってことは、一連のこと全部だよね？　もしかして笹本さんがずっと南さんを想い続けていたことも知ったのだろうか。

「水谷さんが開発途中だった部品まで盗ませたなんて……なんと言ったらいいのかわからない。すぐに謝罪にくるべきだったのに事の大きさに僕自身もショックで……。昨日は杏子に連絡することもできなかった」

　そうだったんだ。だから昨日から南さんの連絡が途絶えたんだ。

「でも、真理愛にこんなことさせてしまったのも、すべて僕のせいだ」

　そう言うと南さんはゆっくりと顔を上げ、苦しそうに表情を歪めた。

「小さい頃からずっと一緒にいたのに、真理愛が僕を想っていてくれたことに気づかなかった。……真理愛に泣きながら言われたよ、ずっと好きだったと」

　すれ違っていく車のライトが車内に届くたびに、南さんの瞳が揺れているように見える。

　笹本さんのしたことは許せない。でも、南さんを想う気持ちは本物だったと思う。私に宣戦布告したのも、それほど南さんを好きだから。そして、あんなことをしてしまったのもきっと根本的な理由は、ただ彼のことが好きだからだと思う。

「昔からそうだった。人との付き合いが苦手で、相手の考えていることがうまく理解できず、怒らせてしまうことも度々あった。大人になって少しは成長し、変われたと思っていたがそうではなかった。真理愛も、そして杏子も傷つけてしまった」

　目を伏せた彼は泣いているように見える。その姿に胸が痛み、たまらず彼の手に自分の手をそっと重ねた。

　その瞬間、顔を上げた彼と目が合う。南さんの目は赤く染まっていて、息を呑んだ。

「悪いっ……」

　すぐさま私から視線を逸らすと、ちょうどタクシーは自宅前に着いた。手で目元を拭い支払いを済ませる南さん。

「すみません、タクシー代」

「気にしないでくれ」

　タクシーから降り、並んで敷地内にある駐車場へと向かっていく。

　彼になにか言いたいのに、その言葉がわからなくて出てこない。駐車場に着いたら南さんは帰ってしまうのに。

　すぐに駐車場に着き、彼の車の前でお互い足を止めると、どちらからともなく向かい合う。

「なぁ、杏子……。これから僕が話すことを最後まで聞いてくれないか？」

「……？　は、い」

　頷くと彼は小さく深呼吸をしてから話し出した。

「僕は杏子のことが好きだよ。結婚してこれから先もずっと一緒にいたいって気持ちは変わらない」

　真っ直ぐに見つめられたまま告げられた言葉。嬉しい愛の言葉のはずなのに、手放しで喜ぶことができない。これから南さんが私になにを伝えようとしているのか、わからないからこそ余計に。

　私は口を挟むことなく彼の次の言葉を待つ。

「でも好きで、杏子のことを幸せにしたいと思うからこそ不安なんだ。僕は杏子のことを信じることができなかった。真理愛の気持ちにも気づくことができず、傷つけてしまった。そんな僕に杏子を幸せにできるのかと」

　苦しげに言うと、南さんは自嘲気味に笑った。

「杏子だって僕に幻滅しただろ？　いや、しないほうがおかしい。それほど杏子を傷つけたんだ。……だからこそ言わせてほしい」

　一呼吸置き、彼は硬い表情で言った。

「今の僕じゃ、杏子を幸せにする自信がないんだ。それに怖い。この先も杏子と一緒にいることができても、今回のように自分のせいで杏子を傷つけてしまうかもしれないと思うと、怖くてたまらない」

「南さん……」

　彼は一歩距離を詰め、そっと私の頬に手を添えた。

　思いの外南さんの手が冷たくて、一瞬瞼を閉じてしまう。目を開けると、視界に飛び込んできたのは南さんの赤く染まった目。

「僕が色々考えているように、杏子もきっと考えているはず。僕とこの先の未来、ずっと一緒にいることに不安があるだろ？」

　なにもかも見透かすような目で見つめられると、なにも言えなくなる。しかしこれでは肯定しているのと同じようなもの。

　それに気づいた南さんは眉尻を下げ、少しだけ口元を緩ませた。

「そんな顔をしないでくれ。当然だ。僕が杏子の立場なら、不安で仕方がない」

　切なげに言うと、彼の手がゆっくりと離れていく。そして大きく揺らした瞳を私に向けた。

「プロポーズ、取り消させてくれ。今の僕には、杏子に結婚を申し込む資格などないから。本当に傷つけてごめん。……つらい思いをさせて悪かった」

　南さん……。

　再び頭を下げる南さんに、なにか言わなければいけないとわかっているのに、声が出ない。顔を上げた南さんと目が合っても、ただ見つめ返すばかり。

　南さんのことが好き。この気持ちは変わらない。だけど信じてもらえなかったことがショックで、この先もまた同じことがあったらと思うと怖くて。……だけど南さんも同じなんだね。私が不安を抱えているように、彼もまた不安に思っているんだ。

「南さん……私――」

　やっと出た声。しかし続かない。

　どうして好きなのに、彼と過ごす未来に不安を抱いてしまうのだろう。好きだからこそ一緒にいたいのに。

　矛盾する気持ちに戸惑う。

「父さんには僕から伝えておく。それと真理愛のせいで退職された五人には、謝罪した上で今後も笹本モーターズで働いてくれるか確認する。できることなら、水谷製作所に戻れるのが一番いいんだろうけど……」

　そこでいったん言葉を切り、真剣な面持ちで続けた。

「水谷さんにも僕のほうから後日改めて謝罪させてほしい。そして五人が水谷製作所に戻りたいと希望したら、受け入れてくれないかお願いするつもりだ。……今回の納品に関わった社員の皆さんの残業代もうちから出させてもらう」

「そんなっ……！　そこまでしていただくわけにはいきません」

「いや、それくらいしかできないからさせてもらうよ。……ごめんな、杏子。本当にごめん」

　謝罪の言葉を繰り返す彼に、胸がはち切れそう。

　どうしてこんなにもやりきれない気持ちで、いっぱいなのだろうか。

　その答えが出ずにいると、南さんは優しく私の身体を抱きしめた。

「ごめん……悪かった」

　私を抱きしめたまま何度も謝る彼に、目頭が熱くなっていく。

　南さんに信じてもらえなかったことが、すごくショックだったのに。どうして謝らないでほしいと思うのだろうか。

　どれくらいの時間、抱きしめられていただろうか。ゆっくりと身体が離されると、私が泣いていることに驚いた彼は涙を拭ってくれた。

　冷たい指が優しく目や頬に触れるたびに、胸がトクンと鳴る。

　すっかり涙も止まった頃、最後に彼はふわりと笑い言った。

「もし僕が今よりもっと強くなって、人の気持ちを理解できる男になれたら、もう一度杏子にプロポーズさせてくれ。この先もずっと杏子を想う気持ちは変わらない自信があるから」

　自信たっぷりに言う彼に、また目頭が熱くなる。

「……はい」

　それでもどうにか返事をすると、南さんは愛しそうに目を細め、最後に「好きだよ」と私に伝えた後、車に乗り込み去っていった。

「私……なにも言えなかった」

　南さんに伝えたいことはたくさんあった。彼は私に自分の想いを正直にすべて伝えてくれたのに。

　こんなに胸が痛むほど好きなのに、どうしてなにも言えなかったんだろう。

　真冬の夜空。凍えるほど寒いはずなのに彼が運転する車が去った後もしばらく動くことができず、ずっと立ち尽くしていた。










第十一話『これが私のシンデレラストーリー』




「社長！　どれだけ心配させれば気が済むんですか！　杏子ちゃんから社長が入院したと聞いたときは、心臓が止まるかと思いましたよ」

「だから言ったじゃないですか、しっかり休んでくださいって」

「そうですよ、森さんの冗談が現実になったらどうしようかと……！」

　週明けの月曜日。お父さんが入院して三日目の十八時半過ぎ。

　病室には、代表して森さんたち五人が仕事終わりにお見舞いにきてくれた。

「本当、みんなすまなかった。余計な心配をかけちまったな」

　森さんたちに申し訳なさそうに謝るお父さんは、昨日詳しく検査をしてもらった結果、脳に異常は見られなかった。入院時からずっと点滴をしているおかげで顔色も良くなってきている。

　食事もしっかりとれていると看護師さんから聞いて、ホッと胸を撫で下ろした。

「本当ですよ。悪いと思うなら早く治してください。まだ忘年会やっていませんし、今年もみんなで盛り上がりましょう」

「……そうだな」

　お父さんが笑うと森さんたちは安心したように笑顔を見せた。




「みんなお父さんの元気な姿を見て安心していたね。今日は心配で誰も仕事に身が入っていなかったんだよ？」

　お父さんとふたりっきりになると、あれほど騒がしかった病室はびっくりするほど静まり返った。

「そうか。……本当、心配かけてしまったな。みんなにはもちろん、一番は杏子に」

　お父さんの洗濯物をバッグに詰める手が止まる。

「もう、本当だよ。倒れちゃったときはどれだけ心配したか」

　頬を膨らませて抗議をすると、お父さんは眉尻を下げて「すまん」と謝る。

　洗濯物をすべてバッグに詰め終えると、ベッド脇にあるパイプ椅子に腰かけた。

「お父さんもいい歳なんだから、自分の身体を大切にしてね。……お母さんのところにいっちゃったらどうしようって、本当に怖くてたまらなかった」

「杏子……」

　お父さんにはまだまだそばにいてほしい。伝えたいこと、してほしいこと、してあげたいことがたくさんあるんだから。

「さてと、そろそろ帰ろうかな」

　面会時間も残りわずか。あまり遅くまでいたら、病院にも迷惑がかかる。

　するとなぜかお父さんは、神妙な面持ちで「ちょっといいか？」と切り出した。

「どうしたの？」

　聞く体勢をとると、お父さんは私の様子を窺いながら口を開いた。

「実は今日の昼間……颯馬さんがきてくれたんだ」

「え、南さんが？」

　くるなんて、一言も言っていなかったのに。

「そのときに颯馬さんからすべて聞いたよ」

「すべてって……それじゃもしかして鈴木さんたちのことも？」

　恐る恐る聞くと、お父さんは首を縦に振った。

「最初から最後まで全部聞いた。颯馬さん、ずっと頭を下げていて謝ってばかりだった。父さんたちに対しても、杏子に対しても」

　一呼吸置くと、お父さんは真剣な面持ちを見せた。

「退院したら今回のことをみんなにも話すつもりだ。そして鈴木くんたちが戻ってきたいと思っているのなら、喜んで受け入れるつもりだ」

「……うん。私もそうしてほしい」

　鈴木さんたちがまたうちで働きたいと言ったら、ぜひ戻ってきてほしい。また一緒に働いてほしいよ。

　賛成するとお父さんは安堵した様子。

「え、なに？　もしかしてお父さんってば私が反対すると思っていたの？」

　疑いめいた目で聞くと、途端にお父さんは慌て出した。

「いや、そういうわけでは……っ！　ただ、今回の件でお前と颯馬さんはその……」

　言葉を濁し始めたお父さんが、なにを言いたいのかすぐに理解できた。

「事情は聞いたが、杏子は本当にいいのか？　颯馬さんのこと、好きなんだろ？　こればかりはふたりの問題だとわかってはいるが、杏子には心から好きになれた人と幸せになってもらいたいんだ。……後悔だけはするな」

　最後にそう言うと、お父さんはそれ以上南さんの話をすることはなかった。

　なにも言えなかった。南さんのことを好きか嫌いかと聞かれたら、迷いなく好きって言える。それなのにやっぱり正しい答えがなんなのか、わからないの。海斗もお父さんも、私に後悔するなと言うけれど、どうすれば後悔しないのかな？

　一度さようならをしたことを後悔するかもしれないと思ういっぽうで、あのまま南さんと一緒にいても、やっぱり離れればよかったねってなるかも……とも思う。

　どの選択が正しいのかなんてわからない。

　私が後悔しない未来ってなに？　幸せになるにはどうすればいいの？

　その後すぐ看護師が病室を訪れ、面会終了時間の十九時を過ぎていることに気づき慌てて家路に就いた。

　散々悩んでも、答えの出ない問題を胸に抱えたまま。




「ごめんね海斗。亜優が帰ってくる日に車出してもらっちゃって」

「なに言ってるんだよ、気にするな。それに亜優が帰ってくるのは夕方だし、充分間に合うさ」

　海斗は気にするなって言うが、やっぱり申し訳なく思う。

　今日でお父さんが入院してちょうど一週間。他の検査結果も異常はなく、順調に回復して、無事に退院日を迎えた。タクシーで迎えに行って帰ってこようと思っていたんだけど、海斗が車を出すと言ってくれたのだ。

「亜優、年明けまでこっちにいるって言っていたから、社長の体調が落ち着いたら杏子の家で鍋でもしないか？　亜優も社長のことすごく心配していたし」

「いいね、それ。楽しそう」

　お父さんも亜優のことを「あの子はいい子だ」とベタ褒めするくらい大好きだから、絶対喜ぶと思う。

「年が明ける前にやりたいね。クリスマスが終わった後とか」

「そうだな」

　渋滞もなく時間通りにお父さんが入院している病院に着いた。シートベルトを外し車から降りると、なぜか海斗は施錠した後、神妙な面持ちで駆け寄ってきた。

「あのさ、杏子……社長を迎えに行く前に話したいことがあるんだ」

「どうしたの、なに？」

　改めて話があると言われると、変に身構えてしまう。

「南さんから杏子には内緒にしてくれと言われたんだけどさ、やっぱり俺お前に言うわ」

　海斗の口から出た南さんの話に、ドキッとなる。

　いつの間に海斗は南さんと会っていたのだろうか。それに私に内緒でと言われた話ってなに？

「実は社長が倒れる前に南さんから連絡があって、会ってきたんだ。まずは引き抜きの一件を説明してくれた。俺にも謝罪した上で、正直な気持ちを話してくれて……。そしてこう言ったんだ。『これからも杏子を支えてあげてくれ。杏子になにかあったら、すぐに連絡してほしい。力になりたいから』って。お前のことが心配だから、迷惑じゃなければ、普段の様子をメッセージで教えてほしいとも」

「……嘘」

　南さんが海斗にそんなことを？　それも私に会う前に。

　唖然とする私に海斗は続ける。

「なぁ、杏子。本当にいいのか？　南さんとこのまま別れても。たしかに俺もまだ南さんを許せない気持ちはある。……でも南さんがお前を想う気持ちは本物だ。杏子だってそうだろ？　いつも通りに振る舞っているけど、俺にはバレバレだから。お前の頭の中、南さんのことだらけだって」

　海斗の言う通りこの一週間、私の頭の中は南さんのことでいっぱいだった。

　別れを告げられた日、彼に対してなにも言えなかったのに、想いは募るばかり。だけど彼に何度も謝罪されてあんな風に言われたら、私にはどうすることもできない。

　行き場のない思いに胸が押し潰されそうになる。すると海斗は私の両肩を掴み、真剣な表情で言った。

「ふたりとも不器用で先のことを考えすぎだ。未来のことなんて、誰にもわからない。だったら今の気持ちを大切にしろよ。好きならそばを離れるな。……相手を想う気持ちがあれば、何度だってやり直せる」

「海斗……」

　別れてからも普段の私の様子を教えてくれって、南さんがどんな思いで海斗に頼んだのかわからない。でも私はどうなの？　このままでいいの？

　正直に言えば、やっぱり私は南さんのことが好き。初めて好きになった人をそう簡単に忘れられるわけがない。だからこそ不安で怖いんだと思う。

　拒否されたらつらい。もう傷つきたくない。それは南さんも同じなのかもしれない。

「ありがとう海斗」

　私のためを思って話してくれて。南さんの気持ちを知ることができてよかった。

「杏子、それじゃ……っ！」

　喜び、期待する海斗を見ると申し訳ない気持ちになるが……。

「でもごめん。やっぱり南さんとは一度、距離をおくべきだと思うの。南さんもそう思ったから海斗に話をしたんだと思う。今は一緒にいたってお互いあの一件を思い出して、つらいだけだと思うから。……それなのにそばにいることなんて、できないよ」

　正直な気持ちを伝えると海斗の表情は曇っていき、私の肩を掴んでいた手は離れた。

「そっか。……そう、だよな。そんな簡単な話じゃねぇよな」

　簡単なことじゃない。それはきっと好きだからだと思う。彼のことが好きでたまらない。だから臆病になってしまう。傷つくのが怖いんだ。

「ごめんね、私のために言ってくれたのに。いつもありがとう」

　笑顔を取り繕ってお礼を言うと、海斗は視線を落とした。

「心配するのは当たり前だろ？　でもよく考えてほしい。好きな人と会えないつらさがどんなものなのか。俺……嫌ってほどわかるから」

　そうだよね。海斗は長年、亜優と遠距離恋愛中だ。好きな人と会えない寂しさを誰よりも一番理解しているはず。

　南さんとは、出会ってから一ヵ月以上会えない日はなかった。長くても数週間だったから。でもこれからは会えないのが当たり前になるんだ。

『杏子』と私を呼ぶ声も聞けない。私が作っただし巻きたまごを『おいしい』って言って食べてくれる姿を見ることもできない。触れることも、抱きしめてもらうこともできないんだ。

　やだな、どうしてそんな当たり前なことに気づけなかったんだろう。会えないというのはそういうことなのに――。

「社長を迎えにいこうか」

「あっ、うん」

　我に返り、先を行く海斗の後を追いかけた。

　本当にどうかしている。会えない現実がどんなものなのかを思い知り、胸を痛めるなんて。傷つきたくないから一緒にいるのが怖いと思ったはずなのに、どうして会えないことに寂しさを感じてしまうのだろうか。

　悩みながら海斗とお父さんが入院している病室へ向かうと、意外な人物がいた。

　ノックをしてドアを開けると、そこにいたのはミナミグループの会長。お会いするのはお見合いの日以来だ。

　びっくりしてドアを開けたまま立ち尽くしていると、隣に立つ海斗が「杏子、誰？」と耳打ちしてきた。

「あ……南さんのお父さん」

　小声で答えた途端、海斗はギョッとし身体を強張らせた。

　無理もない、だって相手はあのミナミグループの頂点に立つ人物なのだから。

「杏子さん、お久しぶりです」

「お久しぶりです」

　にこやかに声をかけられ、慌てて頭を下げた私に続き、海斗も深々と頭を下げた。

「杏子さん……少しいいですか？」

　顔を上げると、会長は眉を寄せ小さく頭を下げた。

「杏子、社長の退院手続き俺がやっておくから」

　すかさず海斗がそう言ってくれて、戸惑いながらも会長とともに病室を後にした。

　やってきたのは、同じ階にある談話室。患者さんと面会にきた家族が、ゆっくり座って話せる空間となっている。

　誰もいない室内に入ると会長はひとつのテーブルの椅子に座った。向かい合うかたちで私も腰を下ろす。

　目の前に座っただけでどっと緊張する。温厚で優しそうな印象だが、ミナミグループの会長としての貫禄もあり、恐縮してしまう。

　変に身構えていると、会長は私を眺めながらしみじみと話し出した。

「杏子さんとお会いするのは、これで二回目ですね」

「はい、あの……」

　お話とはいったいなんでしょうか？と言葉が続かない。だけど間違いなく南さんとのことだよね。

　緊張が増す中、会長は切り出した。

「さっき水谷さんにもお話ししたんですが、今回の件は本当……大変申し訳なかった」

　次の瞬間、会長が私に向かって深々と頭を下げたものだから、慌てて声を上げた。

「そんなっ……！　顔を上げてください」

　必死に訴えても、会長はなかなか頭を上げてくれない。

「うちの社員が杏子さんをはじめ、多くのかたを傷つけてしまった。……本当にすまない。笹本くんには申し訳ないが退職してもらったよ」

「え……退職、ですか？」

　思わず聞き返すと、顔を上げた会長は複雑な表情で話してくれた。

「あぁ。あれほどの問題を起こした社員を置いておくわけにはいかない。それに訴えられても当然なことをしたというのに、水谷さんは退職した社員五人が笹本モーターズで引き続き働きたい場合、待遇だけをしっかりしてくれるなら、大ごとにしないと言ってくださった。……本当に水谷さんやあなたには頭が上がりません」

「そんなことございません」

　でもそっか、お父さんがそんなことを……。お父さんらしい話に口元が緩む。

「それに颯馬のことも……。こればかりはふたりの気持ちの問題だと割り切っても、残念です。杏子さんが私の娘になってくれるのを楽しみにしていたので」

「……ありがとうございます」

　好きな人のお父さんにそんな風に言ってもらえて嬉しく思うと同時に、胸が苦しくなる。

「颯馬は昔からどこか変わった子供でしてね。私が仕事で忙しくなかなか一緒に過ごす時間が取れなかったからでしょう。すっかり常識からズレた子に育ってしまいました。そんな息子が初めて好きになった女性があなたでよかった。……あの子を好きになってくださり、ありがとうございました」

「そんなっ……！　お礼を言うべきは私のほうです。私こそ南さ……颯馬さんと出会えて幸せでした」

　絶対に好きになるはずがないと思っていた。住む世界が違いすぎるし、育ってきた環境も違う。ちょっぴり変わった人で、ソリが合うとは思えない人。……それなのに好きになってしまった。

　出会ってまだたったの数ヵ月なのに、どうしようもないほど好きになってしまったんだ。これほど好きだと思える人と出会えて私は幸せだと思う。

「光栄なお言葉、ありがとうございました。颯馬さんにもよろしくお伝えください」

　そう伝えると、なぜか会長は困った顔を見せた。

「颯馬によろしく伝えることができるのならいいのだが。……生あい憎にくしばらく会えなくなるんだ」

「会えなくなるって……どうしてですか？」

　また出張に出ているのだろうか。

「颯馬が自ら志願してね、サンフランシスコにある海外支社へ異動となったんだ」

　異動ってことは、向こうに住むということだよね。

　予想していなかった話に驚きを隠せない。

「向こうに活動の拠点を置くと言っていてね。しばらくは日本に戻らないだろう。私も今まで以上に会えなくなる」

　嘘……そんな。サンフランシスコなんて遠すぎる。そう簡単に会える距離ではない。

　もしかして南さんは、日本に戻らないつもりではないだろうか。だから海斗にあんなお願いをしたの？

「勉強がしたい、なにより自ら成長したいと言われては、私にも止められなかった。サンフランシスコ支社は今、一番力を入れているところでね。颯馬を中心に改革を進めてもらうつもりだ。そうなっては忙しく、まとまった休暇も取れんだろう」

「寂しくなる」と本音を漏らす会長を前に、茫然となる。

　私……漠然としか考えていなかった。彼と離れるということを。心のどこかで、会おうと思えばすぐに会うことができると思っていたのかもしれない。

　しかし南さんが海外に行ってしまったら、本当に会えなくなる。いいの？　もしかしたらもう二度と南さんに会えなくなるかもしれない。

　海外支社で好きな人ができたら？　その相手と結婚したら？　私、このまま南さんにさようならをして後悔しない？　……ううん。後悔しちゃうよ、絶対後悔する！

「あのっ……！」

　勢い余ってガタッと音を立てて立ち上がった私に、会長は目を瞬かせた。

「どうかされましたか？」

　こんなの、自分勝手な想いだってわかっている。今さらだってことも。でも――！

「南さんは今、どちらに……!?　会わせていただけませんでしょうか？　会って話がしたいんです」

　会いたい。南さんに。会って自分の想いを伝えたい。

　唇をギュッと噛みしめる私を見て、会長は唇の端を上げた。

「杏子さんならそう言ってくださると信じておりました」

　どういう意味？

　拍子抜けする私に会長は続ける。

「颯馬なら成なり田た空港十六時発の、サンフランシスコ行きの便に乗る予定です」

「今日ですか!?」

「はい。ですが今から行けば間に合うかと……」

　そう言うと会長はニッコリ微笑んだ。

「水谷さんは私が責任をもってご自宅まで送りましょう。なのでどうか颯馬の元へ行ってあげてください。……あの子もきっと喜ぶでしょう」

「……っありがとうございます！」

　深々と頭を下げ、談話室を飛び出した。全速力で駆けていく。

　今日までさんざん悩んで、迷って。臆病で傷つくのが怖かった。それなのに今、私は南さんに会いたい一心で走っている。彼を好きだという気持ちが、私を突き動かす。

　病院を出て大通りを走っていたタクシーを止め、すぐさま乗り込んだ。

「すみません、成田空港までお願いします」

「わかりました」

　行き先を告げて、乱れた呼吸を必死に整える。

　時間を確認すると十四時半。ここから空港までは一時間弱。間に合うよね？

　不安に駆られる私を乗せてタクシーは渋滞にはまることもなく、成田空港へ向かう。

「ありがとうございました」

　支払いを済ませ、国際線の第二ターミナルへ急ぐ。しかし休日の空港内はたくさんの人で溢れていて、とてもじゃないが、この中から南さんを探し出すことは不可能だ。

「あ、電話……っ！」

　どうしてスマホの存在を忘れちゃうかな。

　急いで手に取り、周囲を見回して足を進めながら電話をかけた。

　まだ搭乗していないよね？　お願い、出て……！

　呼び出し音が耳に届く中、ふと目に入った人物に足が止まる。

　ビジネスバッグを手にしたスーツ姿の南さんが、複雑な顔でスマホを見つめたまま立ち尽くしていたから。

『……もしもし』

　迷いながらも電話に出た彼の声が、スマホを通して私の耳に届いた瞬間、感極まり涙が溢れ出す。

「南さん……っ」

　もう会えないかもしれないと思っていた彼と、会えたのが嬉しくて声が震える。

『どうしたんだ、杏子。……もしかして泣いているのか？』

　電話越しからは困惑した声が届く。そして目の前にいる南さんは慌てている。

　通話を切らずに一歩、また一歩と足を進め駆け寄っていく。そして彼までの距離、一メートルのところで足を止めた。

「南さん、会いたかったです」

『……え』

　次の瞬間、振り返った彼と視線が合うと、南さんは大きく目を見開いた。

「どうして杏子がここに？」

　ひどく驚き、動揺している南さんに口元が緩む。涙を拭い、彼との距離を縮めた。

「ごめんなさい。どうしても会って伝えたかったんです」

　スマホを握りしめ、一度大きく深呼吸をする。

　伝えるんだ、今の自分の想いをすべて。後悔をしないように。

　そう自分を奮い立たせ、いまだに困惑している南さんを真っ直ぐに見つめた。

「この前のことが私ずっとショックで、南さんにプロポーズを取り消させてくれって言われたとき、なにも言えませんでした。自分でも気持ちに整理がつかなくて……。なにより怖かったんです。また南さんに信じてもらえなかったらどうしようって。想像するだけでつらくて怖くて、臆病になってしまって……」

　南さんは口を挟むことなく、私の様子を窺う。

「だけど南さんが海外支社へ異動すると聞き、もう会えなくなるのかと思うと、居ても立ってもいられなくなり、ここまできてしまいました。南さんに会えなくなるのは嫌なんです。南さんのことが大好きだからっ」

　胸の内を明かし、彼との距離を縮めて至近距離で伝えた。

「私たち、まだ出会ってたった数ヵ月です。お互いのことで知らないことはいっぱいあると思います。それなのに信用し合える関係なんて築けなくて当然です！　南さんが私を疑って当たり前です!!」

　そうだよ、知らなくて当たり前だ。なのにどうして私は臆病になっていたのだろう。

「これから先、ずっと一緒にいても楽しくて幸せなことばかりじゃないはずです。喧嘩したり衝突したり。傷つけ合うこともあるかもしれません。……でも人と人の関係ってそうやって構築していくものじゃないですか？　そしてひとりの人間として強くなれるんだと思います。傷つけ、怒らせてしまうことがあれば、そのときはお互い謝ってダメなところを指摘し合いましょう。仲直りして、そうやって南さんと一緒に過ごしていきたい」

　南さんは他人とズレているところがあると言うが、それはただ単に、人と向き合う機会が少なかっただけじゃないかな。だから知らなかっただけ。人と人がどうやって仲を深め、信頼関係を築いていくのかを。

「私……南さんのいいところもダメなところも、もっと知りたいです。知って南さんのすべてを好きになりたい。ずっとそばにいたいんです。だから行かないでください。もう会えなくなるなんて無理ですっ……！」

　涙ぐみながらも一番伝えたかったことを言うと、南さんもまた目に涙を滲ませ、恐る恐る尋ねてきた。

「いいのか？　こんな僕で。これからもずっとそばにいてくれる？」

「いさせてください！　私が南さんのそばにいたいんです。南さんが大好きだから」

　好きって気持ちは溢れて止まらず、ここがたくさんの人が行き交う空港のロビーということも忘れ、自ら彼の胸の中に飛び込んだ。

「杏子……！」

　次の瞬間、南さんは苦しいほど力いっぱい私を抱きしめた。

　彼のぬくもりが愛しくて胸が痛い。好きすぎて胸が苦しいよ。

　どれくらいの時間、抱き合っていただろうか。南さんが乗る便の搭乗アナウンスが流れると、彼は名残惜しそうに腕の力を弱めた。

　顔を上げれば目と鼻の先に彼の顔があり、ドキッとなる。

「ごめん杏子。行かないと」

「あっ……」

　ゆっくりと離れていく身体。咄嗟に彼の腕を掴んで引き止めた。

「待ってください！　行かないでください！　すぐには会えない距離です。それなのに南さんがずっと帰ってこないなんて私……っ」

「ちょっ、ちょっと待って！　ちゃんと帰ってくるから。……五日後には」

「……へ？」

　耳を疑う話に、ずいぶんと間抜けな声が出た。

「え……だって南さん、自ら志願してサンフランシスコ支社への異動が決まったんですよね？　そこに今から行くんですよね？」

　会長から聞いた話をそのまま伝えると、途端に彼は慌て出した。

「そういえばさっきもそんなことを言っていたよな？　今回は会議に出席するために行くだけだ。異動などしないし、五日後にはちゃんと帰ってくる」

「……う、そ」

　え、待って。頭がついていかない。南さん、異動するんじゃなかったの？　いつ帰ってくるかわからないんじゃなかったの？

「誰に聞いたんだ？　そんなデマ」

「えっと……会長に」

「父さんに？」

　私の話を聞き、南さんは頭を抱え込んだ。

「父さんってば、いったいどうして杏子にそんなことを」

「すみません、てっきりもう会えないと思って必死になって……」

　今さらながら自分の言動を思い出すと恥ずかしい。暴走してここまできたようなものだもの。

　目を泳がせながら言うと、彼はクスリと笑った。

「でも父さんが嘘を言わなかったら、杏子は僕に会いにきてくれなかったよな？　だったら父さんに感謝しないといけない」

　そうかもしれない。私、会長に言われなかったら、自分の気持ちに気づけず、こうして南さんに会いにくることができなかったと思う。

「せっかく会いにきてくれたのにすまない。……行ってくるよ」

「はい、気をつけて行ってきてください。それで、その……帰りの便がわかったら連絡をください。空港で待っています」

　五日間会えないのも寂しい。少しでも早く会いたい。

　その思いで恥ずかしくなりながらも言うと、南さんは嬉しそうに微笑んだ。

「わかった、絶対に連絡する」

　そう言うと南さんはいたずらっぽい笑みを浮かべ、私の耳元に顔を寄せた。

「帰ってきたら、いっぱいキスして抱く。……もう絶対離さないから覚悟して」

「……っ！」

　掠れた声で囁かれた甘い言葉に、かあっと身体中が熱くなる。彼の顔が離れていくと同時に手で耳を押さえれば、南さんは声を上げて無邪気に笑った。

「もう、どうして笑うんですか！」

　すぐさま抗議すると、彼は公衆の面前でキスをした。周囲からは「キャー」といった歓声が聞こえる。

　触れるだけの口づけはすぐに離れ、放心状態の私に南さんはとびっきりの笑顔で言った。

「戻ってきたら寝かせてやれる自信がないから、今日からたっぷり寝ておいて」と。

　そして最後に「愛している」と囁いて、搭乗ゲートに向かった。
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「キャーなにそれなにそれ！　どこの王子様がすることよ！」

「ちょっと亜優ってば声が大きいから！」

　年末の商店街はたくさんの人で賑わっている。そんな場所で久しぶりに会った亜優は、悲鳴にも似た声を上げたものだから、慌てて人差し指を立てて彼女との距離を縮めた。

「ごめん、だって杏子の彼の言葉の破壊力がすごくて」

　可愛くおどける亜優に、「もう」と言いながら笑ってしまった。

　南さんが出張へ行って五日目。今日の夜の便で、彼は帰ってくる。

　お父さんは順調に回復に向かっており、顔もふっくらしてきた。そして昨日少しだけ作業場へ顔を出し、そこでお父さんから社員に向けて鈴木さんたちの話をしたんだ。これまでの経緯と、鈴木さんたち五人の思いを。

　五人とも戻れるものなら戻りたいと言ってくれて、年明けから復職してもらう予定だ。その話を聞くとみんな安堵し、喜んだ。

　うちの会社の仕事納めは昨日。今日から年末休暇だ。

　そんな年末休暇の初日、以前海斗と話していた鍋パーティーをやろうということになり、私と亜優は材料の買い出しにきていた。

「あ～楽しみだな。あと数時間後には杏子の婚約者に会えるなんて」

　そうなのだ、今日のことを話したら南さんも参加したいと言い出した。私が空港まで迎えに行き、うちにきてもらう予定となっている。

「色々聞かせてよ。付き合いたての初々しい恋バナをさ」

「初々しい恋バナって。……それを言ったら私のほうが聞かせてほしいな。どうやったら長年付き合っていても、あんなに海斗とラブラブでいられるのか、その秘訣を」

「なっ……！　ラブラブってやめてよ！」

　付き合ってもう長いというのに、いまだに亜優は海斗のことでからかうと、ずいぶんとウブな反応を見せる。そこがまた亜優の魅力のひとつなのかもしれない。

　それにしても、やっぱりすれ違う人の視線が気になる。

「相変わらず亜優と並んで歩くと、同性からの視線が痛い」

「そう？　私は気にならないけど」

「亜優は慣れているからじゃないの？」

　高校生になった頃から、私服で亜優と街を歩いていると、いつも注目されていた。

　それというのも亜優は身長百七十センチ。スラッとしたスリムな体型とボーイッシュなショートヘア。そしてなにより黒を基調とした服を好んで着ている。私服で亜優がスカートを穿はいているところは一度も見たことがないかもしれない。

　そんな亜優はそんじょそこらの男性よりずっと男前だ。本当、まるでファッションモデルのよう。だからすれ違う人はみんな亜優を振り返り見る。

　高校時代にはふたりで街を歩いていると、よく雑誌の街角カップルコーナーの撮影などで声をかけられたほどだ。

「亜優、たまにはスカート穿いてみたら？　海斗大喜びすると思うけど」

「えー無理。私スカート嫌いだし」

　またそんなことを言って。綺麗な脚をしているし、絶対似合うと思う。

「……美人なのにもったいない」

　ボソッと呟くと、すかさず亜優は抱きついてきた。

「美人じゃないから！　それにスカートなんていう可愛い服は杏子みたいな子が穿くためにあるんです」

「わ、ちょっと亜優!?」

「相変わらず髪ふわふわで可愛いなぁ」

　そう言いながら亜優は、私の髪をクシャクシャと撫で始めた。

「あ、こら！　やめて乱れる！」

「乱れた髪もまた可愛いから」

　そんなことを言いながらふざけ合っていると、いきなり肩に腕が回り、誰かに強引に抱き寄せられた。

「馴れ馴れしく触るな。杏子に触れていいのは僕だけだ」

　目をパチクリさせる亜優に向かって放たれたのは、聞き覚えのある声。すぐに顔を上げると、私の肩を抱いていたのは南さんだった。

「南さん？　どうしてここに……？」

　十九時の便だって言っていたよね？　私、空港まで迎えに行きますとも伝えたのに。

　突然現れた彼に、私も亜優もびっくりして声が出ない。すると南さんは私の肩を抱く力を強めた。

「杏子、どういうことだ？　僕がいない間に浮気か？」

　そして南さんは疑いめいた目で私を見る。

　浮気って……ちょっと待って、南さんってばとんでもない勘違いをしている！

「浮気なんてするわけありません！　五日前のことを、もう忘れたんですか!?　それに失礼ですよ、女の子の亜優に向かって!!」

「え……女の子？」

　ポカンとしたまま南さんは亜優を見る。そんな南さんに亜優は苦笑い。

「えっと……南さんですよね？　初めまして、佐川亜優と言います」

「佐川亜優さん……？　え、女の子!?」

　よほど驚いたのかいつになく大きな声を上げ、私と亜優を交互に見てくる彼に、私たちは声を上げて笑ってしまった。

「早い便で帰ってくるなら連絡してくれればよかったじゃないですか」

「ごめん、杏子を驚かせようと思って……」

　あれから気を利かした亜優は買い物を私と南さんに任せ、海斗を迎えにいくと言って、去っていった。

　そんなわけでスーパーに着くと南さんにカートを押してもらい、一緒に買い物をしているわけだけど、彼はすっかり意気消沈している。

「佐川さん怒っているよな。初対面で男と間違った僕に対して。失礼極まりない。どうしたらいいだろうか、杏子の親友である彼女に嫌われてしまったら」

　まるでこの世の終わりであるかのように絶望する南さん。あまりの落ち込みっぷりに慌てて励ました。

「大丈夫ですよ、亜優はそんな子じゃありませんから」

　そう言っても彼はいまだに不安げ。

「南さん、お鍋とはちょっと合いませんが、だし巻きたまご作りましょうか？」

「本当か？　食べたい！」

　現金な人でだし巻きたまごと聞いて、パッと表情を明るくした。子供みたいだ。

「わかりました、じゃあ作りますね」

　久しぶりに大好きな人の笑顔を見ることができて、私まで嬉しくなる。

　会計を済ませてエコバッグに食材を詰め込むと、南さんがすべて持ってくれた。

「重くないですか？　ひとつくらい持ちます」

「ううん大丈夫。荷物より僕の手を持ってほしいんだけど」

　そう言いながら彼は自分の手を差し出してきたものだから、思わず笑ってしまった。荷物は南さんに持ってもらい、手を繋いで自宅へと向かっていく。

「なんかいいね、こういうの。新婚さんみたい」

「えっ!?」

　新婚さんというワードに過剰に反応すると、南さんはクスクスと笑い出す。

「それに僕、大勢で鍋を食べるのは初めてだから楽しみだよ。……今夜はもちろん杏子を一晩中離すつもりはないからな？」

　からかい口調で言う彼に顔が熱くなる。でも、私も今夜はずっと南さんと一緒にいたい。ひとときも離さないでほしい。

　繋いだ手をギュッと握り、彼にぴたりと寄り添った。

「絶対離れないでくださいね？　……これからもずっと」

　なんて自分から言っておいて、すぐに恥ずかしくなる。

　大胆すぎ？　でも正直な気持ちだし……。南さんはどう思っただろうか？

　チラッと彼を見ると、目が合った途端に大きなため息を漏らした。

「どうして杏子はここで最高に可愛いことを言うんだ？　必死に抑えているというのに、夜まで我慢できなくなる。なぁ、今すぐ家に連れ帰ってめちゃくちゃに抱いてもいい？」

「よくありません！　我慢してください！」

　すぐに突っ込むと、南さんは「冗談だよ」なんて言って笑うものだから、私もつられて笑ってしまった。

　きっと誰もが私と南さんの出会いから結婚に至るまでの話を聞いたら、シンデレラストーリーだと言うだろう。

　しかし実際は違う。私は南颯馬さんというひとりの男性に、みんなと同じように恋をしただけ。

　そしてこれから先もそう。普通に結婚して、ふたりで幸せな家庭を築いていくんだ。

　隣で愛しそうに私を見つめ、微笑んでいる彼とともに――。










おまけの後日談




　休日の昼下がり。優しいオルゴールの音色が響く中、愛しの彼は困ったように唸っていた。

「杏子、どうしようか。ここにあるすべてのドレスが似合い過ぎて、選ぶことなどできそうにない。いっそのこと全部着ようか」

「なに言ってるんですか！　ウエディングドレスは一着で充分です！」

　試着室での私たちのやり取りを見て、担当のプランナーは苦笑いを浮かべる。

　一ヵ月もお世話になっていると、彼がどんな人なのか理解できているようだ。

「新婦様には、こちらのドレスなどいかがでしょうか？」

　見兼ねたスタッフが一着のウエディングドレスを持ってきてくれると、南さんは目を輝かせた。

「いいですね、可愛らしいデザインで杏子にぴったりだ」

「はい、私もお似合いだと思います。ご試着してみませんか？」

「うん、杏子試着してみてよ」

　興奮ぎみに言われ、ここでノーとは言えそうにない。

　だけど実際に試着してみると、胸の部分にレースとリボンがあしらわれた愛らしいデザインのドレスを、私もすっかり気に入ってしまった。

　鏡に映るウエディングドレスを着た自分を、まじまじと見つめてしまう。

「大変お似合いですよ、新郎様もお喜びになるかと思います」

「ありがとうございます」

　褒められると照れくさくなる。南さんはどう思うだろうか。

　ソワソワと落ち着かない中、スタッフに試着室のカーテンを開けてもらうと、ソファに座って待っていた南さんは立ち上がり、歩み寄ってきた。

　しかしなにも言わず、私を頭のてっぺんからつま先まで食い入るように見る。

「えっと……どうでしょうか？」

　もしかして似合わない？

　不安になり、恐る恐る尋ねると、南さんは勢いよく私の身体を抱きしめた。

「キャッ!?」

「どうしたらいい？　杏子が可愛すぎてたまらない。一瞬、あまりの可愛さに心臓が止まるかと思った」

　プランナーやスタッフが周りにいるというのに、とんでもないことを言う南さんにギョッとなる。

「ちょ、ちょっと南さん」

　恥ずかしくて彼の肩を叩くものの、一向に私を離してくれない。

「しかしあまりに可愛すぎてだめだ。招待客の中には男もいるし、こんな愛らしい杏子を見たら誰もが好きになってしまう」

「そんなわけありません！」

　勢いよく離れて、至って真面目な顔で言う南さんに突っ込みを入れた。

「そんなことあるよ、絶対。もっと地味なものにしたほうがいいな」

「え、嫌ですよ。私このドレスがいいです」

「だめだ。可愛すぎるんだから」

「そう思うのは、南さんだけですから！」

　相変わらず今日も、私は彼に振り回されている。現に……。

「じゃあ……」

　そう言うと南さんは、なぜか私の耳に顔を寄せて囁いた。

「キスしてくれたらいいよ」

「なっ……！」

　とんでもない提案にパニック状態。

　どうやらからかわれただけのようで、南さんは無邪気に笑う。

　だけどこういう一面も含めて、私は彼のことを知れば知るほど好きになっている。

　どんなに振り回されても、イラッときても、恥ずかしい思いをさせられても。彼のことが愛しくて仕方がない。

　それはきっと、これから先もずっと――。
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世界で一番大好きな私の旦那様




　南さん……改め、颯馬さんと結婚して早一ヵ月。

　結婚後は南さんが暮らしていたマンションに引っ越し、私は南杏子としての新たな生活をスタートさせた。

「ん、おいしくできた」

　味噌汁の味に満足し、最後に作るのはだし巻きたまご。結婚前から颯馬さんの大好物だ。朝食はもちろん、夕食に出しても飽きずに「おいしい」と言って食べてくれる。

　すべての夕食メニューを作り終え、時間を確認すると十九時になろうとしていた。そろそろ帰ってくる頃だろうか。

　一息つこうとリビングに入ると、どうしても目がいくのは、テレビボードの上に飾られている結婚式の写真。相手はミナミグループの御曹司。招待客六百人の盛大な結婚式はいまだに鮮明に思い出せる。

　大半は颯馬さん側の招待客で、本当……結婚式独特の幸せな気持ちに浸る間もないほど緊張の連続だった。それはもちろんお父さんもだ。いや、私以上に緊張していたかもしれない。

　でもそれもある意味いい思い出。一生忘れられない結婚式となった。

　結婚後も私は通いで水谷製作所の事務職に就いている。それというのも結婚後は家庭に入るつもりでいたが、颯馬さんに反対されたのだ。「僕と結婚したことで、杏子を家庭に縛しばるつもりはない」と。

　おかげで私は今も変わらず大好きなみんなとともに、仕事をすることができている。

　しかしそんな幸せな日々の中で、ひとつだけ困っていることがある。

「あ、帰ってきた」

　鳴り響くインターホン。モニターを確認すると、彼がにこやかに手を振っている。

　うーん……。今朝もしっかり鍵は持っていったはずなのだが……。

　首を捻りながらも玄関へと急ぎドアを開けると、すぐさま彼は私に抱きついた。

「ただいま、杏子。会いたかった」

「お、おかえりなさい」

　軽くよろめきながらも彼の抱擁を受け止めると、颯馬さんは勢いよく私から離れた。

「これ、受け取って」

　そう言って渡されたのは、一輪の薔ば薇ら。

「……ありがとうございます」

　引きつりそうになる笑顔で受け取ると、彼は満足げに微笑んだ。

　新婚初日から毎日贈られる一輪の花。最初にもらったときは嬉しくて、さり気ないプレゼントに心が躍おどり、その日は何度も眺めてしまった。

　すると次の日から毎日贈られている。その日その日で花の種類は違うが、こうも毎日欠かさず贈られると、家中が花だらけになる。

　かと言ってせっかく颯馬さんがプレゼントしてくれたんだもの、しっかり残したい。

　ある程度飾ったら、ドライフラワーにしてしおりを作ってはいるが、そのしおりも日に日に増えている。

「あとこれ」

　家に上がると、渡されたのは有名パティスリーのケーキ。

「杏子の好きなモンブランも買ってきた」

「そ、そうなんですね。ありがとうございます」

　テーブルに置いて恐る恐る中を確認すると、モンブランの他にショートケーキにチョコケーキ、ミルフィーユにフルーツタルト。

　こ、これはまたすごい量を買ってきたものだ。

「夕食後に食べよう」

「はい」

　花の他にも、こうしてケーキなど甘い物も買ってくる。

　いや、嬉しいよ？　私のために買ってきてくれたのだから。しかしこれが毎日となると、当然体重計に乗るのが怖くなる。

「あぁ、やっぱりまた増えた」

　入浴後、体重を測ってはがっくり項垂れた。

　日に日に肥えていく私にお父さんや海斗、会社のみんなは「幸せ太りだね」なんて言うが、これはそうも言っていられない事態なのでは？　たった一ヵ月で五キロも太ったのだから。

　私が喜ぶと、颯馬さんもまた嬉しそうな顔をするものだから、「いりません」なんて言えずにいたが……。意を決して今夜言おう！

　気合いを入れて浴室から出ると、リビングに颯馬さんの姿はない。先に入浴を済ませた彼はもう寝室にいるのかも。

　そう思い寝室に向かうもおらず、書斎のドアをノックすると声が返ってきた。

「颯馬さん、入りますね」

　断りを入れて入ると、仕事中だった。これじゃあ今夜は言えそうにない。

　それに今日に限ったことではなかった。颯馬さんが帰宅後に、夜遅くまで仕事をしているのは。

　結婚後、少しでも私との時間を過ごすために仕事を早くに切り上げて帰ってくる。そのため、こうして家で仕事をする姿をよく見ていた。

　忙しいのに、帰りに花やケーキを買ってきてくれるのは、私のため。だから余計に言えずにいたけど、これがずっと続けば無理が祟たたって身体を壊してしまうのでは？

　脳裏をかすめたのは、お父さんが倒れた日のこと。今でも思い出すと怖くて、慌ててかき消した。

「颯馬さん、まだかかるなら珈琲でも淹れてきましょうか？」

「いや、大丈夫。もう終わりにするから」

「ちょっと待ってて」と言うと、颯馬さんはパソコンを閉じて、寝室へ行こうと促す。そして部屋に入るや否や、彼はクローゼットの中から紙袋を持ってきた。

「杏子に似合うと思って」

「えっ？」

　開けてと言われ、言われるがまま開封すると可愛いネックレスだった。

「これ、どうしたんですか？」

　花やケーキとは違い、高価なプレゼントに焦りを覚える。記念日でも誕生日でもないのに、なぜ買ってきてくれたのだろうか。

「ふと通りかかったときに、杏子に似合うと思ったから買ってきただけだよ。……もしかして気に入らなかった？」

　不安げに聞かれ、慌てて首を左右に振る。

「いいえ、とっても可愛いです」

「それならよかった」

　安堵する颯馬さんを見て、心が揺れる。

　素直に言えば私との時間を大切にしてくれるのも、プレゼントを買ってきてくれるのも嬉しいけれど、私はもう充分幸せだ。

「寝ようか」

　先にベッドに入ろうとする彼のパジャマの裾すそを、慌てて掴んだ。

「颯馬さん、あのっ！」

「どうした？」

　私と向き合い、心配そうに様子を窺う彼に思い切って言った。

「私のために無理するのは、もうやめてください」

「えっ？　どういうことだ？　僕は無理などしていない」

　首を傾げる颯馬さんに続ける。

「嘘をつかないでください。結婚してからいつも早く帰ってくるのは、私との時間を大切にするためですよね？　遅くまで家で仕事をしているじゃないですか。休みの日だって……。プレゼントも、無理して買ってきていませんか？」

　尋ねると、颯馬さんは複雑な顔になる。少なからず私の言ったことは、当たっていたのかもしれない。

「悪い、迷惑だったか？」

「ちがっ！　違います！　迷惑なわけないじゃないですか」

　すぐさま否定して、必死に伝える。

「もちろん嬉しいです。でも私は、ただ颯馬さんが毎日元気に仕事に行き、無事に帰ってきてくれるだけでいいんです。残業で遅くなってもいい。その代わり身体だけは壊さないでください。……私はこうして一緒にいられるだけで幸せです。ふたりでたくさんの思い出を作って、笑い合っていきたいんです」

　颯馬さんに「おはよう」と言って起きて、「おやすみなさい」と言って眠れる毎日がたまらなく愛しいの。高価なプレゼントなどいらない。その分、ふたりの思い出をたくさん作っていきたい。

　それ以上なにも望まないから、いつまでも元気にふたりで生きていきたい。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、颯馬さんは「わかった」と言ってくれた。

「プレゼントは記念日だけにする。それと仕事もしっかり終わらせてから帰宅するようにするよ」

「はい、わかりました」

　よかった、わかってくれて。

「でも！　杏子補給だけは毎日必ずするから」

「えっ？　わっ!?」

　素早く抱き上げられ、咄嗟に颯馬さんにしがみつく。

「今夜も可愛い声をたくさん聞かせて」

「……っ」

　その言葉の意味が理解できて、身体中が熱くなる。

　ベッドに下ろされると、すぐに颯馬さんが覆い被さってきた。

「どんなに仕事が大変でも、こうして杏子に触れると疲れが吹き飛ぶ」

　そう言うと頬や額にキスが落とされていき、顔が熱い。もう何度も颯馬さんと身体を重ねているというのに、触れられるたびにドキドキして胸が苦しくなって、一向に慣れそうにない。いや、慣れる日などこないのかもしれない。

「好きだよ、杏子」

　この日の夜も颯馬さんは、何度も愛の言葉を囁きながら私をトロトロに融かし、幸せな気持ちで満たした。




　それから颯馬さんは宣言通り、仕事帰りに花を買ってくることも、ケーキや甘い物を買ってくることもなくなった。

　早く帰ってくる日も徐々に減っていき、その分家で仕事をする姿を見なくなったんだけれど……。

「亜優も言っていたけど、そういう話を聞かされるこっちの身にもなってくれよ。口から砂を吐きそうなんだけど」

「口から砂って失礼な。こっちは本気で悩んでいるのに」

　ある日の十五時過ぎ。いつものように会社のみんなと休憩中に、最近の悩みを海斗に打ち明けたらこの言われようだ。

　頬を膨らませてムッとすれば、海斗は「本当のことだ」なんて言う。

「杏子の新婚生活が甘すぎて、さすがに亜優も聞いていられないって言っていたぞ？　今の杏子の悩みも、俺には惚のろ気けにしか聞こえない」

「……惚気なんかじゃないんだけどな」

　ボソッと呟き、深いため息を漏らした。

　私がプレゼントはもういらないと言った日から、どことなく彼の様子がおかしい気がする。時々ボーッとしていることがあるし、頭を悩ませている姿も見る。もしかして仕事でなにかあったのかと思ったが、私が聞いたところでなんの力にもなれない。

　それに一度だけ「なにかあったんですか？」と聞いたことがあるが、明らかに動揺しながら「なにもないよ」と言ったのだ。

　それがなんというか、私では颯馬さんが悩んだり困ったりしていても、なにも力になれないんだという事実を突きつけられたようで、悲しくなった。

「亜優にも言われたかもしれないけど、気にしすぎじゃないか？　それに厳しいことを言うようだが、夫婦になったからといって胸の内をすべて打ち明けられるとは限らないだろ？　現に俺と亜優だってそうだ。長年一緒にいるが、仕事のことに関してはお互い理解できないから、話さないと決めている」

「そうなんだ」

　たしかにそうだよね。職種がまったく違うもの。だったら私もそこまで悩むことはないのかも。

「まぁ、つらいことや理不尽なことがあったら話を聞いてもらうことはあるし、俺が聞くこともあるけどな。……男って変なところでプライドが高いから。好きな相手の前では常にカッコイイ自分でいたいものなんだ」

　どこか照れくさそうに言う海斗。

　もしや海斗もそうなのかな。亜優の前ではかっこつけているの？

　そう思うとなんか可笑しくて、笑ってしまった。

「おい、どうして笑うんだよ。こっちは真面目に悩み相談に乗ってやってるのに」

「ごめんごめん。……ありがとう、気持ちが楽になったよ」

「最初からそう言えばいいんだ」

　なんて言うが、その顔はホッとしている。

　まったく、海斗ってば素直じゃないんだから。

「さっきの話は、しっかりと亜優に報告しておくね」

　そう言うと途端に海斗は慌て出す。

「お願いだからやめてくれ。恥ずかしいわ」

　必死に止める海斗に声を上げて笑ってしまった。

　今が幸せすぎて、欲張りになっていたのかも。結婚したからといって、なんでも話せる関係になったわけではない。仕事で大変なことやつらいことがあったなら、私はおいしい料理を作って彼を笑顔で出迎えよう。

　休憩後、再び事務作業にあたった。




　それから何事もなく、海斗に相談してから二ヵ月近くが過ぎたある日曜日。朝食後に私は食器の片づけをし、颯馬さんが部屋の掃除をしてくれていた。

　そして片づけが終わると、なぜかソワソワした様子で彼に手招きされた。

「杏子、ちょっときて」

「どうしたんですか？」

「いいから早く」

　首を傾げながらリビングに行くと、テーブルの上には旅行パンフレットがずらっと並べられていた。

「颯馬さん、これは？」

　パンフレットと颯馬さんを交互に見ると、彼は得意げに言った。

「少し先になるが、行けずにいた新婚旅行に行こう」

　たしかに颯馬さんの仕事が忙しくてまとまった休みがとれず、いまだに新婚旅行に行けていない。

「え、でも大丈夫なんですか？　仕事のほうは」

　心配で聞くと、颯馬さんはすぐに「大丈夫」と言う。

「実はここのところ、ずっと調整していたんだ。それで帰りが遅くなり、家にいても仕事のことばかり考えていて……」

　もしかして家で様子がおかしかったのは、そのせい？

「僕と父さんは十日間ほど休みがとれそうなんだけど、杏子とお義父さんはどう？」

「えっ？　お、お父さんですか？」

　あれ？　颯馬さんが言っているのは新婚旅行だよね？　それなのになぜお父さんが出てくるの？

　頭にハテナマークが並ぶ。すると颯馬さんは申し訳なさそうに話し始めた。

「この前、杏子に言われて反省したんだ。プレゼントを渡せば、喜んでくれると思っていた僕が浅はかだった。杏子が本当に喜ぶことは、そういうことじゃないのに」

　そう言うと颯馬さんは、パンフレットに目を向けた。

「杏子はお義父さんのことを、とても大切に想っているだろ？　もちろん僕にとっても父さんは大切な存在だ。僕たちがこうして出会い、結婚できたのはふたりのおかげでもある。そんなふたりに感謝の気持ちを込めて、旅行に連れていきたいと思って」

　驚きを隠せない。まさか颯馬さんがそんなことを考えていたなんて。

「もちろん新婚旅行だし、ふたりで行きたいのはやまやまだが、お互いの父親は忙しそうだし、こういう機会でもないと連れていけないだろ？　それに杏子とならこれから先、何度でも旅行に行けるしな。……僕も杏子や大切な家族とともに、思い出をたくさん作っていきたいんだ」

　彼の言葉が嬉しくて、ポロポロと涙が零れ落ちた。それを見て颯馬さんは慌て出す。

「えっ？　杏子？　ごめん、もしかして僕、また間違えた？　やっぱり新婚旅行に父親を連れていくなんて、非常識だったか？」

　私の元へ駆け寄り、優しく涙を拭う颯馬さんの手が優しくて、さらに涙が溢れ出す。

「違うんです、嬉しくて……。泣かせるようなことを言う颯馬さんが悪いんです」

「えっ？　えっ？」

　困惑する彼に、笑みがこぼれた。

「颯馬さん、ありがとうございます。……絶対に行きましょう。家族四人で新婚旅行。お父さんの仕事の都合なら、私が責任を持って調整しますから」

　最高のプレゼントだよ。お父さんと旅行に行けるなんて。思えばお父さんと旅行なんて、久しく行っていないもの。お義父さんも一緒かと思うと、ちょっぴり緊張もするけれど、絶対に一生忘れられない旅行になるよ。

　まだなにも決まっていない旅行のことを想像してはわくわくしていると、颯馬さんはそっと私の身体を抱き寄せた。

「颯馬さん？　どうしたんですか？」

　突然抱きしめられて、声が上擦る。そんな私の身体を颯馬さんは強く抱きしめた。

「杏子と出会ってから、僕の中で父さんに対する思いが変わったんだ。昔の僕だったら、父さんを旅行に連れていこうなど考えもしなかった。……でもお義父さんを大切にする杏子を見て、僕も育ててくれた父さんになにかしたいと思うようになったんだ。本当、全部杏子のおかげだよ。本当にありがとう」

　感謝の思いを伝えられ、胸を熱くさせながら大きく首を左右に振った。

「ありがとうと言うのは、私のほうです。……ありがとうございます、颯馬さん」

　私に親孝行をする機会を作ってくれて。

「楽しい旅行にしましょうね」

　そう言うと、颯馬さんは顔をクシャッとさせた。

「あぁ、そうしよう」

　嬉しくて胸がいっぱいで、大きな背中に腕を回してギュッと抱きついた。

　私の旦那様は、ちょっぴり変わった人。だけどそんな彼が大好きでたまらない。誰がなんと言おうと、颯馬さんは私にとって世界で一番素敵な旦那様なんだ。

　それから半年後、私たちは念願の新婚旅行へ出かけた。お互いの父親とともに。

　一生忘れられない旅行が終わり、私に新しい命が宿ったのは、それから一年後のことだった。

　妊娠を報告したとき、颯馬さんは泣いて大喜び。

　新たな家族を迎えて私はこれからもずっと幸せに暮らしていくのだろう。愛しい旦那様とともに。




ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『一途な御曹司は、ウブなお見合い相手を新妻にしたい』をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　こちらの作品、執筆したのは三年ほど前でして、改稿作業は四苦八苦しました。なにより、読み返してみると直したいところだらけで恥ずかしくて、この作品をかたちにしていただけたことに、ただ感謝の思いでいっぱいです。

　とってもラブコメ色の強い作品です。ここまでクセのあるヒーローは、後にも先にも颯馬だけですね。

　書籍化にあたり、颯馬は少し男らしくなっていますが、それでもクセ強めなので、不安でいっぱいです。皆様に受け入れてもらえたらいいのですが……。

　ちょっぴりズレていて、それでもどこか憎めない颯馬。そんな颯馬に求愛され、振り回されっぱなしの杏子。

　周りの人たちを巻き込んで、ふたりが結ばれるまでのラブストーリーに少しでもキュンとしていただけましたら幸いです。

　そして最初から最後まで笑い、読後、少しでも幸せな気持ちになっていただけることを願っております。




　編集作業中は、大変お世話になった担当の篠原様。颯馬も杏子もイメージ通りに素敵に描いてくださった花恋様。スターツ出版様をはじめ、出版に携わってくださった皆様。

　なにより、いつも作品を読んでくださる読者の皆様。本当に本当にありがとうございました！

　こうして執筆活動を続けることができているのは、読者様のおかげです。

　書くことは、もう私の生活の一部となっています。今後もマイペースにではありますが、大好きな恋愛小説を書き続けていけたらと思っております。

　それではまたこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを祈って。




田た崎さきくるみ
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